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を目的として建設が予定されている。一方で当遺跡が立地する駿東郡長泉町は古くより遺跡が集中する

地域として知られている。当研究所は、平成2年よりこの東駿河湾環状道路関連の緊急調査を実施して

おり、当遺跡もその一環として平成11年より調査が開始された。

今回の調査では、旧石器時代から縄文時代後期まで、数々の遺構e遺物が出土している。旧石器時代

の成果としては、第Ⅲ黒色帯において士坑が7基検出された。この土坑群は箱根西麓において検出され

ていたものと同様のものである。従来から、箱根西麓の地域性と考えられていたが、今回当遺跡での発

見をもって、愛鷹山山麓に広がる可能性が示唆された。これは当時の文化圏や生業を考える上で、大変

貴重なものである。また、縄文時代草創期に先駆けて、槍先形尖頭器の文化層が検出された。これは、

箱根畑宿産の黒耀石を用いた中e小型の槍製作跡であり、保持してきた石器の修繕と入れ替えの場であっ

たと考えられる。

縄文時代の遺構としては、早期末～前期初頭の木島式期の集落が検出されている。3～4基の住居の

単位が2カ所で検出されており、それぞれ土器型式において若干の時期差がある。これらと同期の集落

は北側に隣接する池田B遺跡において検出されているが、関東系の下吉井式土器を中心としたものであ

る。異系統の土器を持つ集団が同一屋根上に集落を構えていたことになる。厳密な同時期性は証明でき

ないが、この地域の早期集落のあり方について学的に興味深い資料を提示できた。

東駿河湾環状道路関連遺跡は、当遺跡を含めて旧石器時代、縄文時代の貴重な発見を提示してきた。

これらの遺跡資料が、以後、有用に活用されることを願う次第である。

現地調査、及び本書の作成にあたっては、国土交通省沼津工事事務所並びに静岡県教育委員会、長泉

町教育委員会をはじめとする関係機関各位の御理解と御協力に厚くお礼を申し上げたい。また、猛暑や

寒風吹きすさぶ中、作業にあたられた現地作業員、細かな作業を根気良く続けた整理作業員の方々に、

この場をお借りして深く感謝する次第である。

2003年3月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所　長　斎　藤　　忠
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1　本書は駿東郡長泉町下長窪に所在する鉄平遺跡の発掘調査報告書である。

2　現地調査は東駿河湾環状道路建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査業務として、国土交通省中部地方

整備局沼津工事事務所の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、財団法人静岡県埋蔵

文化財調査研究所が以下のとおり実施した。

＜1区＞　1次調査　平成10年8月～9月　　　　2次調査　平成10年10月～12月

＜2区＞　1次調査　平成12年2月～3月　　　　2次調査　平成12年4月～10月

3　資料整理は平成14年4月より平成14年10月まで実施した。

4　調査体制は以下のとおりである。

平成10年度　現地調査

所長　斎藤　忠、常務理事兼総務部長　伊藤友雄、総務課長　杉木敏雄、

会計係長　杉田　智、調査研究部長　石垣英夫、調査研究一課長　佐野五十三、

調査研究員　殿岡崇浩　笹原千賀子

平成11年度　現地調査

所長　斎藤　忠、副所長　山下　晃、常務理事兼総務部長　伊藤友雄、

総務課長　杉木敏雄、会計係長　大石真二、調査研究部長　佐藤達雄、

調査研究二課長　遠藤喜和、調査研究員　笹原千賀子

平成12年度　現地調査

所長　斎藤　忠、副所長　山下　晃、常務理事兼総務部長　伊藤友雄、

総務課長　杉木敏雄、会計係長　大橋　薫、調査研究部長　佐藤達雄、

調査研究二課長　篠原修二、調査研究員　白鳥直樹（4～8月）佐野暢彦（9～10月）

笹原千賀子

平成14年度　資料整理

所長　斎藤　忠、副所長　飯田英夫、常務理事兼総務部長　粂田徳幸、

総務課長　本杉昭一、会計係長　大橋　薫、調査研究部長　山本昇平、

調査研究部次長兼資料課長　栗野克巳、調査研究部次長兼調査研究二課長　佐野五十三、

調査研究員　笹原千賀子

5　本書の執筆は第Ⅱ章を技術員吉村たまみ、その他を笹原千賀子が担当した。

6　黒耀石の原産地分析は、国立沼津工業高等専門学校教授望月昭彦氏に依頼した。

7　作業の迅速化を図るため、石鉄実測の一部を㈱シン技術コンサルに委託した。

8　遣物写真は当研究所三島整理事務所において撮影した。

9　出土遣物の石材鑑定e個体別資料分類は技術員森嶋富士夫がおこなった。

10　本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所がおこなった。

11発掘調査にかかわる記録資料については、静岡県教育委員会文化課が保管する。



凰 例

本書の記載については、以下の基準に従い統一を図った。

1本書で用いた遺物⑳遺構等の位置を表す座標値は、すべて日本測地系（ベッセル）による。

2　調査区の方眼設定は、上記日本測地形（平面直角座標第Ⅷ系）の軸線を基準に、国家座標（－

94400。0，35850淵）＝（A，1）を原点とし、南から北方向へA－Z、西から東方向へ1－22までの

グリッドを設定した。

3　出土遺物は、土器◎石器＝S、磯＝Rとしそれぞれに4桁の遣物番号を付して取り上げた。

4　土器挿図中のNo。は同一個体の場合数字の枝番としてアルファベットを用いた。

5・石器の実測は原則として第三角投影図法に拠った。

6　本文中に用いる色彩に関する用語◎記号は、新版『標準土色帖』（農林水産技術会議事務局監修1992）

を使用した。

7　遺構番号は、文化層ごとに通し番号を付した。

8　本文中の遺構◎遺物に関する標語◎略語は以下のとおりである。

Ku

FB

Zn

YLU

YLM

YLL

栗色I二層

富士黒土層

漸移層

休場層上位

休場層中位

休場層下位

住　　　　竪穴式住居

土　　　　　土　坑

ト一一一一」タダキ面

ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一iスリ面

BBO

SCI

BBI

NLa

NLb

BBⅢ

休場層直下黒色帯

第Iスコリア層

第I黒色帯

ニセローム層a

ニセローム層b

第Ⅲ黒色帯

構

集集石

焼焼土

SCⅢ　　　　第Ⅲスコリア層

BBⅢ　　　第Ⅲ黒色帯

SCⅢsl　　第Ⅲスコリア帯スコリアl

SCⅢbl　　第Ⅲスコリア帯黒色帯l

SCⅢS4　　第Ⅲスコリア帯スコリア4

遣　　　　物

ト・……弓研ぎ面

‾ll‾‾‾lつ更用痕

竪　　　　竪穴状遺構

広憂定率蔓ヨタタキの範囲

スリの範囲

略　　 語　　　　　 産　 地　 名 略　　 語　　　　　 産　 地　 名 略　　 語　　　　　 産　 地　 名

WDTY　　　　 和田　 鷹山群 SWHD　　　　 諏訪　 星ヶ台群 HNKI　　　 箱根　 黒岩橋群

WDKB　　　　 和田　 小深沢群 TSTY　　　　 蓼科　 冷山群 AGKT　　　　 天城　 柏峠群

牒DTN　　　　 和田　 土屋橋西群 HNHJ　　　 箱根　 畑宿群 KZOB　　　　 神津島 恩馳島群

岩石和名　　　　　　　　　岩石英名　　　　　　　略語

ガラス質黒色安山岩

黒耀石

ホルンフ工ルス

貢岩

緑色凝灰岩

硬質凝灰岩

硬質細粒凝灰岩

細粒安山岩

多孔質安山岩

玄武岩

多孔質玄武岩

無斑品質安山岩

Glassy black andesite GAn

Obsidian

Hornfels

Shaie

Green tuff

Hard tuff

Hard fine tuff

Fine an（iesite

Ob

Hor

Sh

GT

HT

HFT

FAn

Vesicular andesite VAn

Basalt Ba

Vesicular basaH VBa

Aphyric andesite AAn

岩石和名

砂岩（細粒）

砂岩（中粒）

砂岩（粗粒）

粘板岩

珪質粘板岩

流紋岩

滑石

輝石安山岩

角閃石片岩

アブライト

デイサイト

チャート

岩石英名　　　　　　　略語

Fine sandstone

Medium sandstone

Corse sandstone

Slate

Siliceous slate

Rhyolite

Talc

Pyroxene－andesite

Amphibole－SChist

Aplite

Dacite

Chert
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第I章　調査の概要

第1節　調査に至る経緯

東駿河湾環状道路は、沼津市岡宮の第一東名インターチェンジから第二東名長泉ジャンクション、国

道246号バイパスを結び、三島市塚原において国道1号線を経由して、熱海函南線に至る全長15kmの高規

格幹線道路である。これは伊豆縦貫自動車道の一部として平成元年に基本計画区間が策定され、平成2

年に路線予定地域の遺跡確認踏査がおこなわれた。その結果、周知の遺跡を含む42カ所が埋蔵文化財包

蔵地として報告された。この報告を受け、平成2年より指導機関として静岡県教育委員会文化課、調査

機関として静岡県埋蔵文化財調査研究所が記録保存を目的とした発掘調査を開始した。調査を開始して

12年目を迎えるに際して、当遺跡を含めて31ヶ所が調査を終了しており、現地調査・資料整理は現在も

進行中である。

このような状況の中、鉄平遺跡は平成10年より1次調査を開始し、断続的に現地調査をおこない、平

成12年10月に終了した。
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第2節　調塵の潜法

ヽ＿＿由＿「ト＿ん．′＼　子J一＿み　」＿m⊥Fコ、＿1｛・プ　⊥ト＿、上．トナ　　　「二ニ1仁二三二．rTナナ↓蒜に　　′1γ　　1丁＼　　　　　　　′　　　∩．1′1√ヽ／ヽ　／ヽ　　　rlJ－nr・∩　′ヽ＼　　　r　、＿ん　　　′　八　　　　　1　＼　　′ノT、「ロご　「一　1　1

〕、見聞、三E14ゝどす巳優至9　一〇／こαノレ」、匹」．氷．埋憬　LA，Iノ　＝　し－tJ44UU．U、JOご）OU．Uノ　」二世「LA、　⊥）Vノ）吊ノRこ　し、

Ⅹ軸方向（南…北）をアルファベット、Y軸方向（西一束）に数字を付し遺跡全体に10mの方眼を設定

して便宜的なグリッドとした。しかし東駿河湾環状道路内の遺跡を同一座標で管理する必要性から、全

ての遣物、遺構に関しては、国家座標（日本測地形　平面直角座標第Ⅷ系）のⅩ◎Y座標と水準値を付

して調査をおこなった。本遺跡の報告では、特に旧石器時代の遺物の出土地点についてこの座標値を用

いている。

調査は、用地取得の事情から先行した南側地区を1区、北側部分を2区として分割して行っている。

1区は1次調査の結果遺跡の範囲と出土層位が限られていたため、対象となる約600最について重機によっ

て遺構検出面となるBBⅢ層まで除去した後遺構検出作業をおこなった。2区は縄文時代の包含層であ

る富士黒土層までを全面精査した。それ以下旧石器時代の調査は、1グリッドに対して3×3mのテス

トピットを設定し、遣物◎遺構を検出したテストピット周辺を重機によって拡張する方法をとった。地

形図の作成は、光波測距器によって約1mメッシュで測定した座標データーをグラフソフトによって図

化した。基本的に遺構の検出面において地形測量を実施している。

記録作業は、遺構平面図と遺物出土地点図等を光波測距器によって座標データーを観測することによっ

ておこなった。図化作業は㈱シン技術コンサルの遺跡管理システムを用い、これらは座標データーとし

て保管されている。また、遣物出土状況図や土層図については、グリッド法を用いた手実測によって1／

20～1／10の図面を作成した。

写真記録は35mmと6×7版中型カメラを併用し、フイルムはカラーネガ、白黒、リバーサルを用いた。

第3節　調塵の経過

1区の1次調査は平成10年の8～9月に池田B遺跡の1次調査とともにおこなった。20m四方のグリッ

ドに対して、3×3mのテストピットを2ヶ所設定して調査したところ、第Ⅲスコリア層において直径

約1mの円形土坑を検出した。これを受けて同年10月から池田B遺跡の2次調査と並行して、この土坑

の調査を開始した。その結果箱根西麓で発見されているものと同じように列をなして掘られている可能

性が強くなり、その列の先端が未買収地に延びていたため、平成10年度の調査はここで終了し、地形測

量をおこなって作業を終了した。

2区の1次調査は、平成12年2～3月におこなった。尾根の頂部に立地する池田B遺跡と当遺跡の間

は緩やかに傾斜しており、表土採集によって縄文時代中期の土器を拾うことができたが、テストピット

によって調査したところ、畑の擾乱によって中期の包含層は破壊され、平坦地に早期の包含層を確認し

た。また、遺跡の西側には深い谷が入るが後世の改変によって垂直に切り取られ遺物を検出することは

できなかった。

この結果を受け、平成12年4月より2区の2次調査を開始した。当初廃土処理の必要性から調査区の

中央に走る舗装道を境に東側（2－A区）の調査から開始した。4月中旬、重機による表土除去をおこなっ

たところ、富士黒土層に掘りこまれた埋聾を発見、周辺の精査によって縄文時代中期後半の敷石住居を

検出した。機械による耕作によって敷石の大半は失われていたが、柱穴と住居のプランを確認した。丘

陵の平坦地では、早期末から前期初頭の住居跡や遺物が多数検出された。このため当初残す予定だった

私道の下の調査もおこなった。この結果、尾根の頂部に1列に並ぶ住居が9基検出された。この2…A区

ー　2　－



の調査と並行し、工事用道路整備の関連で1区南側の調査を開始した。一部縄文時代の包含層が残って

おり、集石11基と石斧の埋納遺構を検出した。縄文時代の調査終了後下層の調査をテストピットによっ

ておこなったが、遣物の検出は見なかった。BBⅢ層の土坑検出のため、引き続いて重機による中間層除

去を5月下旬よりおこなった。精査の結果土坑が3基検出された。平成10年の調査結果とあわせると7

基になり、尾根を横断するように配置していたため地形測量を実施して調査を終了した。

2－B区の調査は9月より着手した。尾根頂部に早期末の遺構が検出されたが、大半は早期前半の撚糸

文系の土器群となり、遺構も集石が中心となった。旧石器時代の調査は遣物の検出されたテストピット

の周辺を重機で掘り下げる方法をとった。この結果休場届、第I黒色帯、第Ⅱ黒色帯で石器ブロックを

検出した。10月下旬、全ての掘削作業を終了して現地の埋め戻しをおこなった。

表1　作業工程

平 成 10年 平 成 11 平 成 12年 平 成 14 年

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7 月 8月 9 月 10 月

1区
1次 鱒査

2’ 調 査

2区

1’調 査

2 調

資 料

整 理 °Htt°

基 整

t〃＝－t

礎 整

ttt° t．H．－ tH°tl tttttttll－



表2　東駿河湾環状道路関連遺跡一覧表

1 4 上松沢平
縄文早期前半集落　　　　　　 ！資料整理中

2 3 虎杖原路 墳　 恒末期古墳 資料整理中

3 2 寺林
旧石器時裾 Y L層猪 器群　　　　 ！資料整理中

4 1 丸尾北 調査予定（縄文草創期～中期後半）

長泉町

6　　　 観　　 桜畑上　　　　 調査予定 旧石器～縄文時代）

9 37 池田B 縄文早期末～前期初頭集落 2000「池田B遺跡」

10 38 l鉄平 縄文早期末～前期初頭集落、BBⅢ層土抗群 2002 「鉄平遺跡J

11　　　 48

大平　　 （1期）中世土抗墓。集石墓 1998「大平遺跡」

（2期）中世土抗墓・集石墓、弥生前期末住居跡 2001「大平遺跡Ⅱ」

（3期）調査予定

三島市

14 2 北ノ入A　 i縄文中期前半集落 1999「北ノ入A遺跡」

16 4 長兵衛平 縄文 1998「長兵衛平遺跡」

17 5
縄文早期後半包含層、中紳 集落 ト 粥 欄 遼軌

18 6

19 7 徳倉B 縄文早期後半～中期前半 1998 「徳倉B遺跡」

20 8　 桂ノ池 旧石器（YL BBO，BB I ，BB Ⅲ，BBⅢ層）石器群 1998 「上ノ池遺跡」

22 摘　 八関原　　　 押型文系土器、BBⅢ層士抗群　　　　 ！1997り潤 原遺跡」

ま（．、 ！　　 ‥　　 1
∠J l　 ll　 I

加茂ノ洞B　 iB B Ⅲ層土抗群 1996「加茂ノ洞B遺跡」

2 7 15 焼場 鎌倉古道、縄文早期後半（東海系）～前期
1994「焼場遺跡 （A 地点）」、1996「焼場遺

跡（B地点ト五百司遺跡」

計 器 ＋ 原
旧石器（Y L層）石器群、　 B B Ⅲ層土抗群

1995「下原遺跡 I 」、1996 「下原遺跡

Ⅱ」、19 98「下原遺跡Ⅲ」

30 18 押 出シ 縄文中期後半集落
1999「押シ出遺跡 （遺構編）」、

2 000「押シ出遺跡 （遺物編）」

31 19 生茨沢 後期古墳、B BⅣ～Ⅶ層石器群 19 99「生茨沢遺跡」

32 20 中峰 旧石器時代 19 98「中峰遺跡」

33 2 1 桧林A 縄文草創期石槍・有舌尖頭器 19 98「桧林A 遺跡」

38 2 6 田頭山 調査中　 古墳群

39 2 7 大明神洞 調査予定

40 ！ 28 長命洞B 調査予定

4 1 29 大場向山B 調査予定
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第凰節　地理的⑳歴史的環境

鉄平遺跡は愛鷹山南東麓の静岡県駿東郡長鬼町、池田迅遺跡の南東部に位置する。隣接する西側の尾

根には、上野藍遺跡や茶凍畑遺跡などがある。

長泉町は東を三島市、西を沼津市、南北を駿東郡清水町◎裾野市に接しており海　南東に細長い町であ

る。また河川が多い町で、桃沢川は位牌岳中腹の渓流から南東方敵へ梅ノ木沢川は愛鷹山地の平東方

の標高祁m付近に源をもち裾野市との境界を流れる。両川とも黄瀬川に合流し愛鷹山の裾部を横切るよ

うに流れ狩野川に至る。そして三島市との境界を境川が流れている。これらの川によって作られた扇状

地と愛鷹山裾部の丘陵地とで町は形成されている。

愛鷹山は、小御岳、箱根山とともに数十万年前に噴火を開始し、その後約相方年前にその活動を停止

した。そして約8万年前には小御岳を覆うように出現した音富士火山が噴火を始め、溶岩や泥流を大量

に噴出した。音富士時代からの多義の火山灰は偏西風にのり神奈川◎東京⑳千葉方面にまで飛散し海厚

い所でほほm程のローム層を形成した。愛鷹ローム層は、上部魯中部e下部ローム層に分かれている。

このローム層が堆積した愛鷹山麓の裾部は、比較的平坦で西は富士川、東は裾野市まで広がっており晋

から太々の生活条件に適していた為、上部ローム層を主として旧石器時代～縄文時代の数多くの遺跡が

存在して折る。

鉄平遺跡の遺跡範囲は緩やかな傾斜をもつ幅広い下長窪字鉄平の尾根に位置しているが、今回調査対

象となった範囲は幅約甜m篭　北西から南東へ約割m、標高摘m程の細長い調査区である。調査区の北

端部はやや急な斜面地だが、南に向かうほど緩やかな傾斜となる。尾根の頂部では、縄文時代早期末～

前期初頭の木島式土器を伴う住居跡が9基と、調査区北側の斜面地で縄文時代中期後半の敷石住居跡が

漫遊検出されノた。

縄文時代学期末～前期初頭、木島式期の遺構が検出された遺跡は、木島式土器模式遺跡の富士川町木

島遺跡をはじめ、沼津市清水柳北遺跡⑳平沼吹上遺跡、長泉町梅ノ木平遺跡∴裾野市上川遺跡などがあ

る。これらの遺跡から水島式土器と其伴した隆帯文系土器は、下吉井式土器◎神之木台式土器である。

また資料整理中の第2東名長泉工区‰鼠地点でも住居跡の覆土から木島式土器が出土している。その他、

包含層から木島式土器が出土した遺跡は、富士川町物見堂遺跡◎山王遺跡、富士市天間沢遺跡の花川戸

遺跡、富士宮市出水遺跡海沼津市土手頭遺跡◎荒句遺跡、長泉町中峰遺跡◎上野藍遺跡砂桜畑遺跡など

がある。これらの遺跡からも神之木台式録下吉井式土器が木島式土器と共に検出されている。なお、鉄

平遺跡の北西に隣接する池田B遺跡ではH基中10基の住居跡が下吉井式期のものであるが、東海系の土

器は包含層から木島式土器が数点出土したのみであった。

また同時期の石器組成の特徴として石錘の出土数は着鉱㊧磨石などに比べ少ないのだが、平沼吹上遺

跡と土手頭遺跡（詳細不明）では、石器全体の約50％を占めるほどの出土が報告されている。特に平沼

吹上遺跡では木島式期の遺構数から考えても石錘の出土数は突出しており、1軒の住居跡からは35点も

の石錘が出土している。しかし、その他の周辺遺跡からはこのような報告はなく、鉄平遺跡でも看錘は

3点のみの出土となり同時期の石器組成と同様な結果となった。なお、池田B遺跡では鉄平遺跡の出土

数を上回る約40点の石錘が住居跡などの遺構が多く分布する調査区南側を中心に出土している。

縄文時代中期後半の敷石住居跡が検出された遺跡は、富士宮市滝ノ上遺跡、沼津市大谷津遺跡、三島

市北山遺跡◎千枚原遺跡砂十着渦遺跡◎押出シ遺跡などがある。

…　5　－
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場

第3図　遺跡と周辺の地形
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第2節　基本土層と遺跡の土層堆積

1．概観

愛鷹山麓のローム層は、堆積順に下部ローム層・中部ローム層・上部ローム層に分けられる。上部ロー

ム層は関東ローム層の立川ロームに相当し、火山砕屑物が堆積したスコリア層と火山噴火の休止期に植

物が繁殖・腐食などの影響により黒色化が進んだ黒色帯との互層から成っている。

今調査範囲は北西から南東に細長い調査区で、その中央部を尾根の頂部が南北に走っている。第4図

で示したように、北端部から調査区中心部まではやや急傾斜で、中心部から南端部は緩傾斜地である。

発掘調査以前は畑作が行われており、所々にその影響を受けており北半分の残りは悪かったが、その他

の土層堆積状況は良好だった。

第4図　土層堆積状況

8－



＜柱状図＞
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一
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賢
二
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＜層　名＞

1　表土

2　新規スコリア

3　暗褐色土

4　富士黒土層

5　漸移層

6　休場層上位

7　休場層中位
8　休場層下位
9　休場層直下黒色帯

10　第Iスコリア層

11　第I黒色帯

12　ニセロームa

13　ニセロームb

14　第Ⅱ黒色帯
15　第Ⅱスコリア層

16　第Ⅲ黒色帯

17　第Ⅲスコリア帯スコリア1

18　第Ⅲスコリア帯黒色帯1

19　第Ⅲスコリア帯（スコリア）

20　第Ⅲスコリア帯（黒色帯）

21　第Ⅲスコリア帯スコリア4

22　スコリア質土

23　スコリア質土

24　ローム質土

25　ローム質土

新規SC

Ku層相当

FB

Zn

YLU

YLM

YLL

BBO

BBI

NLa

NLb

BBⅡ

SCⅡ

BBⅢ

SCⅢsI

SCⅢbl

第5図　土層柱状図（1／20）
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●　□

▲

）▲

SCⅢS4

BBⅣ～BBⅦ層相当

●住居跡
口　集石

▲　石器ブロック

○　土坑

＜色　調＞

5YR4／3

5YR4／4

5YR4／2

7．5YR4／4

7．5YR6／6

7．5YR6／8

7．5YR5／6

7．5YR5／8

7．5YR4／6

7．5YR3／2

5YR5／8

7．5YR5／6

7．5YR5／8

5YR3／4

5YR3／2

5YR4／4

5YR4／6

5YR4／4

7．5YR4／4

5YR4／4

7．5YR4／4

7．5YR4／6

7．5YR4／6

7．5YR4／6



慧泣　基本豊腰藍遺構◎遺物

且層は耕作土である。2層は新規スコリア層で白色パミスのオレンジスコリアを含む。遺物は確認さ

れなかったが、新規スコリア層を切るように中近世の士坑◎溝が検出された。3層は暗褐色土であるが

栗色土層相当であると考えられる。オレンジスコリア車上半部に白色パミスを含む。

4層は富士黒土層である。直径3～5mのオレンジスコリアを含み、粘性は下半部に向かい強くなる。

暗褐色土が落ち込んだ状態で、縄文時代中期後半の住居跡が検出された。また縄文時代早期末～前期初

頭の遺物包含層となる。5層は漸移層で漸移的に4層から変化している。ロームのパッチを含み層境は

波状を呈する。富士黒土層が落ち込み縄文時代早期未～前期初頭にかけての遺構が検出された。

6～8層は休場層で、上位からYLU◎YLM◎YLL層に分層できる。YLU層は粘性が強く、や

や退色した感じである。YLM層は、直径3～5mのオレンジ◎茶色スコリアを含む。YLL層は、直

径3～5mの赤色のオレンジスコリアを多く含む。この休場層からは言目石器時代の礫群◎石器ブロッ

クを検出した。

9層は休場層直下黒色帯で、直径5～8mの赤色啓オレンジスコリアを含み黒色の発色が大変討い。

且の層は第‡スコリア層で、黄◎黒◎赤色スコリアのブロックを含む。Ⅲ層は第I黒色帯で、上半部に赤

色スコリアが集中する。発色は大変良く、遠目からでも確認できる。石器プロ∵ツクを検出した。

12～13層はニセローム層で上位から召し◎b層に分層できる。NL a層は、直径温～5mmの黒色スコリ

ア◎直径且mnの赤色スコリアの集積層である。NLb層は、a層に比べてスコリアの含有量が減りロー

ム質になる。aのb層の層境には、姶良丹沢火山灰がパッチ状に含まれている。

且4層は第Ⅱ黒色帯で、N監b層から漸移的に変化する。15層は、第Ⅱスコリア層で、直径8～15mmの

赤色スコリアをブロック状に含む。14◎15層の発色は、大変弱い。石器ブロックを検出した。

蟻層は第Ⅲ黒色帯で、直径8～20mmの赤色スコリアを含みクラックが入りやすい。また発色は大変良

く、第I黒色帯と共にはっきりと確認できる。

17～21層までは、第Ⅲスコリア帯でsl層は、直径2～3mの赤色スコリアを多量に含み、直径5～

8mmの黒色スコリアを含む。b且層はS温層と類似するが、スコリアの含有量が減り音白色岩片を含む。

S4層は、非常に固い赤の黒色スコリア塊である。S且層上面で第Ⅲ黒色帯の土坑が確認される。

22◎23層はスコリア質まで、22層はSCⅢb且層に類似している。23層は22層と類似しているが、所々

にスコリア塊を含み土色はやや明るい。

24◎25層はローム質士で、24層は直径8～18mmの茶⑳黒色スコリアを少量含み、直径5～摘弧のオレ

ンジスコリアを含む。25層は直径2～3mmの赤色スコリアを含み、24層より粘性が強くなる。第Ⅲ黒色

帯の土坑は、25層よりも下部のペアスコリア付近まで掘りこまれている。

また、第Ⅲスコリア帯下に愛鷹南麓では第Ⅳ黒色帯～第Ⅶ黒色帯が確認されるのが通常だが、当遺跡

では黒色帯の発色が悪く、層厚も薄いため分層が不可能であった。

引用。参考文献

県史編さん室1990　「静岡県史　資料編1　考古」静岡県教育委員会

長泉郷土誌編集委員会1965　「長泉町郷土誌」長泉町教育委員会

渋谷昌彦他1981

池谷信之他1985

池谷信之他1997

関野哲夫他1989

青木玲二他1996

「木島」　富士川町教育委員会

「平沼吹上遺跡発掘調査報告書」　沼津市文化財調査報告書　第36集

「土手上遺跡（d◎e区…1）発掘調査報告書」　沼津市文化財調査報告書　第63集

「清水柳北遺跡発掘調査報告書　そのl」　沼津市文化財調査報告書　第47集

「富士山　自然から文化史まで」
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第二亘　三三三幸三≒十二妻妾三善三

概要

旧石器時代の遺構は、第Ⅲ黒色帯、第Ⅲ黒色帯、第I黒色帯、休場層で検出されている。第Ⅲ黒色帯

（第I文化層）では士坑が7基検出された。第Ⅱ黒色帯（第Ⅱ文化層）では、2基の石器ブロック、第

I黒色帯（第Ⅲ文化層）では3基の石器ブロックが検出されている。また休場層からはYLL層を中心

としてナイフ形石器を中心とした文化層（第Ⅳ文化層）、槍先形尖頭器を中心とした文化層（第Ⅴ文化層）

が検出された。富士黒土層からは細石刃も出土している（第Ⅵ文化層）。

これらの6文化層から出土した遣物は、黒耀石については蛍光Ⅹ線による産地同定をおこない、遺物

数が多い、第Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ文化層については個体別分類作業をおこなった。ホルンフェルスについては風

化が著しいために個体別分類はおこなっていない。

個体別分類は肉眼、あるいは20倍の実体顕微鏡下で、色調や含有物、光沢などの項目にそって分類し

た。詳細は附表4に表記した。

第且節　第監黒色市（第I文化層）の適騰

第Ⅲ黒色帯では、土坑が7基検出されている。検出面は第Ⅲスコリア帯内であるが、他遺跡の調査例

や、土坑内堆積土の最上部に第Ⅱスコリア層が自然堆積として観察できることから、掘り込み面は第Ⅲ

黒色帯内にあるものと考えられる。調査は、テストピットによって上層の遺物が存在しないことを確認

したのち、重機で第Ⅲスコリア帯スコリア1まで掘り下げて遺構の検出をおこなった。なお、調査区外

の道路建設予定地については、対象面積に対して約10％の確認調査をおこない、遺構の有無を確認して

いる。

これらの土坑は、開口部の直径が約1mの円形を呈し、底部に向かってやや狭くなる断面ラッパ形で、

深さ約1・5mを測る。ただし上半部径が下半より大きくなるのは、開口時の壁の崩落によるものが多いと

考えられ、掘削直後はやや上半が広がる円柱形を呈していたと予想できる。各土坑の法量と特記事項に

ついては表3で示す。

土坑内の覆土は、自然堆積の状況を示しており、士坑壁の崩落と第Ⅲ黒色帯相当層の流入土の混土と

考えられる。標準堆積層とともに裁ち割りを行った3e6e7号土坑の土層観察では、第Ⅲスコリア帯

下ローム層の土坑壁に縦方向のクラックが多数観察された。長期間、開口状態にあったため自然環境の

影響で士坑壁にクラックが入ったと考えられる。また7基全ての土坑の底部は2枚目のペアスコリア層

で止まっており、7e8号土坑の底部には、粒子の細かなスコリアや粘性土の堆積が確認された。これ

は、第Ⅲスコリア帯以下のローム層（当遺跡では以下の黒色帯、スコリア層は検出されていない）の排

水作用が悪いため一定の期間滞水状態にあったことを示す。

検出された7基の士坑は、個体差が少なく、規模や形態が類似する。また、尾根の端部に列をなして

作られている。これらの特徴は、他の遺跡においても指摘されている。現在までに、この土坑が初めて

調査された初音ヶ原遺跡を筆頭に、焼場遺跡、下原遺跡、加茂ノ渦B遺跡、八田原遺跡など箱根西麓を

中心として同期の土坑の事例が報告され、箱根山麓特有の遺構として注意されてきた。しかし、当遺跡

や資料整理途中ではあるが第2東名関連遺跡（沼津市、長泉町）で新しい調査例が増え、土坑が愛鷹山

麓にも広がっていることが確実になってきた。いずれも単体ではなく、複数あるいは列をなして作られ

ているのが特徴で、数は全遺跡を通して100基を超える。中でも初音ヶ原遺跡では56基が検出され、調査

一一11－－



者は尾根を横断する4本の列を想定している。

各遺跡の士坑は深さや平面形の直径に若干の違いはあるものの、その差異は遺跡ごとの特徴としてと

らえられることはなく、全ての土坑が初音ヶ原遺跡の偏差の中に吸収される。また、初音ヶ原遺跡や加

茂ノ洞B遺跡のように個々の土坑が近接して作られている遺跡の中でも、遺構同士の切り合い関係や人

為的な埋め戻しの例は認められない。そして前後する時期や、神奈川などの周辺地域に同様の遺構が検

出されないことは、非常に規格性の高いものが、短期間にこの愛鷹の箱根山麓に集中して作られたこと

を示している。
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第6図　BBⅢ層遺構全体図（1／500）

表3　土坑計測表

土坑番号 最 大径 （m） 最大深 （m） 備　 考

1 号 ｝　　　 1．36 1。34
2　号 1。08 1．32
3　号 i　　 l。39 i　　 l。5 1 l 下半部土坑壁 にクラック多

4 号 ！　　 1．34 ｝　　　　 1．46
5 号　　　 ！ 1．28 1i　　 l．19
6　号 1．16 1．53 底部 に粘性土堆積

7　号 1．14 1．35 底部 に粘性土堆積
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巴：：コ

写す

SCⅡ層相当

2　黒色スコリア質土　直径0．2～0．5cmの

赤色スコリアを多量に含む

3　黒褐色スコリア質土　2と類似するが若干スコリアがへる

4　黄暗褐色スコリア質土　ローム質土（壁からの崩落か？）を

ブロック状に含みマーブル状である

5　4に類似するがスコリアが少なくなりローム化する

粘性がある

6　暗黄褐色ローム質土黒色スコリア赤色スコリアを含むがら！
ローム質土である　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

7　明黄色ローム

3号
N

む

l SCII層相当

2　黒色スコリア質土　直径0．5～1．0cmの黒色スコリア

直径0．3～0．5cmの赤色スコリアを多量に含む

3　暗黄褐色スコリア質土　2と同じスコリアを含む

4　責褐色スコリア質土　非常にかたいスコリア塊を含む

SCⅡS4の崩落か

5　3に顛似

6　黄褐色スコリア貿土

7　ローム質土　直径0．5～1．0cmのスコリアを含む

N

む

…十二
A

2　黒色スコリア質土　直径0．2～0．5cm

の赤色スコリアを多量に含む

3　黒褐色スコリア質土　2と類似するが

若干スコリアがへる

4　黄褐色スコリア質土　全体的に

スコリアの含有量はへるが

直径0．5～1．0cmの黒色スコリアを

含むようになる

5　壁の割れ

6　4に簸似するがやや黒味をおびる

7　4と類似

8　暗黒褐色スコリア質土

＿＿＿＿＿＿＿＿細一l‥一一一一‥一l一一一l…－11－1一一一一1－1‥l－1壁のローム層と6・了の混土

※4から下の土坑壁に縦方向のクラックが

目立つ　土坑開口期間の影響か

第7図　土坑平面・断面図O）
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l SCⅡ層相当

2　黒色スコリア質土

直径0．2～0．5cmの

赤色スコリアを多量に含む

3　2と類似するがスコリアの

含有量が少なくなる

4　2と類似

5　黄褐色スコリア質土

直径0．3～0．8cmの黒色スコ

リア直径0．3～0．8cmの赤色

スコリアを含む

6　5と8の混土

7　発泡したスコリアの塊

非常にかたい

（ペアスコリアの崩落か）

8　明黄褐色ローム質土

9　暗褐色ローム質土
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ヽ

㌧
t

′　N
盈

l SCⅡ層相当

21より黒色が強くなる（1，3の混土）

3　BBⅢ層相当

4　黄褐色スコリア質土（壁のくずれか）

5　4に類似　やや明るい

6　暗黄褐色スコリア混じりローム質土 N

孔
1

－．－．．－．

4
、－．－．－

N

む

l SCⅡ層相当

Z BBⅢ層相当

3　暗赤褐色スコリア質土

4　ロームブロック

5　3に類似するが黒色スコリアを多く含む

6　5に類似　ややしまりがわるい

7　スコリア混じりローム　しまりがわるい　直径1．0～2．0cmの

黒色スコリアを含む

8　黒色粘性土　一部ラミナがみられる　滞水状態にあったのか

l SCⅡ層相当

2　BBⅢ層類似

3　2と類似するがやや赤色スコリア多い

4　2と類似

5　3に類似するが黒色スコリアを多く含む

6　5に類似　ややしまりがわるい

7　スコリア混じりローム　しまりがわるい

直径1．0～2．0cmの黒色スコリアを含む

8　黒色粘性土　一部ラミナがみられる　滞水状態にあったのか

9　黒色粘性土　一部ラミナがみられる　滞水状態にあったのか

～＿　＿＿－　　　　　　　　　　10　灰黄色粘性土

第8図　土坑平面e断面図（2）
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∴∴∵－　告∴十、、．、ユ‘′「∴去　∴工、′言立圭一言ザ

第正黒色帯上鼠　の8グリッドを中心として石器ブロックを漫遊検出した。使用痕のある剥片2点を

含んだ剥片◎砕片　点からな、約摘m四方に散漫な分布を示す。石材はホルンフェルスとガラス質黒

色安山岩∴柏峠産の黒耀石で接合関係はない。この外にガラス質黒色安山岩の着核l点が出土したため、

周囲を拡張して調査したが、この外に遺物は検出されなかった。

鼠と2は使用痕のある不定形な縦長剥片である。剥片の長軸方向の縁辺部に微細な剥離痕が観察され

る。3はガラス質黒色安山岩の角礫を用いた着核である。素材の平坦面に剥離を加えて紺面とし、不定

形な剥片を削出したもので、90度の打面転移をおこなっている。

第9図　BBⅡ層遺物分布

表4　BBⅡ層石材別遺物一覧表

奮

の　　　　　　　　　　　鏑m

恕表

！ 黒耀石　AGKT

F［

i
［　ガラス質安山岩
i

i ホルンフェルス i　 合計

石核 i　　 l ’　　　　　　 ！　　 1

フレイク　　 ！　　　 1

［
2 i　　 3　　 ！　　 6

チップ　　 i 1 ヨ 】　　　 2　　 i　　　 3

J合計　　　 i　　　 2 3 5　　 ！　　 10

…15…
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第10図　BBⅡ層出土遺物

ー16－



第3節　第‡黒傲帝（第Ⅲ文偲層）の遺構凌遺物

喜田太にデ「十1汁て＿立抒・7てつ　甘′アヽ‾Z二見旦－うトM、、．ノブ高さ払L山、キふ1、九．＋：珪rⅡhトL食中ユニふ＼戸　口了⊥口」はh　ノ、：ふケ、プ⊥rムTレて／一nア虹故Jご〉ブ‥貢．JL
吋呵上しPJ「「フ＼J男J＼－　qJ召三＞ノ／トト百かノ　い，ノ　ニ／／√リヌ仕⊥」Cエペレ／LO　づ屯月上yよ刺し且〃√りつ‾こ†」ゼまJ二田イ＼／7汐UJ二t悠71クUノ及恍ノ早誹」の／こ

り、尾根幅が最短になる。層位的には第I黒色帯下部からニセローム上面にかけての出土である。調査

はテストピットを設定し、遣物が検出された範囲を拡張調査する方法をとった。

＜頂考石器ブ田ツタ＞

30点の石器からなる。ホルンフェルスの剥片を中心にした石器ブロックで、安山岩の磨石と敲石を中

心に分布する。比較的大型の剥片が分布しており、石核も検出されていることから、剥片剥離作業をお

こなったものと考えられる。ただし風化が著しく、剥離面や使用痕の観察が不可能なため個々の石器に

対する詳細な記述は不可能である。この他に黒耀石製（5）とホルンフェルス製（4）のナイフ形石器各1点が

出土した。5は蓼科産の黒耀石を用いており、打点側を先端部に配して二側線にブランテイングを施し

たものである。先端部が欠損している。4も同じく打点側を先端部に配した二側線加工のもので、基本

的に素材剥片の用い方や調整方法は類似している。この他に拳大の礫を素材としたホルンフェルス製の

石核が出土したが、風化が著しく図化していない。原礫面を打面として剥片を剥離していると考えられ

る。

＜2堵石塔ブ芯ッタ＞

29点の石器からなる。天城柏峠産の黒耀石の剥片◎砕片とホルンフェルスの剥片が中心で、ブロック

の南側に台石が検出された。黒耀石の接合資料として9～11を図示した。9、10は剥片剥離の打撃の衝

第11図　BBI層遺物分布
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撃による折れである。11は相峠産の黒耀石の原礫面を打面として不定形な剥片を剥離しているもので、

石材は不純物を多く含み粗悪である。

＜3号石器ブロック＞

11点の石器からなる。散漫な分布を示し、天城柏峠産の黒耀石の剥片・砕片とホルンフェルスの剥片

が含まれる。

これら3基のブロック間では遣物の接合関係はなかったがJ　2号ブロックと3号ブロックはその組成

内容と分布の状況、また地形的に西側に緩やかに傾斜していることから、一つの石器ブロックとして理

解することができる。

表5　BBI層石材別遺物一覧表

二　三二
．二：：：：⊃　d C二つe

第19図　BBI層出土遺物（2）
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第4節　休場層洒位（第Ⅳ旗艦層）の遺構磨遺物

6基の礫群が検出された。礫の底部垂直分布はYLM～YLL層にかけてだが、石器はYLU層下部～

BBO層上部にかけて出土している。遺物の出土状況は非常に散漫な分布を示し、調査区全体を見ると

礫群とほぼ重なるが、遣物の集中地点（石器ブロック）を作らない傾向がある。また、出土した遣物は

ナイフ形石器が中心で、剥片や砕片を殆ど含まない。ナイフ形石器の石材は信州産の黒耀石で、個体別

分類の結果、一個体一遺物という状況が判明した。よってここでは遺構として礫群を扱った後、各遣物

について述べる。

上　礫群

1号礫群は18点の赤化した磯からなる。散漫に分布しており、接合関係はない。分布範囲よりナイフ

形石器が1点出土している。

2号礫群は39点の赤化した磯からなる。やや集中して検出されており、垂直レベルもそろっている。

礫群内で接合関係があり、接合資料が3号機群付近まで移動している。割れ面が赤化していることから、

繰り返し使用されたものと考えられる。3号磯群は8点の赤化した礫からなる。

4号磯群は31点の赤化した磯からなる。散漫に分布しているが、分布範囲内で接合関係があることか

ら、集合していたものが拡散したと考えられる。これら2～3号礫群は集中して出土しており、垂直分

布もまとまっていることから同時期のものと考えることができる。

5号礫群は19点の非赤化礫と27点の赤化礫からなる。細かな礫片が多いが、接合関係はない。

6号磯群は10点の赤化した磯からなる。接合関係はなく、散漫な分布を示す。

望駈　出藍遺物

出土遺物はナイフ形石器18点、削器2点、石刃◎縦長剥片2点のほか剥片類が12点である。

ナイフ形石器は12～29が該当する。12～15、17～20は二側加工のナイフ形石器である。星ケ台産の黒

耀石の石刃を素材として、素材の打点側を基部として用いたものである。先端部は欠損している。13は

和田峠産の黒耀石を素材としており、打点側を基部として用いる。基部の加工はバルブを取り去るよう

に行われているが、球顆の影響で不充分である。先端部欠損。1射ま和田峠産の黒耀着の石刃を素材とし

ており、打点側を先端部に置き、側線のブランテイングでバルブを取り去る。基部裏面には平坦な剥離

が加えられる。17は星ケ台産の黒耀石の厚めの剥片を素材として、基部、側辺とともに裏面に平坦な剥

離を加えるものである。ブランテイング部分を打面として裏面を調整し、改めてブランテイングの一部

を調整している。18～20は小さめの縦長剥片を素材としており、素材の打点側を先端部に用いている18、

20は、基部の裏面に平坦な加工を加える。

16、21、22は基部と先端部に加工のあるものである。16は縦長の剥片の打点側を基部として用いてい

るもので、素材剥片の縦軸がナイフの軸と同一になる。21、22は素材剥片を逆位に用い、バルブを除去

して先端部をつくりだしたものである。

23は石刃を素材とし、先端部を加工、基部は折り取られている。背面に原礫面を残す。24～28は欠損

品である。27は上部が欠損したあと、折損部分に調整が加えられている。

29は剥片の末端部と打点部を折り取って作った台形石器で、基部は発掘時の欠損で不明だが、平坦な

剥離が施されているようである。背面には節理面が大きく残り、刃部には使用によるものと考えられる

微細な剥離が観察される。
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30は剥片の縁辺部に挟入状の加工を施した削器である。31は分厚いチャートの剥片を用いてその鋭利

な縁辺部に細かな剥離を連続して加えたものである。

32はホルンフェルス製の石刃である。33は縦長剥片状ではあるが、背面の剥離面の方向が全て同じ方

向であることから図化した。この他に剥片類が12点出土した。

先にも述べたが、これらの遣物の出土状況は調査区内に散漫に分布している。ただし、S5グリッド

周辺では後述の第Ⅴ文化層の遺物包含層と平面的に重なっているため、第Ⅴ文化層の天城産黒輝石が一

部混入している可能性がある。

6号
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第23図　YL下位礫群平面・垂直分布（3）
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茂澄Uノ轢群だ㌶義UJ有毒ノロックが検出された。礫群の基底部レベルはYLUの中部から上部にある。

これら礫群と第Ⅳ文化層の礫群とはレベル差にして約25～3娠mあ娠上下の礫の接合関係もなかった。

石器ブロックは、畑宿産の黒耀着を中心としたものである。YLM上位～漸移層までレベル差を持っ
－7－L⊥」⊥一1・フゝ
L LUJL L／／」0

1　キ丁㌔：∴「ノ　ゝ

石器はS5グリッドを中心に30m四方に集中して出土している。これらを東西に2分割し、2カ所の

石器ブロックとして報告する。

＜且号プ闇ツタ＞

139点からなる。中心は箱根畑宿産の黒耀石である。特に個体別分類でHNHJlとした資料は、着核、

チップやパウダーを含み、末製品1を含む尖頭器4点が出土している。尖頭器の製作跡と考えられ、原

礫面を残す剥片や尖頭器製榊寺の貝殻状の剥片も出土している。このことから、剥片剥離作業から尖頭

器の加工、残核の廃棄までの全工程がおこなわれたものと考えられる。しかし接合状況は良好でなく、

残された剥片も小型のものが多いことから、多くの剥片は遺跡外に持ち出されたものと考えられる。こ

の他のナイフや槍先形尖頭器は一母岩一個体のものが多く、チップなどを伴わないことから、搬入晶で

あることがわかる。黒耀石の他にガラス質黒色安山岩やホルンフェルスの剥片も残されているが、これ

らの石材については剥片剥離作業をおこなった痕跡はない。

＜2号ブ闇ツタ＞

34点からなる。分布は散漫で、HNm1以外の尖頭器は一母岩一個体である。尖頭器は12点が出土して

おり、3号礫群を中心として円形に分布している。全体の35％以上が尖頭器である。

上記2基の石器ブロックは、所有している石材は類似しているが、分布のあり方は1号ブロックに集

中地点が明確に見えるのに対して、2号ブロックは石器の数も少なく分布も散漫である。このことから

この2基のブロックは独立するものではなく、1号から2号へ、何らかの理由で遺物が移動した結果と

考えられる。

ジ＿　票君！′

前述したが、これらの礫群の基底部はYLUの中位から下位にあり、レベル差は少ない。平面分布、

垂直分布は石器ブロックと重なるため両者は有機的なっながりを持っていると考えられる。また1、2、

4号礫群は1号石器ブロックの東側縁辺部を取り巻くように分布している。

＜且号礫群＞

36点からなる。うち33点が赤化している。礫群内と単体で出土している礫との接合関係がある。平面

分布は南側にやや散らばる傾向があるが、接合状況を見ると北側の一群の一部と考えられる。

＜2号礫群＞

9点の赤化した磯と2点の台石状の大型礫からなる。周辺に黒耀石のチップが分布する。

＜3号礫群＞

19点からなる。うち11点が赤化している。50～150gの小型の礫が中心で接合関係はないが、礫の外面

が非常に良く焼けている。2号石器ブロックの中心に位置し、この礫群の周りにナイフ形石器や尖頭器

が点々と出土している。また西側に人頭大の配石がある。

－31－
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表7　YL上位石材別遺物一覧表

黒耀石

チ

ホ

ル

ン
A A A

】

A H H H H H H H H S S S S S S S S S T T T T T W
測

定

不

可

1

ガ

ラ

ス
質

安

山

山石

G G G G N N N N N N N N W W W W W W W W W S S S S S D ヤ

l フ

エ

．∠ゝ
口
計K K K K H H H H H H H K H H H H H H H H H T T T T T K

T T Y Y J J J J J J J I D D D D D D D D D Y Y Y Y Y B ト
ル

13 14 16 17 1 2 3 6 7 8 9 1 3 5 7 10

［

12 18 19 24 26 1 2 3 5 6 1 ス

ナイフ 1 1 1 1】 1 】 1】 1 1 8

尖頭器 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 24
楔形石器 1 1 2
石刃 1 1
石核 1 1 1
Rフレイ ク ［ 1 I ［ 題 〃 1
フレイク 1 50 3 1 1 ［ 1 1 3 3 4 68
チップ 1！1 62 1 1 lI 1 1 1 1 70
パウダー 引 ［ ［ ［ 1 6
合計　 1 1 1I 1 1 l 130 1 1 2 2 3 2 1 i l 1 1 1】 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1［2 6 7 5 18 1

＜4号礫群＞

人頭大の礫3点と小型の礫5点からなる。大型の礫を含めて6点が赤化している。受熱時の破砕と思

われる接合資料がある。

3．石器

181点が出土した。第4節でも述べたが、これらの石器の集中地点は第Ⅳ文化層の平面分布の一部と重

なり、出土レベルだけでは上下の文化層を分離することが不可能な遺物もある。このため、現地におい

ー37－



ての出土レベルによる文化層別の取り上げデータをもとに、黒耀着に付いては個体別分類作業をおこなっ

た。この結果、特に軽いチップ類が上下に拡散している傾向があ娠　出土遺物数の多い鋸偶朋弟の個体

については石核や槍先形尖頭器の出土状況から全点を当文化層に所属させる作業をおこなった。個体別
′l＼）上J二二　一、、㌧＿－ト【二1－1〉、」＿　　　＿さ＿上土一寸一．r、け⊥⊥「まご）・一J＿「I」hhl　、＿声＿

刀、英貝Uノ可石l米レよ、毛F‾不こし／ノ回、」表し」寸匂車乾し／こ。

・　ノ∴′上、工ノ、′・．‾ニ

34～鐘は全長が約～玩mの中型尖頭器である。34、35は両面加工のもので、直接打撃によると考えら

れる加工によって面的調整が成されており、34の正面着縁辺部はステップフレイキングを起こしている。

35の先端部は欠損後調整を加えた痕跡がある。36は黒耀石製の縦長剥片を素材としたもので、縁辺部を

平坦な剥離で加工したものである。腹面先端部には縦方向の衝撃によるものと考えられる剥離（使用痕）

が観察される。基部折損。37は縦長の剥片を素材として縁辺部に両面より剥離を加えたものである。3銑

郷は基部が欠損しているが、両面加工の尖頭器である。先端部に細かな調整が加えられているが、パン

チ痕は観察されない。41、42は尖頭器の未製品である。直接打撃による粗い加工が施される段階で、断

面が半月形を呈し、素材剥片の形状を残す。42には剥片が温点接合　浮の　する。

43～57は全長が約2。5～3。玩mの小型の尖頭器である。素材剥片の縁辺部に加工を加えたものである。

加工は全周に及ばないものもあり、ナイフ形石器と形態的に類似するものがあるが、加工がブランテイ

ング状か、平坦剥離かによって2器種を分類した。43～45は諏訪屋ケ畜産の黒耀着を使用しており、剥

片の縁辺部に加工を加えるもので、先端部は細く尖っている。それぞれ母岩は異なる。44、46は先端部

に刺突によると考えられる剥離が観察される。49、51、52、54～57は同一母岩と考えられる資料である。

いずれも剥片の縁辺部に平坦な剥離を加えたものであり、57は加工がやや急斜なのでナイフ形石器とも

考えられる。また、この母岩　0冊胚肌）には中型の尖頭器の39、41、42も含まれる。

（・′・　ノ．ノン′ラノ、六　∴8、一：∵

58～61は縦長の剥片を素材とした二側線加工のもので、58、60、61は剥片の打点側をナイフの基部と

したものである。いずれも剥片とナイフの基軸がほぼ一致する。59は素材剥片の打点側を先端部とした

ものである。基部は折り取っている。鋸の基部にはバルブを取り去った平坦剥離が観察できる。63は貝

殻状の剥片の末端部にプランテイングを加えたものである。微細剥離が観察される。64は基部を破損す

る。また右縁辺部は先端部から続く加工が残るが、微細剥離が観察されるため刃部として考えた。

これらナイフ形石器は全て黒耀石製であり、58がHNHJlで同一個体が多い他は、全て一母岩一個体

となる。

趣　その他の石器

楔形石器が2点出土している（66、67）。剥片の対極する縁辺部が衝撃によって剥離しているものであ

る。67は着核からの転用で、上下の打面より縦長の剥片を剥離している。

68は畑宿産黒耀石の石核で、打面と作業面を入れ替えながら縁辺部より剥片を剥離するものである。

よってこの残核の作業面は亀甲形をなす。本文化層では唯一出土した石核であり、母岩はHNHJlに分

類されている。

極　接合資料

3組の接合資料があるが、全てHNHJlの個体である。69は68の石核と剥片の接合例である。前段階

の作業面を打面へ転じて、石核の縁辺部から中心方向に剥片を剥離したものである。70は尖頭器の末製

品と調整剥片の接合例である。縁辺からの直接打撃によって貝殻状の剥片を剥離したものである。この

剥片が出土した周辺には同様の貝殻状の剥片が分布していたが、この1点が接合したのみであった。71

は剥片の折れによる接合資料である。これは、剥片が剥離された際に、打撃の衝撃によって2分割され

たものと考えられる。剥片の一部には原礫面が残る。
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第35図　YL上位出土遺物（3）
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第6節　富士黒土層（第Ⅵ文化層）の遺物

富士黒土層下部において細石刃5点、細石刃核1点が出土した。全て黒耀石製である。これらは集中

地点を作ることなく、調査区内に点々と出土した。

72は天城柏峠産の黒耀石を素材とした、野岳・休場型の細石刃核である。打面を頻繁に転移させて細

石刃を剥離している。最終形態が楔形になった残核だが、一部に原礫面を残すため、原石はさほど大き

な物ではなかったと考えられる。73～77は細石刃で、原産地分析ができなかった（表面の風化による）

77以外のものは、和田峠産1、星ケ台産1、神津島産2で、個体別分類の結果では、全て母岩が異なる。

これらは74が完形の他は全て末端部が折り取られ、上半部のみの出土となった。縁辺部には使用痕（微

細剥離）が観察される。本調査では、チップや調整剥片等の細石刃製作に関する資料は検出されなかっ

た。

3cm
：

第37図　細石刃核・細石刃
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縄文時代草創期の遺物は富士黒土層下部～休場層上面にかけて出土している。また、土坑が6基検出

されており、覆土の状態から旧石器時代末～草創期のものと考えられる。遺構の時期は厳密には不明で

あるが、当章で取り上げる。
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第38図　縄文時代草創期全体図（1／800）
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第39図　尖頭器・有舌尖頭器
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航　遺構

士坑が6基検出された。いずれもYLU層を主要な覆土として持ち、不定型な3号を除くと平面形が

楕円形を呈する。底部には逆茂木の痕跡はない。士坑は図上では深さが0．2～1mであるが、1、2号は

検出面がYLL層と低かったためで、実際にはいずれも1m以上あったと考えられる。

2。遺物

尖頭器が6点、有畜尖頭器が17点出土している。土器は出土しなかった。

78～83は尖頭器である。78、79は神津島産黒耀石を用いたもので、厚目の身の縁辺部に押圧剥離によ

る細かな調整を加えたものである。このため縁辺部は鋸歯状となる。80、81はホルンフェルス製のもの

で、やや小型である。82はホルンフェルス製の木葉形の尖頭器で、周縁部を直接打撃による大まかな打

撃によって加工している。細部の調整の有無については風化のため観察できなかった。83は流紋岩製で、

最大幅を下方に持つ。縁辺部に細かな剥離を加えることで先端部と基部を整形する。

84～100は有舌尖頭器である。84と85は幅広e短身のもので、いずれもガラス質黒色安山岩製。86、87～

92、94、95は返刺が未発達で、長身で胴部がやや外側に張るものである。最大幅は返刺部分に有る。96、

98、99は欠損品であるが、本来は長身、幅狭で、返刺と舌部の区別が明瞭なものになると考えられる。

96、100も形態的に類似するが、風化が激しく判然としない。これらの有舌尖頭器は形態による出土位置

の偏りは見られない。

1号

み；
N

i

4号　　　　　　　　　　　　N

ぜ．芹．鞋

二二‾壬「‾l
l YLU層相当

21に赤色スコリアを含む

3　赤色スコリア質土（壁の崩落か）

宜
96．5m

叉。庁。『
l YLU層相当

2　1に赤色スコリアを含む

3　1とSCI層相当のスコリアとの混土

N

差せを
且
96．1m

第41図　土坑平面・断面図

～47－

‾モ二一二一

且
96．5m



表8　細石刃核e細石刃黒耀石原産地一覧表
黒耀石　　　　　　　　　　　　 ！　 Å壬

AGKT 18 i KZOB l i　 K ZOB2 SWm ）2
1

i＋ wDTY2 i 測定不可　 j　 ロロ

細石刃石核 】　 1 i　 o l 0 ）　　 0 0 ［　 0　 ！　 1

細石刃 0 1
i　 l 1

l

i　 l i l ［　 5

合計 1 1　 i　 l

［
1 1 11　 ！　　 6

表9　土坑計測表

土坑番 号 長径 （m） 短径 （m） ー　 深 さ（m） ！ 土坑番号 長径 （m） 短径 （m） 深 さ（m）

1号 ！　　 ．ハハ
！　 1・Uリ

】＋ ＋ハ　′”
i　　 U・O J

！　　 ハ 1ワ
i　　 U・1 J

［　　 。ロ＿
［　　 聖号

i l言 2 i　　 n　ヮn
i　　 U・JU

i　 o．44 ！

2号 1．04 0．8 0 0．20 5号 0．9 2 0．83 0．7 1

3号 】　 0．78
0．6 3 0．4 7 6号 1．3 7 0．8 2 0．80

表10　草創期石器一覧表

図 版 番 号 】遺 物 番 号 i 出 土 層 位 石 材 ！ 個 体 名 称 縦 長 （mm ） 横 長 （mm） 厚 （mm ） 重 （g ）

78 5 9 5 0
ヨ
F B 黒 耀 石 尖 頭 器 9 ．4 2．05 1 15．3

7 9 79 7 9 Z N 黒 耀 石 尖 頭 器 9．7 2．5 0 ．9 17

8 0 6 9 9 8 F B ホル ン フ ェル ス 尖 頭 器 （6．45） （1．69） （0 ．65） （7．7）

8 1 5 4 4 4 F B ホル ン フ ェル ス 尖 頭 器 （6．6 1） （2 ．04） （0．8 5） （11．5）

82 7 12 7
l

F B ホ ル ン フ ェル ス 尖 頭 器 8．06 3．36 1．16 3 0．3

8 3 7 7 8 6 F B 流 紋岩 尖 頭 器 5．9 1．75 0．5 3．9

8 4 3 5 17 F B ガ ラス 質 黒 色 安 山 岩 l有 舌 尖 頭 器
】　 3・5 1 1．82 0．6 1 2．9

8 5 7 3 0 9 F B ガ ラス 質 黒 色 安 山岩 有 舌 尖 頭 器 3。75 2 0．6
】
2．5

8 6
l
5 18 4 F B ホ ル ン フ ェ ル ス 有 舌 尖頭 器 （7．84） （1．4） （0．62） （8．1）

87 7 7 9 4 F B ホ ル ン フ ェル ス 有 舌 尖頭 器 （5） （1．75） （0．75） （6．9）

88 4 8 7 1 F B ホル ン フ ェル ス 有 舌 尖頭 器 （6．46） （1．89 ） －　 （0．74） （8．6）

89 1 1 7 4 F B ホル ン フ ェル ス 有 舌 尖頭 器 （5．74）
l

（1．65） （0．71） （7．5）

90 74 3 K U ホル ン フ ェル ス 有 舌 尖頭 器 4 ．94 1．12 0．62 3．3

9 1 6 4 4 2 F B ホル ン フ ェル ス 有 舌 尖頭 器 4 ．12 1．35 0 ．62 2 ．9

9 2 －　 44 7 9 F B 】ホル ン フ ェル ス 有 舌 尖 頭 器 （4 ．38） （1．11） （0 ．54） 】 （3．1）

93 4 2 4 1 F B ホル ン フ ェル ス 有 舌 尖 頭 器 （6 ．42） （1．73） （0 ．48） （3．3）

94 4 4 6 0 F B ホル ン フ ェル ス 有 舌 尖 頭 器 （6 ．53） （1．68） i （0 ．48） （5．6）

9 5 3 9 5 1 F B
l

ホル ン フ ェル ス
i
有 舌 尖 頭 器 （5．45） ［ （1．4） （0 ．68） （5．8）

1
9 6 8 19 1 Y L U ホ ル ン フ ェル ス 有 舌 尖 頭 器 （4．18） （1．58） （0 ．58） （42）

97 2 7 4 6 F B
l

ホ ル ン フ ェル ス 有 舌 尖 頭 器 （2．35） （1．2） （0．38） （0．9）

98 4 5 3 8 F B ガ ラス 質 黒 色 安 山岩　 －有 舌 尖 頭 器 （3．4） l （1．8） （0．6） （3．3）

99 4 6 6 0 F B ガ ラス 質 黒 色 安 山 岩 有 舌 尖 頭 器 i （3．4） （2 ） （0．65） （3．8）

10 0 1 15 1 K U ホ ル ン フ ェ ル ス 有 舌 尖 頭 器 （3．14） （1．6 4） （0．45） i （2．9）

－48－
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第且節　遺　　　構

縄文時代の遺構としては、早期末～前期初頭の住居跡を9基、中期後半の住居跡1基、集石11基など

が検出された。

1．住居跡

1号住居を除いて、他の住居跡は富士黒土層（FB層）中に構築面があると考えられるが、確認面は

漸移層～休場層の上層である。

（二）且号住居

中期後半の柄鏡形の敷石住居である。表土を除去した際に敷石の一部と石囲炉の一部を検出した。耕

作による撹乱が著しく（第43図参照）、敷石の一部が残るのみであった。また南向きの緩斜面上に位置し

ていたため、柄鏡の「柄」部分の掘り込みは削平されていた。

＜形状＞柄鏡形、側壁溝を持つ。

＜炉e埋寮＞炉は一辺が約60cmの方形の石囲い炉。一部に焼土粒を含む覆土は確認できるが、燃焼面は

なし。炉石も赤化していないことから、殆ど使用されていないと考えられる。埋婆は張り出し先端部よ

り検出された。深さ約50cmのピットに曽利Ⅴ式並行の深鉢を正位に埋納したもので、埋納後周辺に敷石

を施している。

＜床＞敷石は埋婆と石囲い炉の周辺で認められるのみ。耕作による撹乱によって剥がされたものもある

が、住居の築造当初より床の一部分にのみ石が敷かれていたものと考えられる。石材は板状のものは玄

武岩質の溶岩が中心で、円礫は砂岩や安山岩が中心である。円磯に関しては、住居の縁辺部に多く分布

しており、打痕や磨痕を持つものもある。

＜柱穴＞主柱穴は3基確認したのみであったが、住居の掘り込みを囲う様に10基と、張り出し部の両脇

に4基小柱穴が確認された。

＜遺物＞101は埋婆である。口縁部と胴部を低い隆帯で区切り、目線部には2本単位の縦方向の沈線を施

し、胴部は4区画した後、区画内をハの字状の連続刺突で満たす。102は住居の炉周辺で出土したもので、

沈線による区画内にハの字の連続刺突を施す。103～106は住居の掘り込み外で出土したものであるが、

柱穴の状況から考えると構造物の内部からの出土と考えられる。108は有茎の石鉱で、先端部と茎部が欠

損する。この欠損は縦方向の圧力によって生じたもので、使用時の衝撃が原因と考えられる。109～115

は敷石と考えていたものに含まれていた使用痕が観察されるものである。

（2）2号住居

早期末～前期初頭と考えられる。4号住居を切って作られている。漸移層上面においてFB層の落ち込

みとして確認した。

＜形状＞隅丸方形　長軸2．55m、短軸2．49m

＜炉＞焼士範囲として確認した。皿状に焼土粒が散るが掘り込みはない。

＜床＞硬化面等は確認されなかったが、検出面で炭化物粒、焼土範囲が確認できたことから生活面に近

いと考えられる。

＜柱穴＞住居壁際に5基、中心に2基検出された。深さは15～20cmである。

－49－
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第42図　縄文時代の遺構配置図（1／800）
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1炭化物・焼土粒混じり黒色土

2・焼土粒を多く含む黒色土

3　KU（下の黒色帯）にロームブロックを含む

4　KU層とKU下黒色再の混土　やや上面に黄色スコリア層が

集中するが、層境は明確ではない

◎　田
O lm
L　　　　　　．

第43図1号住居跡遺物出土状況
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第44図1号住居跡完掘状況
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第45図　1号住居跡出土遺物
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1黒色士、施土粒∵炭化物を含む
2　黒色土、焼土粒・炭化物を少畳含む
3　黒色上　茶筒色土のブロックを含む
4　2と類似

5　3と類似、焼土粒・炭化物・ローム
ブロックを含む

6　茶褐色土、ロームブロックを含み
均質ではない

0　　　　　　　　　　　1m

l　　　　＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第46図　2・4号住居跡

＜遺物＞第48図に示した遺物は2・4号住居から出土した遺物である。重なっている部分より出土した

ものは帰属が不明だが、その殆どが2号住居より出土したものと考えられる。116～119はⅢ群の隆帯文

系の土器である。120～122は木島式土器の無文の胴部破片である。

（3）4号住居

早期末～前期初頭と考えられる。2号住居の検出作業中にFB層の落ち込みとして確認した。切り合い

関係は比較的容易に判断できた。

＜形状＞隅丸長方形　長軸3．64m、短軸2．11m

＜炉・床＞不明

＜柱穴＞深さによって深いものを4号住居のものとした。5基確認された。

（4）3号住居

早期末～前期初頭と考えられる。遺構の掘削が漸移層まで達していなかったために住居のプランの確

認は困難であった。
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第47図　2・4号住居跡遺物出土状況

第48図　2・4号住居跡出土遺物
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l　焼土粒・炭化物を多量に含む
2　FBa層相当、焼土粒・炭化物を含む
3　Fぬ層相当
4　FBa層相当、2よりやや明るく部分的に

ロームブロックを含む

5　Fぬ層相当、2より焼土粒を多量に含む

1m
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第50図　9号住居跡
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第52図　3号住居跡出土遺物（1）
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第53図　3号住居跡出土遺物（2）
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第54図　9号住居跡出土遺物
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＜形状＞楕円形　長軸3。91m、短軸2。82m

＜炉＞焼士範囲として確認した。皿状に廃土粒が散るが掘り込みはない。

＜床＞生活面の把握はできなかった。

、、一、∴「、：l∴　′∴　V、、‾三　上　＿∵∴一㌦′二．こノー、′、：′1！．∴l十．、ノ！∴、、ハ、‥：二　∴：l∴　六二・∴圭当二十′′
土†一一ノ1－′nj七′ヾネ＼I㌔寸宥∴日lトj－　こ　し議了上二皐　⊥トり／1（～I二LlJ「実1JRrlJ一　一六　7　宕て童ヒムftふさヰこ

る。

＜遣物＞隆帯文系の土器片が出土している。胎士に繊維痕を残し、厚手で裏面には条痕が観察される。

129は隆帯上に貝殻の背面による押圧文が施されている。133は木島式土器の胴部破片である。136は約1

m南で検出された9号住居出土のものと接合関係がある。また覆土中より黒耀着のチップや剥片が多量

に出土した。廃棄行為によるものと考えられる。

伍）　鸞佳膚

早期末～前期初頭と考えられる。倒木痕によって一部破壊されている。覆土には全体的に焼土粒と炭

化物粒が混入し、検出は比較的容易であった。

＜形状＞長方形　長軸3。射m、短軸2。59m

＜炉◎床＞不明

＜柱穴＞深さ15～20cmの柱穴が6基検出された。

＜遺物＞3号住居のものと接合関係がある木島式土器が出土している。出土状況からは従来の所属住居

がどちらなのか　ほたは双方とも廃棄）は判別できなかった。また134、135は下吉井式土器であるが、

覆土中より出土しているものの、レベルが高いことから136との共伴関係はないものと考えられる。

晦）　号住居

早期末～前期初頭と考えられる。

＜形状＞隅丸長方形　長軸2。88m、短軸2。72m

＜炉＞焼士範囲として確認した。皿状に焼土粒が散る。一部住居の掘り方より深く焼土が広がる。

＜床＞面としては確認できなかったが、図中3と4の間に炭化物粒が集中していたため、生活面はここ

にあると考えられる。

＜柱穴＞深さ20～30cmで、6基が確認された。

＜遺物＞隆帯文系の土器片が出土している。胎土に繊維を含み、隆帯上には貝殻の押圧文様を施したも

のである。石器は折損した特殊磨石が出土した。

浮）　号住居

早期末～前期初頭と考えられる。表土下でプランを確認した。

＜形状＞方形　長軸3。97m、短軸3．56m

＜炉＞焼土範囲として2カ所確認したが、ほとんど掘り込みは無く、北側のものは面的に焼土粒が少量

散布しているのみで、層としては確認できなかった。

＜床＞面としては確認できなかったが、遺物の状況から図中5の上面と考えられる。なお、生活面の下

面は、中央部がやや深く掘られており、住居構築時に埋め戻し、床を整地した状況が看取される。

＜柱穴＞11基を確認した。

＜遣物＞生活面で石皿や磨石e敲石、台石が出土した。土器の垂直分布は若干の浮き沈みがあるが、隆

帯文系土器の胴部破片（139、140）と木島式土器（141～149）が出土している。141～143は胴部破片で

斜方向の細線文が施される。
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1黒色土、焼土粒を含む
2　黒色土、焼土粒を少量含む
3　黒色こし炭化物を含む
4　3と茶褐色土の混土
5　黒色土

1m
L－1　　　　　［

ご＼

C

「三二〒ココ三三≡≡＝焉≡こJ一一一

且．

田
97．1m

第55図　5号住居跡

第56図　5号住居跡出土遺物
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8

】黒色土、炭化物を含む
21と類似するが、全体的に赤褐色を呈する
3　黒色土、晩土粒・炭化物を少垣含む
4　黒色こし　ローム混じりの崩落土
5　黒色土とロームの混土
6　3に類似

0　　　　　　　　　　　1m
！

0　　　　　　　　　5cm
l l

．＿旦二
91用m

′　5　　　　　′′4

第57図　6号住居跡

第58図　6号住居跡出土遺物
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第59図　6号住居跡遺物出土状況

第60図　6号住居跡出土遺物
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1黒色上、炭化物を少監含む
21とロームの泥土
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第61図　7号住居跡

第62図　7号住居跡遺物出土状況
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1　石器
饅モ焼土範囲
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第63図　7号住居跡出土遺物
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1黒色土、旋上粒・炭化物を含む
2　黒色土
3　2とロームブロックの混土

C
l O

倒木痕　　　　／
′

′

′

′

／

／

－．－ll一　－．－．一　一．

本

▲

炒－・・・8　－－．●　t　●

0　●

ム　島ロ　　1
1 ・品m

第64図　8号住居跡

（8）7号住居

早期末～前期初頭と考えられる。表土下でプランを確認した。耕作によって大半が失われていた。

＜形状＞隅丸方形　長軸3．62m、短軸3．10m

＜炉＞焼土範囲として確認した。他の住居跡より比較的よく焼けていたが、掘り込み状の遺構は確認で

きなかった。

＜床＞不明

＜柱穴＞不明瞭なものを除いて7基を確認した。

＜遣物＞遺構確認面で多数の土器片が出土した。157は前期初頭の羽縄文系土器片で、口唇部には刺突が

観察される。158は胎土に繊維を含んだ厚手の土器である。出土層位が低いので巻き上げと考えたい。159～

173は木島式土器の胴部破片である。清水ノ上I式段階のものである。

（9）8号住居

約1／3が倒木痕によって破壊されている。遺物集中地点を精査中に焼土範囲を確認し、サブトレンチに

よって平面プランを確定した。

＜形状＞円形　長軸3．35m、短軸2．73m
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l FB層相当、炭化物を少量含む

21とロームの泥土

31に焼土粒を含む

1m
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第65図10号住居跡

第66図10号住居跡遺物出土状況
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0　　　　　　　　　5cm
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第67図　8号住居跡出土遺物
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第68図10号住居跡出土遺物

＜炉＞焼土範囲として確認した。

＜床＞遺構確認面で、炭化物粒や焼土粒を多く検出していることから、ここが生活面であったことが予

想できる。

＜柱穴＞住居の壁際に5基、中心に1基を確認した。

＜遺物＞出土遣物は大変少なく、土器も細かな破片が多い。図化したものは隆帯文系土器と思われる胴

部破片（178）と木島式土器3点である。

仕ゆ10号住居

漸移層にFB層が落ち込むかたちで、比較的明瞭に確認できた。

＜形状＞楕円形　長軸3．49m、短軸2．66m

＜炉＞焼土範囲として確認した。焼土粒は少ない。

＜床＞不明

＜柱穴＞住居の壁際に6基を確認したが、深さは掘り方面から約10cmと大変浅い。

－67－



＜遺物＞黒耀着、ガラス質黒色安山岩のチップ類が多数出土した。また、着鍍持鋸）と加工痕のある剥

片（185）が出土している。且85は縁辺部に使用痕が確認され、被熱による赤化が観察される。182は木島

式土器の胴部破片で斜方向の細線文が観察される。温83は隆帯文系土器と思われる胴部破片である。

これらの住居跡は温号住居を除いて早期未～前期初頭に比定されるもので、尾根の頂部に位置する。

住居跡内や住居跡周辺から出土している土器よ軋土器編年上は2◎3◎4珍588◎9号住居が上ノ

山Z期、　昏7魯摘号住居が清水ノ上I式期となる。

．二．二ノ‥

Ⅲ基が検出されている。南側に集中し、全ての集着に士坑が伴う。集着の性格上遺構内から遺物が出

土する場合は少ないが、調査区全体の遺物出土状況から、早期前半の撚糸文期の遺構と考えられる。

規模や礫の状態については表紺こまとめた。赤化については肉眼での観察のため図上で嘉していない

ものも受勲磯である可能性がある。規模は、　◎2の摘号のように直径50cm前後のものと5㊧6患呂の

9号のように温mを超すものがある。「対象物」や「場面」の違いであろうか。なお、住居跡が集中する

55グリッドで検出されたm号集石は、使用されている礫が比較的大型で、受勲の痕跡が確認されない

ことから調理施設以外の目的をもっていた可能性がある。

表11集石計測表

［　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　i

A…誓 当 ′透叫 1－畢墜′可 準阜一極十 遡・聖
】Oe59」 0057　 0や12 … 19

i劇 ヒ礫数i　　　 特記事項

i 19 i

2号
！。瀾 日。。54）斥 五 千 五 「 ‾｛㌦ 「

3号
！0。73　 0。68　日は 5 ！ 鋸 」 44 i燃焼面が土坑底部にある

4号
】。や83丁 五言丁 示 √ 「 言 丁 二 言 音 義 の太型礫を含む

…十
5号
1。02 i o。78 日は ‖　 206 i 205 ！燃焼面が士坑中位にある

6駐 ⊥ 旦 鞋 ⊥ 坦 己 」 単 つ　 6言 十 五 「 礫が持ち出され、中央部が凹状になっている

7号i：：：；十豊 I笠 鳥 ＋ 幻［
8号 i
［】9号　 i
0．9日 。78 ［ 0．78　 60 i 56 i

鵬 つ　 私56 ！ 0。44　 0。4言　 日　 日 。。。謡 蒜 表 を含む

1増　 0．74 i o。45 i o。45 ！ 4 i o i

3．土坑

ピット状の小六を含めて14基が検出された。且号土坑は内部より装飾品が出土している（後述）。8◎

12◎14号のように陥し穴状のものとピット状の浅いものがある。

4。焼土跡

覆土に焼土粒が散漫に分布し、一部に焼土塊を含むものは～10）と、明確な焼成面を持つ炉跡状の

もの（11～14号）がある。いずれも調査区の南側に集中する。炉跡状のものは長径が1m以上の楕円形

を示し、前者より規模が大きくなる。7号焼土からは胎土に繊維を含む縦密接の山形の押型文土器が、

11号からは撚糸文土器が出土している。
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l FB層相当　焼土粒を含む

10号　ヾ
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第71図　集石内出土遺物
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‾　二　一一

＼、二二ノ

二∵三吉ン∴ll‾1
1軋層相当　白色パミスを多く、

赤色スコリアを少量含む

2　FB層相当　赤色スコリアを少量含む

3　FB層相当　ロームのブロック、
赤色スコリアを含む

誓仔。虻
A

二＼二l‾二‾l‾‾
l FB層とロームの混土

A

l FB層とロームの泥土
2　FB層相当

3　ロームのブロック

4　FB層とロームの混土
5　FB層相当

6　ロームのブロック

表12　土坑計測表

二一　一

、＼、ンノ

N

i

ヤ　　　　　互

A’
t　．一．・．・．・．・・．t・一一．

し′96伽

二
A

二三三二ll
l FB層相当

21とロームの混土

諸「Å
譲二謙m

l FB層相当

2　FB層相当

3　2とロームの混土

Y N

鴫斤
や

A

l‾ミニラIl二三
4m

l FB層とロームの混土

2　FB層相当

3　FB層とロームの混土

「・尭
l FB層相当

21にロームのブロックが混じる

3　暗黒褐色土　ロームのブロックが混じる

4　暗黒褐色土

5　4とロームの混土

上．

‾二‾＿＿‾‡‾‾＼

：ニ＿二二：＿

A A’

’酌m

．瞥l‾
l FB層相当　炭化物を含む

2　1とロームの混土

‾二二‾‾「＿‾

甘

i

96．3m

l二三㌻‾J
l FB層相当　ロームのブロックを少量含む

2　Ⅵ．層相当　FB層相当土が少量混じる

風上

第72図　土坑平面e断面図

三、＿二十

1下む
2　FB層相当

3　FB層相当1よりやや明るい

4　FB層相

1m

忘表志

土坑番号 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土坑番号 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m）

1号 KU 0．78 0．63 0．07 8号 FB 1．03 0．92 0．73

2号 KU 0．88 －　　0。77 i o。24 9号 FB 1。24 0．94 0．52

3号 FB 0．88 0．58 ：　0。17 10号 FB 1．42 1。18 0．22

4号 】　FB ！　0。81 ［　0．70 0．24 11号 FB （0。70） 0．74 0．06

5号 FB 0．65 0。46　 ！ 0。17 12号 FB 1．00 0．72 0．56

6号　 i FB 0．90　 ｝ 0．83 0．30 13号 FB 1．35 1．15 0。60

7号 FB ！ 1．06　 i 0。93 0．23 14号 FB 1．30 0。88 0．90
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豊・◎『

A
・－・－・．・．・．・．・・・．　　　°

A’

1　　　　　96．6m

宵
1焼土粒混じり黒色土

2　炭化物を多量に含む

3　ローム混じり黒色土

焼土粒・炭化物を少量含む

圭一Å
風 A’

°　　　・．．．．・．．．1．．・．・

96．0m

‾‾‾‾≒‾‾‾

l FB層相当　焼土粒を多く、

炭化物を少量含む
2　FB層相当　焼土粒を少量含む

二二′l「

Y

A

頂「

N

I

1焼土粒・炭化物混じり黒色土

白色パミスを含む

2　FB層相当　黒色土

且・6㌃・耳鼻
A

°

‾、三「l
l FB層相当

21に焼土粒を少量含む

3　ロームに焼土粒を含む

囚
95．6m

Å

l‾二三＝‾‾
1FB層相当　焼土粒を含む

21より焼土粒を多量に含む

31にロームのブロックが混じる

‾テIT‾

N

i

ケ
1焼土粒を多く含んだ黒色土

2　焼土塊

3　KU層相当　焼土粒を少量含む

‾三十
A

N

I

唇
Å’

「三三三三言一二三ll
FB層相当　焼土粒を含む

2　FB層相当　焼土粒を多量に含む

3　FB層とロームの混土　焼土粒を少量含む

10号　ヤ

「‾－

や・
A’

96．0m

で空車「
焼土粒を多量に含む

焼土粒を少量含む

＿互
拓．2m

‾§笠姦「
FB層相当　焼土粒を含む

焼土塊

1と同じ

且4㌦・『
A A’

°

95．4m

蚕l‾‾‾
1撹乱

2　FB層相当

3　焼土を多量に含む

4　焼土粒とロームの混土

∵。8た・漣′風，
96．1m

‾亨l子吉‾‾
l FB層相当　焼土粒を含む

21より焼土粒を多量に含む

31にロームのブロックが混じる

「こ宣オ

一二壬二一

l FB層とロームの混土

2　焼土塊

31と類似するが、焼土粒・炭化物を含む

4　ローム貿土　壁の崩落か

l FB層相当

2　撹乱

31に焼土粒を少量含む

4　焼土塊

5　ロームに焼土粒を含む

∴㌍う）・『
4　FB層とロームの混土

第73図　焼土跡平面・断面図
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焼土粒を多量に含む

焼土粒を少量含む
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第74図　土坑・焼土内出土遺物

表13　焼土跡計測表

焼 土 番 号 長 径 （m ） 短 径 （m ） 深 さ （m ） 焼 土 番 号 長 径 （m） 短 径 （m ） 深 さ （m ）

1 号 0 ．4 3 0 ．3 5 0 ．1 0 8 号 1．1 3 0．7 9 0 ．2 5

2 号 0．7 2 0 ．5 3 0 ．2 2 9 号 1．1 1 0．7 6 0 ．2 5

3号 0．8 4 0 ．7 2 0 ．5 0 1 0 号 0 ．8 7 0．6 5 0 ．2 2

4 号 1．1 5 0 ．9 4 0 ．3 6 1 1 号 1．2 4 0 ．9 5 0 ．3 1

5 号 0 ．5 4 0．4 9 0 ．2 1 1 2 号 1．1 6 0 ．9 2 0 ．3 7

6 号 0 ．8 1 0．7 6 0 ．2 8 1 3 号 1．3 0 0 ．8 2 0．2 5

7 号 0 ．9 0 0．7 4 0．2 1 1 4 号 1．4 3 0 ．8 3 0．3 3
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第75図　竪穴状遺構跡
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第76図　1号土坑
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5．その他の遺構

竪穴状遺構が1基検出されている。隅丸の方形を呈し、長軸3．24m、短軸2．24mを測る。覆土に炭化

物粒、焼土粒を含むが、柱穴や炉の痕跡が検出されなかったため竪穴状遺構として報告する。遣物は木

島式土器の破片が出土している。

1号土坑からは撥形のペンダントが出土した。滑石製で下端には擦り切りによる切断痕が観察される。

孔は両側より穿孔しており、上部に紐状のものを通した際の擦れが観察される。土坑は0．78×0．63mで、

耕作によって削平されていたために深さは0．07mほどしか残存しておらず、底部よりこのペンダントが

出土した。遺構の残存状況が悪く覆土の観察は十分ではない。

この他に遺構は検出されなかったが、石斧が3点まとまって出土した。3点の基部が同方向を示し（柄

がついたまま放置されたのか）、うち2点は上下に重なっていた。202については風化が激しく判然とし

ないが、200と201は原礫面を残した剥片の縁辺部のみを調整することで石斧としたもので、200の先端部

は使用によって剥離面が鈍くなっている。
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第窯跡　遺構外出並の遺物

11土器

遺構外出士の土器は、縄文時代早期～後期のものが約も緋点出土した。このうち遺存状態の良いもの

を中心に473点を図化し以下のように分類し報告する。これらは、富士黒土層を中心として漸移層から表

土まで出土している。本来であれば各層位ごとに報告するべきであるが、各包含層の土層堆積が薄いこ

ともあって遣物の浮き沈みが激しいことから、時期ごとに分類して報告する。

‡群　早期前半の撚糸文と縄文土器

Ⅱ群　押型文土器

Ⅲ群　学期末～前期初頭の隆帯文系土器

Ⅳ群　木島式土器

V群　前期の土器

Ⅵ群　中期の土器

Ⅷ群　後期の土器

’．・　予㍉ノ．く

撚糸文士器をa類、縄文土器をb類とした。富士黒土層下層～漸移層にかけて出土してお軋　平面的

には調査区の南半分にかたよって分布する。

＜‡群a類＞（203～3飢）

2の3～封は外面に縦（斜め）方軋　日録部内面には横方向に撚糸文を施文したものである。203は胎土

に繊維を多く含み、R撚りの太めの撚糸を用いているもので、内面の施文は口唇部と連続しておこなっ

ている。目線部が強く外反し、外面の打線部下には、施文前の指ナデによって段を有する。2鵬もまた目

線部が外湾するもので、外面日録部の端部に無文部を残している。胎士は黄灰色を呈し砂粒、白色粒子

を含む。2の5～209は口唇部を平坦になで、整えた後に横方向に施文するものである。21～別は口唇部

に施文の無いものである。また2接は外面が斜め方向に施文されている。別は外面胴部に縦方向の施文

を施した後、打線部に横方向に施文したものである。これらは全てRの撚糸を原体として用いる。

216～232は口唇部、内面に文様のないものである。日録部はほぼ垂直に立ち上がり、口唇部も平坦に

調整されているものは少ない。22鋸ま網目状の撚糸文士器で、異なる方向に斜めの撚糸を施すことで網目

状の文様を作っている。

229は暗黄褐色を呈し、胎士に繊維を殆ど含まず、岩片や白色粒子を含む。胴部は原体を斜方向に回転

させることで原体幅の格子目を描き、その後日録部に横方向の施文（2帯幅）を施したものである。230

は縦方向の撚糸の地文に楕円形の浮文を目線部に付したものである。赤褐色を呈し、胎土には繊維を含

む。231は胎士に繊維を少量含み、ごく僅かに雲母と長石を含む。目線部は格子目状に撚糸を配し（縄文

の押圧の可能性有り）、横方向の撚糸（押圧？）で文様帯を区画し、日録部は横方向に、胴部は縦方向に

撚糸文を密接施文したものである。231と232は原体◎特徴的な胎士が類似するため接合はしないが同一

個体であると考えられる。出土地点は100mほど離れている。

233～301は胴部破片を一括した。

＜I群b類＞（302～369）

302～323は外面に縦密接施文をするものの日録部の破片である。これらには、日録部の内面に横方向

の施文をするもの（302～308、3払316）としないもの（309～314、317～320）がある。これは撚糸文
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土器と同様で、内面に施文があるものは目線部が外湾する傾向がある。原体は単節（302～312）と複節

（315～320）がある。なお胎土には繊維を含み、色調は暗黄褐色～赤褐色を呈するが、319と320はオリー

ブ灰色～赤灰色で、重量は軽く、繊維の含有量も少ない。321～353は前述土器の胴部破片で、321～341

は単節、342～353は複節の原体を用いる。なお342と343の胎士はオリーブ灰色を呈する。

354は外面の胴部に縦方向の施文を施した後、日録部に横方向に縄文を転がすものである。口唇部、内

面にも横方向の施文が見られる。

355～357は外面に縄文を縦方向の帯状に施すもので、全ての土器の色調はオリーブ灰色～赤灰色を呈

する。目線部内面には横方向の施文が認められる。

358～369は縄文を横方向に施すもので、原体には単節（358～365）と複節（366～369）がある。

（2）Ⅱ群土器

押型文土器をⅡ群とした。ここでは原体によって山形文をa類、格子目文をb類、楕円文をC類とし

て報告する。これらの分布は調査区の中央部と南側に集中し、南半部分は撚糸文系土器の分布範囲と重

なる。

＜Ⅱ群a類＞（370～385）

370～385は縦位に密接して山形文を施すものである。これらの胎士には繊維が含まれる。370、372～

375は同一個体と考えられ、楕円の彫り込みを山形に配したものを原体としている。376、377は同一個体

で、胎土に多量の繊維と白色粒子を含む。山形の振り幅が大きく、部分的に回転のずれで菱形を形作る。

378は小刻みな山形文と細い撚糸文を施したもので、縦方向の施文と考えられる。撚糸の撚りは不明。繊

維を少量含む。380、381は同一個体で口唇部◎日録部の裏側に横方向に、表は縦方向に施文したもので、

胎土には繊維をごく少量含む。380は内面の磨耗が著しく、図化していない。382、383はオリーブ灰色～

赤灰色を呈するもので、胎士には直径3mm前後の岩片と約1m程の白色粒子を多量に含む。383は残存状

態が悪いが、縦方向の山形文を密接に施していると考えられる。384、385は山形文をずらして回転させ

ることで作り出している菱形の変形文で、胎土に繊維を少量、白色岩片を含む。器厚はやや薄い。

＜Ⅱ群b類＞（386～425）

格子目文を施文するものである。386～401は胎土が緻密で、繊維を少量含む。いずれも縦方向の密接

施文である。403～407は同一個体と考えられ、やや器厚が厚く胎土に多量の繊維と白色粒子を含む粗大

な格子目文である。a類の376、377の胎土に類似する。412～421は胎土に直径3mm前後の白色粒子と繊

維を含むもので、粗大な格子目文を縦方向に密接に施す。焼成が悪く、残存状況が良くない。422は非常

に細かい格子目の押型を縦方向に施したものである。他のものが原体に対して斜方向に格子目を彫って

いるのに対して、これは3cm程の短い原体に並行に格子目を彫る。色調は暗赤褐色で、繊維を含む。423～

425は灰色～黄灰色を呈し、胎土は砂粒、石英粒を含み、繊維をほとんど含まない。器厚はやや薄い。こ

れらb類土器には、口唇部や口縁部の裏側に施文してあるものはなく、よって口唇部も山形になる。

＜Ⅱ群C類＞（426～431）

426～428は同一個体と考えられ、繊維を少量含み楕円文を縦位に施す。429～431は胎土に砂粒を多量

に含み、繊維を少量含むものである。残存状況が悪いため判然としないが、縦位の密接施文と考えられ

る。

（3）Ⅲ群土器

早期末～前期初頭の隆帯文系土器群を本群とする。胎土には繊維を含み、胴部下半には条痕による調

整痕が観察される。隆帯のみのものをa類、沈線と隆帯のものをb類とした。これらは下吉井式が中心
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と考えられる。層位的には富士黒土層を中心に出土し、平面的には調査区中央部に集中する。この分布

はⅣ群a類の分布と重なる。

＜Ⅲ群a類＞（432～465）

隆帯文のみが施されるものである。432は日録と並行に2条の隆帯を施し、2条目よりT字状に隆帯を

6cm程垂下させるもので、隆帯上には棒状の工具を使った刺突が観察される。神ノ木台式並行か。433～

450、464、465は幅約1cmの箱状で背の高い隆帯をユ条、目録部に施すものである。隆帯上には貝殻の背

面を使った押圧文がある。434は波状口縁を呈すると考えられ、先細りする口唇部には貝殻の押圧文が観

察される。464、465は同一個体と考えられ、箱状の隆帯の上にこれと並行の条痕文を施したものである。

451～463は、低く潰れた隆帯を有するものである。比較的粘土が柔らかいうちに隆帯上に貝殻の背面

を押し当てているようで、隆帯が貝殻のカーブに沿って凹凸をなしている。

＜Ⅲ群b類＞（466～471）

日録部に波状の沈線文があるもので、沈線の下には低い隆帯が施され、文様帯を区画する。

472～479は上記a類、b類の胴◎底部破片である。底部はやや膨らみを持つ。

（4）Ⅳ群土器

木島式土器を本群とした。これらは、本遺跡の中で量的に中心をなすものである。口唇部を肥厚させ、

そこに指頭圧痕や細線文をほどこすものをa類、頚部に隆帯を巡らしその上に指頭圧痕を施すものをb

類、頚部～胴部の輪積み痕の上を、爪や竹管状の工具によって連続的に刺突をほどこしたものをC類と

し、a～C類の胴部破片を仮にd類とした。これらは富士黒土層中から出土し、a類は調査区中央部、

C類は調査区南半に集中し、分布は明確に分かれる。遺物集中地点では住居跡も検出されていることか

ら、これらの遺構に関連する遺物であると考えられる。またa類の平面分布はⅢ群a類のそれと重なる。

＜Ⅳ群a類＞（480～500）

口唇部に隆帯を貼ることで肥厚させたもので、480、481、484、485は口唇部に指頭圧痕が観察される。

頚部には細い隆帯が巡らされ、その上から縦や斜め方向の細線が刻まれる。486～491の口唇部には細線

文が施される。482、483の日録は波状となる。隆帯は剥落したものが多い。

489～500の目線部は残存していないが、貼られた隆帯よりa類と考えられるものである。494は隆帯下

に細沈線で山形の連続模様を描いている。

＜Ⅳ群b類＞（501～503）

501と502は目線部下の輪積み部分の上に隆帯を巡らせ、その上を指先で連続刺突（突起状に摘み上げ

る）したものである。目線は内面に向かってくの字に屈曲する。503も同様に隆帯を巡らせるが、施文部

の屈曲が弱く刺突の凹凸も低い。隆帯上に刺突を施すという意味で同類に分類した。

＜Ⅳ群C類＞（504～540）

日録部下の輪積みの接合部に刺突を加えたものである。504～506は爪による刺突と考えられる。504は

口端部から刺突部まで細線が縦方向に施され、この細線と刺突が一直線上にあることから、これらの文

様が爪によって連続して行われていたことが予想される。508～540は半裁竹管状の工具によって日録下

部の輪積み部分に刺突を加えたもので、その間を縦方向、斜方向、矢羽状の細沈線で充填する。

＜Ⅳ群d類＞（541～643）

a類～C類の胴部破片を一括した。前述のようにa類とC類は平面分布が異なるため、胴部破片を出

土位置に習って分類すると、541～561のように主に縦方向の細沈線はa類、562～599のように斜位や矢

羽状のものはC類に属すると考えられる。600～643は胴部下位の破片と考えられ、細線文がなくなり、

整然と並ぶ指頭圧痕が観察される。文様施文（細線文）が土器を正位で置き、上から下へ行われたこと
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がわかる。

（5）Ⅴ群土器

前期の土器を当群とする。前期初頭の羽状縄文系土器をa類、前期後半の土器をb類として報告する。

＜Ⅴ群a類＞（644～646）

a類は調査区の南側に分布し、Ⅳ群C類の平面分布と重なる。644は波状日録を持ち、RLとLRの横

方向の縄文を下段から順に施し羽状とする。胎土には繊維を多量に含む。645はRLのループ文で、胎士
F　ヒニニl　ノ＼　－→

には繊維を少量嵩み、長石、雲母を含む。646もRLのループ文で、砂質の胎士には長石、雲母を多量に

含む。繊維痕も観察される。これらの土器は花積下層式段階に比定される。

＜Ⅴ群b類＞（647～662）

前期後半の諸磯b式～十三菩提式並行の土器群である。富士黒土層上半での出土が多く、平面的には

調査区北半の斜面地に分布する。ペンダント（779）が出土したのもこの周辺である。

647は波状目線を呈し、無文上に細い浮線文を施し、その上に竹管状の工具で刻みを入れたものである。

諸磯b式である。648～650は縄文の地文上に半裁竹管で沈線を施したものである。651はバケツ形の器形

で、無文の胴部に楕円形の浮文を配したもので、日録部には隆帯を貼る。外面は丁寧なナデ調整が施さ

れているが、内面は輪積み痕が明瞭に残る。胎士は砂質で石英粒、岩片を多く含む。口縁部の形態より、

当期に属すると考えられる。654～658は縄文の深鉢で、654～657はLRの縄文を横方向に施文したもの、

658はRLの縄文を横方向に施文したものである。659～662は無文士器である。

（6）Ⅵ群土器

中期の土器は暗褐色土～富士黒土層上面にかけて出土した。663、664は土器円板で、藤内式土器の破

片の周縁を削って作られたものである。665、666は横区画の隆起帯脇にキャタピラ文が施されるもので、

底部と胴部破片である。667は縦方向にLの撚糸が施される深鉢で、日録部が内湾する。668は井戸尻式

の深鉢で、沈線で区画された中を並行沈線や三叉文で充填する。胎土は褐色で白色砂粒を多量に含む。

669は条線を地文として2本1組の沈線で渦巻き文様を施すものである。曽利Ⅳ式土器。670～675は当期

の底部と考えられるもの。

（7）Ⅶ群土器

後期の掘ノ内式土器である。676は所謂朝顔形と称される深鉢で、胴上半部の横帯文様帯を2本単位の

沈線で三角形に区画して、中をLRの縄文で充填するものである。掘ノ内2式。677～679は付加条の縄

文を横方向に施文した土器で、676に並行すると考えられる。
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2。石器

富士黒土層中から出土した石器である。縄文時代早期～中期の遣物と考えられるが、遺物個々の所属

時期は明確でない。よって以下に器種別分類し報告する。

l＿－　′つ競

欠損晶も含めて用点が出土した。このうち残存状況が良い78点を図化した。石材は70％が黒耀石であ

る。基部の形状等より4群に分類して報告する。

I群　基部が凹状のもの（680～731）

680～692は中でも基部の決りが全長の1／3以上になるものである。680は風化が著しいが、本来脚部が

長く、内側に湾曲していたと考えられる。681～683は全長より横幅が広いものである。684、687～690、

柄は脚部の末端が丸く、換りが逆U字になる。693～731は比較的挟りが浅いものである。730は脚部外

縁に左右対象な挟りが観察される。これは調整とは異なりエッジの潰れのように見られることから、着

柄時の緊縛痕とも考えられる。

Ⅱ群　基部が平坦なもの（732～744）

二等辺三角形を呈する。素材剥片の剥離面を残すものがある。742～744は未製品である。

Ⅲ群　有茎のもの（745）

Ⅳ群　胴部中央に最大幅のあるもの（746～749）

粘板岩を素材として、縁辺部より浅い調整を加えることで石鉱としたものである。基部の形状は746と

747は決りがある。また、747と749は胴部平面に研磨痕が観察される。

（2）石ヒ

末製品も含めて5点出土した。754、755は縦型で、754は原礫面を残した縦長の剥片の縁辺を加工した

ものである。先端部欠損。756～759は横型で、いずれも剥片の縁辺部に加工を加えたのみのものである。

759は末製品と考えたが、素材剥片の最大厚が約2cmと厚いことから石斧の一部とも考えられる。石材は

縦型に黒耀石が、横型にホルンフェルスが用いられている。

（3）石錐

黒耀石製のものが1点出土している。ドリル部分の作り出しが粗く厚みがあるが、先端の断面は三角

形を呈する（760）。

（4）石斧

包含層からは18点出土した。残存状況が悪い2点を除き、16点を図化した。このうち、12点が打製石

斧で、4点が磨製石斧である。

761～773は素材となる板状の剥片の縁辺部に加工を施した打製石斧である。加工は縁辺部のみで、胴

部には原礫面や素材の剥離面を残すものが多い。特に砂岩製のものは、円礫を打ち割った剥片の左右縁

辺に粗い調整を加えるだけのもので、原磯面を残す。768、770は側線部に着柄痕がある。774は大型の打

製石斧で、基部や打溜部分、側線部に調整を施すが、表面には原磯面を大きく残す。出土位置はU2グ

リッド付近であり、所属時期は不明である。

775～778は磨製石斧である。775は緑色凝灰岩製で、両刃のものである。上部は折損後再度調整が加え

られている。また刃部には製作時の打痕が観察される。776は裏面に若干稜が観察されるが片刃の磨製石

斧と考えられる。砂岩製で、裏面基部には原磯面が観察される。磨痕が観察されるのは刃部とその縁辺
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部で、基部は殆ど磨かれず打撃痕を残す。777は角閃石片岩製で先端部を欠損する。磨痕は剥離面より青

く、欠損後再加工された痕跡はない。また基部の剥離は側線の剥離面に切られており、基部が欠損でな

いことが判る。778は緑色凝灰岩製で、片刃である。縁辺部には剥離痕を残し基部は欠損。これらの磨製

石斧は、刃部を中心に磨かれており、基部や縁辺部には剥離痕を残す。

（5）装飾品

滑石製の装飾品と考えられるものが出土している。上部に緊縛痕が観察されることから、ペンダント

と考えられる。この断面は半月形になっており、裏面に擦切り痕が観察されることから、縦に分割され

たものと思われる。切断面は未処理で、裏面には緊縛痕が見られない。分割後にはペンダントとしては

使用されなかったのであろう。出土層位は富士黒色士の上面、栗色土層との境部分で、前期後半の土器

が集中して出土している。土坑等の施設は発見されなかった。

（6）石錘

3点が出土した。いずれも偏平な円磯の対噂する2辺に片面より打撃を加えたものである。

（冒）敲石◎磨石地

敲石◎磨石427点、凹石21点、石皿13点が出土している。全てを図化し掲載することは不可能なので、

以下の基準で分類したのち、その一部を掲載した。

A類　敲石

B類　磨石

C類　磨。敲石

柱状（棒状）の石の上下端部に打痕があるもの。（A－1）

平面形が円形で縁辺部に及ぶもの（A…2）

平面形が円形で偏平なもの（B－1）

平面形が円形で偏平なもの（C…1）

断面形が多角形のもの（C－2）

D類　凹石

E類　石皿

＜A類＞

敲きの単機能を持つものは148点出土した。このうち30点を図化した。A－1類は、棒状（柱状）の石

の上下端部に打痕を持つものである。783～799が該当する。このうち783～788は棒状のもので、789～799

はやや横幅が太くなる。これらには、石器製作時のハンマーが含まれる。A－2類は偏平な円磯の縁辺部

に打痕があるものである。800～812が該当する。

＜B類＞

磨りの単機能を持つものは23点出土し、このうち9点を図化した（813～821）。これらは、円磯の平坦

面に磨痕を持つもので、砥石あるいは石皿的に用いられたものと考えられる。

＜C類＞

打痕と磨痕が同一石器内に観察されるものは256点出土し、このうち29点を図化した。C－1類は偏平

な円礫の平坦面に磨痕が、縁辺部に打痕が観察されるものである。822～836が該当する。C－2類は柱状

の円礫が研磨によって面取りされ、断面が三角形～四角形になるものである。837～850が該当する。こ

れらは、特殊磨石とも呼ばれ、平坦面に磨痕、上下の端部に打痕が観察される。これらは手に持って用

いられたものと考えられる。

＜D類＞

円磯の平坦面に打撃による窪みが観察されるものは21点出土し、このうち10点を図化した。851～860
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が該当する。これらは、縁辺部や平坦面に打痕や磨痕が観察されるものが多く、複合石器となっている。

特に859には、樋状の研ぎ痕が観察される。

＜E類＞

石皿である。861～871が該当する。大型の板状の磯を用いて平坦面に磨痕があるもので、全点が欠損

晶である。866～871のように磨面が凹面となるものと864、865のように平坦なものがある。

以上A～E類に含まれないものとして872がある。磨石と敲石の複合石器であるが、C類に挙げたもの

より大型で、重さは3kg以上ある。周縁部に打痕はあるものの、持ち上げて使用するには重過ぎて、そ

の使用方法が不明のものである。

0　　　　　　　　　　　　10cm
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正確な時期は不明であるが、溝状遺構と士坑が検出された。溝状遺構は、断蘭が台形で平面形が監字

状のものである。遺物の出土が無いため時期の判断は不可能であるが、覆土上層の黒色士はしまりが少

なく、円形士坑のものと類似する。覆土中に含まれる礫は縄文時代のものと考えられ、掘削土や壁から

の流れ込みと考えられる。

円形士坑は蟻基が検出された。平面形は直径的鼠～1念mの正閏を呈し、深さはのめの5～0。46mである。

これらは斜面地に立地し、群を成すことが多い。中世以降の墓壕とする意見が多いが、遺物等が検出さ

れることが極めて少ないため、時期やその性格については不明の点が多い。
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第Ⅲ黒色帯において検出されたま坑は、箱根酋麓の初音ヶ原遺跡を始めとして、現在百基以上が確認

されている。当初、箱根山麓にのみ広がる土坑群として認識されてきたが、平成摘年に当遺跡、続いて

長泉町細尾遺跡、向田Å遺跡、富士着遺跡などで相次いで土坑が発見され、さらに平成臓年には第二東

名圏の都地点遺跡　沼津市西野　で相姦が検出された。このことによって圭坑群が箱根酋麓から愛鷹山南

麓にわたって広範囲に分布していることが明らかになった。これらは列状に並んで検出されている例が

多も推定復元深度は。mを超す。また覆土は　然埋没士と考えられてお娠第Ⅱスコリア層が埋没の

最終段階に穴をパックしている。これらのことから機能的には陥穴説が有力である。また、各土坑間に

は切合い関係を持つものはなら　この前後する時期には同形態の遺構は確認されていない。短期間に海

この愛鷹箱根山麓に展開した文化と考えることができよう。土坑が構築された第Ⅲ黒色帯の年代は、放

射性炭素年代測定から約群雄潮年前と考えられてお娠後期旧石器時代の前半にあたる。この時期に構

築された遺構群としては世界的にも類がな生　地域性としても太変注目されるものである。

休場層上位では、槍先形尖頭器の文化層が確認された。これは畑宿産黒耀着を使った尖頭器の製作跡

で竜　同一の母岩より中型と小型の尖頭器を作　出している。遣物は2プロッタに分かれてお娠　号ブ

ロックは石器製作跡としてとらえることができる。2号ブロックは礫群を中心に尖頭器が点々と分布し

てお軋　剥片、砕片等は殆ど含まれない。班Nm弟の個体で作成された尖頭器も含まれてお娠　出土した

尖頭器が全て欠損品であることから、保持している石器の補充あるいは入れ替えがおこなわれた場所と

考えることもできる。両ブロックで出土している尖頭器は、mNm弟の個体が摘点、その他の個体が摘点

であるが∴醍醐瑞相以外のものは、一母岩一個体で、明らかに搬入晶としてとらえることができる。mNm弟

の個体は、出土した剥片に原礫面を残すものがあ娠　残核も検出された。剥片剥離の早い段階から、当

遺跡に持ち込まれていると考えられるが、接合資料が少なく、大型の剥片は残されていない。一定以上

の大きさの剥片が遺跡外に持ち出されたことを示す。

尖頭器は押圧剥離の痕跡はなく、直接打撃によるものと考えられる。この点で草創期のものとは大き

く異なる。小型の尖頭器に関しては、素材剥片の剥離面を残して、縁辺部や基部の先端部に調整を施す

ものが多い。尖頭器とともに出土したナイフ形石器は、石刃を用いることなく不定形な剥片を素材とし

て用いており、刃部が基部に対向する傾向がある。これらのことから、当文化層の編年的位置は、愛鷹◎

箱根編年第4期C段階と捉えることができる。沼津市清水柳北遺跡東尾根や長泉町八分平B遺跡と同時

期のものと考えられる。

窯　縄文時代

草創期の遺物として有畜尖頭器と尖頭器が出土した。有畜尖頭器はS5グリッドを中心に出土してお

り、残存状況が良好なもの（風化によって外形が変形しているものを除く）は全て明確な返刺を持つ。

また、池田B遺跡も含めて、有畜尖頭器の中でも後半期のものに位置付けられる。尖頭器は神津島産の

黒耀石を用いた、身の厚い大型のものが出土している。これは池田B遺跡で出土しているものと類似し

ており、草創期押圧縄文系の土器に共伴すると考えられているものである。本遺跡も池田B遺跡も草創

期の土器は出土していない。

早期末～前期初頭の住居跡は、尾根の頂部で検出されている。これらは、土器分類Ⅳ群a類とⅣ群C

類に属するものとに分けることができる。北側に位置するⅣ群a類のグループ（Aグループ）は5基の
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住居からなる。切り合い関係や、遺物の廃棄のパターンが見られることから住居2～3基のグループで

あったと考えられる。個々の住居の時間的前後関係は土器型式からは判断できない。遣構内からの遺物

出土は少ないが遺構周辺の包含層からは、Ⅳ群a類の土器とともにⅢ群a類土器が出土している。これ

は沈線文を施さない段階の下吉井式土器である。一方南側の住居跡のグループ（Bグループ）は、6、

7号の2基の住居と約50m離れて10号住居が存在する。10号住居からの遺物出土はほとんどないが、6、

7号住居からはⅣ群C類土器が出土した。包含層の資料は、10号住居の検出地も含めてⅣ群C類土器が

分布する。条痕文系の土器はほとんど出土していない。

これらの遣物分布のあり方は、池谷氏の木島式土器の編年案（池谷1985）を用い、北側のAグループ

を第I段階、南側のBグループを第Ⅲ段階として、時期差のある集落が2カ所で検出されたと考えると

理解しやすい。同期の遺構は、当遺跡の北側、池田B遺跡において住居跡が10基検出されている。これ

らの住居跡からは木島式土器はほとんど検出されず、下吉井式土器が主体となった。これらは、隆帯と

ともに波状や渦巻状の沈線が施されるもので、Ⅲ群a類土器より新しいものと考えられる。土器型式を

もとにこの尾根上の集落の移り変わりを考えると、鉄平Aグループ→池田B遺跡→鉄平Bグループとい

う変遷が考えられる。これは、渋谷氏の編年観（渋谷1994）によるとほぼ連続したものとなる。しかし、

それぞれが持つ土器は、木島＋下吉井→下吉井→木島と、関東の隆帯文系の土器と東海系の土器が入れ

替わるように現れる。箱根◎愛鷹山麓においては、土器を製作した痕跡は末だ確認されておらず、粘土

の特性から土器製作は行われていなかったとする意見もある（瀬川2000）。いずれにしても鉄平遺跡にお

いては、狭い意味では木島式土器も下吉井式土器も搬入晶である。限られた空間で、それも比較的短い

と思われる時間軸の中で現れる土器消費地のこのような現象が、集団の移動の結果なのか、土器のみの

移動の結果なのか、狩猟採集民の領域を考える上でも非常に興味深い。

＜参考文献＞

平川昭夫1981「八分平B◎富士着遺跡」長泉町教育委員会

池谷信之1985「平沼吹上遺跡発掘調査報告書」沼津市教育委員会

渋谷昌彦1994『土器型式より見た縄文早期と前期との境について

－関東◎中部◎東海地方からの検討－』「早期終末◎前期初頭の諸様相」

縄文セミナーの会

鈴木敏中1999「初音ヶ原遺跡」三島市教育委員会

瀬川裕市郎◎増島　淳　2000『蛍光Ⅹ線による縄文土器の胎土分析とその統計処理および解釈』

沼津市博物館紀要24

＜謝辞＞

本書をまとめるにあたり、以下の方々にご助言、ご教授を賜った。最後になったが心より感謝申し上

げる。（順不同、敬称略）

池谷　信之、渋谷　昌彦、康瀬　高文、守屋　豊入

一一一一一一133－－





′、ノご　　　　　　′　：‾、　‾′　∴　∴　一ノ＼　∵二へ工、

51［4878

64　　　8326

YLU H乳軽石

YLU「黒耀石

342　…　YLL

YLU H乳耀石

nFIT＼‘‘）　　　　　‘1　ヾ∩
lll′1111　　　　　　　　　・I．　LIヽl

l二日　　　　　／11ミn
ULノ　　　I U．　U＼ノ

3．05　j　2。80

・．1．70　　　コ．10

SWHD12i　4．10

HNHJl！4．94［5．58

70　き　8198

8318！YLtl

8331［YLUト洛縁石

フレイク（接合）［HNH．Il

フレイク（接合） 榔H．Tl　。2．65

ー9∠呈210．376i　35895。9個

…94209．928i　35895。663

（〕．こ相　　　．1

3．25　j O．88

1，45　j O．38

WI）TY2　！1．52［0．52

…94191．172

－94295．330

3．8　】－94224．158

－94217．823

－94215．299

…94213．723

－94211．379

－94210．741

ー94178．024

－94223．132

－94294．653

ー94215．948

ー94216．811

ー94208。301

1．9　！－94210．902

…94219．406

ー94258．414

－94209．537

ー94213．989

ー94213．891

3．5；－94221．147

35863．470

35888．209

塑墾⊥＿」生攣
35872．358［　　98．854

35969．082

35895．444

35910。017

35883．580

35899．721

35887．617

35889．630

35910．212

35888．247

35903．250

35887．256

35886．384

35885．316

：35901．336

35908．194

35903．023

35910．259

35887．358

35903．162

2．71－94216．061［　35882．070

－94306．662

－94211．488

1＋　j　－94217．698
ー94216．916

ー94212．256

15．1！－94210．444

62　］－94210．946

6．5　i　－94210．301

ー94210．717

1．1I　－94209．405

ー94209．542

ー94332．110

0．27　j O．1 ー94225．531

ー94214．387

35994．370

35893．219

35885．770

35881．618

35883．876

35897．752

35914．361

35882．747

35887．149

35885．893

35887．695

35888．246

35887．962

35928．020

35909．939



石材 i個体名称庫 恒 幸 （中 小 座標i Y座標i 膿標
V I　　 75 －　73 13 FLi 黒耀石 i細石刃 KZOB2 2．23

［
0．62 0 ．22 ［ 002　 「 94303・847 ； 359 17．2 24 i　 96．246

Ⅴ王　　　 76 …　364畑　 机　 憧 耀石　　　　 i細石刃　　 I KZOBl い ・06 0．72 0．22 0．1 －94251・28（‖　 35898 ．2 79 ［　 賂 709

Ⅵ ！ 77 i 426（‖　 FB 「黒採石 ，細石刃 1
i　　　 ； 1・00 私 56 0．18 0．1

－
－94211・57畑　 35890．70 7 i　 96膏 53

Ⅲ　 「 ＋ i 28日　 BB 2 ［ガラス質黒 色安 山岩 ；フ レイ ク i 2誹 9 1〃55 0．63 1．4 －94252・052 i 35920．37日　　 94諸 48

Ⅲ ［　 ［ 285 l B B2 庫 ル ンフェル ス フ レイ ク 「 ＝ 0 2．93
1

i l．13 6．4 －94250・987 i 35922．37中　　 94誹 44

Ⅲ ！　 i 2627 i BB 2　庫 ル ンフェル ス iチ ップ i i 0 ．7 －94191．962 i 35892．926 ！　 96．208

Ⅲ ［　 恒 887 】 BB 2 「黒耀石　　　　 ［フ レイク　 ！ AGKT ［ 2・30 2．76 1．4 1 5．2 －94201・7 16 l 35900膏 06 】　 弧 581

Ⅲ i＋ ＋ 】6893 再 B2 黒耀石　　　　　 iチ ップ　　 l AGKT ！ ［ ） ［ 0．5 一　一94250・300 ！ 35923・562 i　 94・690

Ⅲ　 「 ＋ ［6960 i BB2　 庫 ル ンフェルス jチ ップ　　 i＋ ＋＋ i 0．9 －942弧 5 15 i 359犯 244 ［　 94．696

Ⅲ　　　 再 961 恒 B2 庫 ル ンフェルス　 ！フ レイク　 ！＋ ＋＋ ［ 5・24 ［ 3膏9 1．56 28．6 「 94249・989 l 35923・628 ！　 94．515

m i 329 i BB l 慄 魔 石 ーフ レイク ぎ　 AGKT4 i 2・びU i 2 誹0 U．Ud ［ 4．9 」 94167．07 日　 35874．60中　　 粥．351 溺

Ⅲ 364 BB l 黒耀石 フ レイク S酌壬D 13 2．00 E　2 ．90 0．58 2．5 －94212・717 i 35914．28 1 ！　 95．141

Ⅲ 365 BB l ホル ンフェルス フ レイク 3．50 2．20 1．12 6．6 －94 212膏 69 ［ 359 14．762 】　 94．929

m 366 J BB l 黒耀石 チ ップ AGKT2
i

0．1 －942 13・351 ！ 35915・167 ［　 95．118

Ⅲ 1】
j　 367 BB l 黒耀石 フレイク SWHD 14 2。05 1．30 0．85 1 「 942 13・20中　 35915・489 ！　 94．915

m 368 BBl 黒耀石 チ ップ AGKT9 】 1．35 ！ 0．75 0．36 0．36 －942 12・73畑　 35915．396 l　 95．126

Ⅲ 369 BBl 黒耀石 フレイク SWHD 16 2．00 1．65 0．59 1 －942 11誹 03 i 35915・203 I　 95・0 78

Ⅲ 26 74 BBl 】ガラス質黒色安山岩 フレイ ク 3．90 2．85 0．69 6 －94 182牒 99 i 35838．347 I　 99 ．106

Ⅲ 398 7 BBl ホルンフェルス フレイ ク 3．85 3．60 1．23 11．6 －942 11．03中　 35912．363 i　 9 5．099

m i 3988 BBl ホルンフェルス フレイ ク 1．00 2．25 1．00 2．8 －942 11・259 i 35913．378 i　 95．042

m 3989 BBl ホルンフェルス フレイ ク 5．25 2．40 1．67 20．2
r

－94211・286 ［ 35913．692 i　 95．059

Ⅲ 3990 BBl ホルンフェルス フレイ ク 1．80 】 3．90 ～　0．89 5．2 －94210・698 i 35914．077 ［　 95．0 18

Ⅲ 399 1 BBl ホル ンフェル ス フレイ ク 4．00 3．70 1．22 19．1 －94210・537 i 35914．06 2 l　 94．990

Ⅲ 3992 BBl ホル ンフェル ス フ レイ ク 6．24 3．88 3．80 8 1．8 －94210・075 l 35913誹6 7 i　 95．059

m

m

m

3993 BBl ホル ンフここル ス チ ップ 1．70 L 55 0．45 1．3 －94210・376 i 35914・49中　　 94膏 62

3994 BB l ホル ンフコニル ス フ レイ ク 4．50 4．60 1．15 23．6 。－94210・822 i 35914 ・462 ！　 94．952

3995 BB l ホル ンフここル ス フ レイ ク 2．30 3．40 0 ．73 4．4 －94211・473 l 35914 ・786 ！　 94．990

m 3997 BB l ホル ンフェル ス フ レイ ク 2．50 1．90 0．95 5 －94209・896 ！ 359 13・653 ！　 94．984

m 3998 BB l 黒耀石 フ レイク SWHD14 1．90 1．10 －　0．7 1 0 ．9 －94210・3 71 i 359 13・32中　　 94．975

Ⅲ 3999 BB l 黒耀石 フ レイク
1

SWHD14 2．20 1．25 0．5 1 0 ．9 －94209．32中　 359 14．144　　　 94．980

m 4022 BB l 黒耀石 フ レイク SWHI）13 1．70 1．80 0．65 1．3 －94211・3 11 i 359 13・0 14　　　 95．116

m

Ⅲ

4023 BB l 黒耀石 フ レイク SWHD15 3．10 1．70 0．72 3 －94211．009 i 359 13．374　　　 95．117

4024 BB l 黒耀石 チ ップ SWHI）13 1．40 0．80 0．58 … つ －94211・69中　 359 14．3 12　　　 95．011

Ⅲ ！　 再 026 BB l ホル ンフェルス フ レイク 5．70 L 15 L O5 5．6 －94210・023 ！ 359 13．498 ［　 弧 052

m 4267 BB l 黒耀石 チ ップ AG KTll 】 0や1 】－9 4213・200 i 359 15・547 ！　 94．894

m 4269 BB l 黒耀石 フレイク SWHD 14 3．05 1．71
】
0．79 i 3‘3　 「 9 4211・40中　 359 12．982 i　 95．052

Ⅲ i＋＋＋＋；i　　　 l
4431 ［ BB l 庫 ルンフェルス　 ［フ レイク　　 ［ i

［
1．90 ！ 3 ．50 ！ 0．85 3・5　 「 942 10・564 ！ 359 14・058 ！　 94．985

l m

t廿 I

8335 BB l 摩 耀石 チ ップ AGKT lO 1．50 1．50 0．40 0．4 i －942 12・0 11 ［ 35893・321 ！　 95．696

8337 BB l 黒耀石 パ ウダー AGKT lO －942 11・965 ［ 35894・116 ！　 95．635

m
E

8338 BBl ホルンフェルス フレイ ク 5．80 3．05 1．70 18．4 －942 11・46中　 35894．280 i　 95．660

Ⅲ 8339 BBl 黒耀石 フレイ ク AGKTl 3．00 i 2．70 1．40 8 －942 11・77中　 35894・767 ［　 95．610

m 8359 】 BBl 黒耀石 フレイ ク AGKT4 1．90 L 60 私 92 1．6 －942 13・597 ［ 35887．066 ！　 95．376

m ［ 8 360 BBl 黒耀石 フレイ ク 2．65 2．15 1．28
［
5．2 －942 13・199 ！ 35889．273 i　 95．762

m l】 8 36 1 川＝ 黒耀石 パ ウダー AGKT6 －942 12湖 中　 35889・702 l　 95．62 1

m 8362 BBl ホルンフェルス
L
チ ップ 1．50

1
0．90
1
0．70
5
0．7
r
－942 12・193 ！ 35889・972 ！　 95．55 1

m 8：363 BBl 黒耀 石 チ ップ AGKT9 0．1 －942 11・644 ！ 35889．494 ！　 95．476

Ⅲ
［
8364 BBl 黒耀石 チ ップ AG KT9 1．40 ［ 0．70 0．35 0．2 －94211・675 】 ：違5889．269 i　 95．584

lH 8365 ［ BBl 黒縁石 フレイ ク AGK T3 3．80 2．90 0．86 7．5　 ～－94212・162 i 35887・5 47 ［　 95．368

m 8366 BBl ホル ンフェル ス フ レイ ク 5．40 2．70 1．78 22．4 －94211・543 ！ 35887・441 i　 95．454

m 恒 367 BBl 黒耀石 フ レイ ク AGKT4 2．30 2．00 0 ．44 L 5 －94210・072 ！ 35889．8 25 ！　 95．85 1

m ［ 8368 B王31
i
黒耀石 フ レイ ク AGKT6 1．30 2．60 0 ．53 L 8 －94210・19中　 35889 ・0 38 i　 95．6 18

m 「 1 遠 9 BH l ホル ンフェル ス チ ップ 1．15 L 50 0 ．83 1．1 －942服 492 i 35887．8 39 ［　 95．664

Ⅲ 837町 BB l 黒耀石 フ レイ ク AGKT2 1．20 2」 0 0 ．65 1．1 －94210・189 ［ 3589 2．76中　　 95．58 1

m 恒 371 BB l 黒耀石 フ レイク AGKT7 1．40 3．30 0 ．84 2．2 －942m 941 ！ 35894 ・524 i　 賂 680

m ： ！8372 BB l 】黒耀石　　　　　 ；チ ップ AGKTll 0．1 －94210・9 52 ！ 35894 ・742 】　 弧 6 16

m 1
さ
8373 1 BB l 黒縁石　　　　　 ［フ レイク　　 ［ AGKT5 】 2．35 1．90 0．74 ［

1
2．7 －94210・71中　 35895・305 i　 95．681

m 恒 374 BB l 黒耀石　　　　　 ！チ ップ　　 ［ AGKT2 】 0」 づ421は007 i 35895．3 17 ！　 弧 655

m 恒 375 BB l ホル ンフェルス フ レイク ∴ … 0 3．65 ；

！

】

1．23 i

［

j

17。5　 「 94210．006 i 35894諸 4中　　 958686

m ！ 8376 BB I 黒耀石　　　　　 ［チ ップ　　 i＋ －＋ 】 「 94210．033 ［ 35895．60可　　 95．630

m ： ［ 8377 粧＝ ；黒耀石　　　　　 iパウダー　 ［ AGKT中 ！ 0 ・8　 「 94209湖 8 i 35895・125 l　 漁 709

Ⅲ i 8378 BB I 庫 ル ンフェルス　　 jフ レイク　　 i＋ ＋＋ i ！ ！
［
21・3　 「 94209・6 1中　 35895・179 】　 95．702

Ⅲ ； ！ 8379 BB l iホル ンフェルス　 iフ レイク　　 ！ ； 6．50 2 ．50 1．25 0 ．1 …－94209・649 i 358弧 452 ！　 95．741

Ⅲ ［＋ i 8380 ［ BB l 摩 耀石　　　　　 ！チ ップ　　 i AGKT2 ［ 0・1 「 94209・993 ！ 35895・522 ！　 弧 630

Ⅲ i　 恒 38 1 － BB l 庫 ル ンフェルス　 iフレイク　　 i＋ ＋＋ i 5牒 0 1．80 1・16 1 8・6　 「 9 4209・347 ［ 35895．54中　　 95．827

Ⅲ ［ 838 3 BB l 庫 ルンフェルス　 ［フレイク　　 ［＋ ＋＋ ［ 6．35 4．5頼 1・76 】 50・中　 一9 4210・125 i 35895．823 ！　 95．755

Ⅲ l　 ！8 386
i

酢＝　 j黒耀石　　　　　 iチ ップ　　 i AGKT7 i　 l i o・1 「 94 2丑 533 i 35896・53中　　 95．748

Ⅲ ；＋ i

Ⅲ　 j＋ i

m ［　 ［

8 387

8388　－

8389 i

BBl 怪 耀石　　　　　 lフレイ ク　　　 ‖ 淵 m つ　 2．20 i 2．90 i 1・00 ！ 6　 「 942 10・823 ［ 35896．076 ！　 95．642

BBl 渾 耀石　　　　　 jチ ップ　　 I AGKT6　 日 ．10　 日 00 0．52 0・3　 「 942絡 972 i 35899・631 i　 95．868

BBl 摩 耀 石 フレイ ク　　　 ー A GKT6 】 2・30 ！ 1・50 0・45 i l・1 「 94204．073 i 35898．833 ！　 95．791

Ⅲ 1　 1 839（‖　 BBl 庫 ルンフェルス　 ！フレイ ク　 ［＋ ＋ ＋ ［ 5・20 i 2．10 】 1．66　 j
】
14 ・8　 「 942 14・454 ！ 35891・168 ［　 95．590

m ；

E
8393 「 眼 目 黒耀石　　　　　 iパ ウダー　 】　　 ！ － ［ ！ 一一　 「 94209・943 i ：35895．747 ！　 95．739

Ⅲ ！　 ！8394 恒 Bl 摩 耀石　　　　　 ［チ ップ　　 i A GKT2 i 1．30　 中 ．90 0・34 ［ 0・3 ［－942 10・052 ！ 35895・825 ；　 95．734

Ⅳ ［＋ つ　 単1 j　Y LL　庫 ル ンフェル ス　 ！チ ップ　　 ［　　 ［ －＋ ；＋ － ； 】 1・2　 「 942 13・807 ！ 3591：3・652 ［　 弧 399

Ⅳ　 f　　 E　343　 F　Y LL 摩 耀石　　　　　 ！チ ップ　　　 g　AGKT15 i o．95　 E　O．80　 E 0 ・52 ！ 0・中　 一942 13・165 i 35914・59 4 i　 95．293

Ⅳ i ［ 344 i YL　 怪 耀石　　　　　 ［フ レイ ク　　 ［ AGKT12 ； 2．80 1 3．00 0 ．84 ［ 3・2　 「 94 191・809 i 35901．74 3 】　 95．975

Ⅳ I　 j 1429 YLM 庫 ル ンフェル ス　 iフ レイ ク　　 ［＋ ＋＋ ！ 2．20 】 3．40 1 0 ・95 1 7・3　 「 94303．784 ！ 35979 ．6 74　　　 94 ．734

Ⅳ i＋ i 7005 l YLM 庫 ル ンフェル ス　 】フ レイク　　 ；＋ ＋＋ i 5・25 ［ 3．00 1・53 】 18・9　 「 94211．929 ！ 35899 ．234　　　 96．288

Ⅳ ［＋ ［7007 i YL町 硬質細粒凝灰岩　 ［フ レイク　　 ［ 】 2・70 ［ 2・60 1 1．39 6．6　 「 94215．525 ！ 3589 7．3 58　　 弧 392

Ⅳ i i 7008 ［ YLM 摩 耀石　　　　 ！チ ップ　　 I KZOB3 l　 i －O i i o・1 「 94215・750 ！ 35898 ．278　　　 96．425

Ⅳ ［　 ［ 7011 】 YL中 ガ ラス質黒色安山岩 ［フ レイク　 】＋ ＋＋ ！ 1．45 ［ 3．00 0・79 i 2・4　 「 94212・139 i 35894．506 i　 96．339

Ⅳ i＋ i 7144 yLM 「黒耀石　　　　　 ［パ ウダー　　 i KZOB3 i ・－ ［ i 一一　 「 94209．680 i 35899．344 ！　 96．366 i

ー136－



文化層j豊 ぎヨ　遺物
番号

l
】出土i層位
！ 石材　 上 中 恒 函 年 中 x座標 IiZi Y座標

i

［
H座標

Ⅳ l 8 2 8 4 Y L L ホ ル ン フェ ル ス　 ！フ レイ ク　 i　　 i 4 ・6 0 i 3 誹 O i 1 ・7 6 ； 18 ・8 －9 4 2 17 ．0 7 1 i　 3 5 9 0 4 ．7 4 3 9 5 ．9 1 1

Ⅳ i 8 3 2 1 Y L tJ 照 耀 石　　　　　 jチ ップ　　 i A G K T 1 7 ［ －＋ ［＋ － 】 ！ 0 ・中　 一9 4 2 13 ．5 0 2 3 5 8 8 3 ．9 2 6 …　　　 9 6 ．3 12

IV　 … －　8 3 3 3 Y L L 輝 耀 石　　　　 iチ ップ　　 i T S T Y 5 ！ ・－ ； i o ・7 1 －9 4 2 1 1．5 5 4 i 3 5 8 弧 8 2 5 9 6 ．20 9

Ⅴ 3 3 0 Y L U 黒 耀 石　　　　 iフ レイ ク　 i H NⅢ l i l ・5 0 l L 9 0 i 0 ．6 3 i l．ロ ー9 4 2 2 5 ．4 9 畑　 3 5 8 9 8 ．9 9 2
9 6 ．28 7

Ⅴ 3 3 1 i Y L tJ 黒 耀 石　　　　　 戸 レイ ク　 i H N H J 8 i l ．5 5 】 2 ．1 0 1．0 3 3 ・3　 「 9 4 19 2 ・3 9 0 j　 3 5 9 0 0 諸 0 5 9 6 ．9 4 5

V l 4 7 8 7 F B 黒 耀 石　　　　　 iフ レイ ク　　 i H N H J 9 ！ 2 ．3 0 1 ．30 i

E

0 ．4 8 i l －9 4 2 2 2 ．1 1 1 3 5 8 8 6 ．9 7 9
き

［　 9 6 ・7 18

Ⅴ 6 8 4 1 Y L tl 黒 耀 石　　　　 ［フ レイ ク　 ［ H N H J l i 4 ．7 0 3 ．70 1．5 8 ［ 2 2 ．3 －9 4 2 1 1 ．8 7 3 i 3 5 8 8 9 ．6 0 9 96 ．5 3 7

V i 6 8 4 2 Y L U
】

摩 魔 石　　　　　 ；チ ップ　　 i HN H J l i l ・2 5 i o 諸 0　 － 0 4 4 中　 0・3　 十 9 4 2 1 1 ．9 3 9 i 3 5 8 8 9 ．7 1 2 9 6 ．5 5 4

Ⅴ 6 8 4 3 Y L U ガ ラ ス 質黒 色安 山岩 ！フ レイ ク　 ！＋ ＋ ＋ i 3 ．0 0 i 2 ．10 0 ．6 1 2 ・4　 「 9 4 2 1 0 ．7 9 8 3 5 8 9 0 ．3 5 5 i 9 6 ．6 3 9

V　 l 6 8 4 4 Y L U 渾 魔 石　　　　　 iフ レイ ク　 ［ HN H J l i o ．9 5 1．7 5 0 ．5 1 0 ．5 －9 4 2 1 0 ．7 1 0 3 58 9 0 ・8 5 3 i 9 6 ．6 12

Ⅴ 6 8 4 5 Y L LJ チ ャー ト　　　　 iフ レイ ク　　 i　　 ！ 2．9 0 ！ 1．1時 0 ．3 4 0 ．8 －9 4 2 1 1 ．8 7 6 3 58 9 1 ．0 3 5 9 6 ．6 3 6

V i i 6 8 4 6 i Y L U 黒 耀 石　　　　　 け レイ ク　 ！ IIN H J l 1．8 0 1 ．6 0 0 ・3 8 ［ 0 ・7　 上 9 4 2 1 0 ．7 7 7 3 58 9 2 ．26 4
t

9 6 ．6 2 8

［虻 ⊥ － 6 8 4 8 Y L tl 黒 耀 石　　　　　　 jブ レイ ク　　 i 榔 肘 1 1．8 0 1 ．3 5 再 ・3 7　 j　 o ．6　 「 9 4 2 1 1 ．1 16 35 8 8 9 ．6 5 7 9 6 ．5 7 5

V i 6 8 4 9 Y L IJ
；

黒 耀 石　　　　　 iチ ップ H N H ．H
［

1 0 ・2　 「 9 4 2 1 1 ．34 0 ！ 3 5 8 9 0 』 4 9 9 6 ．5 0 4

V　 j 】 68 5 0 Y L tJ 厚 耀 石　　　　　 ！チ ップ　　 i H N H J l 0 ．1 －9 4 2 1 2 ．8 9 2 3 5 8 9 1．3 1 1 9 6 ．4 8 4

V i 6 8 5 1 コi Y L U 黒 耀 石　　　　　 ［フ レイ ク T S T Y 5 0 ．8 5 1 ．7 0 0 ．8 9 0 ・6 「′－94 2 12 ．2 4 3 ！ 3 5 8 9 1．12 0 9 6 ．4 4 8

V　 j

i
6 8 5 2 Y L M

さ

i黒 耀 石　　　　　 ！チ ップ H N H ．T l 0 ．8 5 1 ．2 0
1

0 ・3 5 ！ 0 ・2　 「 9 4 2 1 1・6 6 0 ［ 3 5 8 8 9 ．9 5 6 9 6 ．4 5 8

V I 6 8 5 3
】

Y L 11 黒 耀 石 フ レイ ク ヲ　 H N 軋H 1 ．5 0 2 ．0 0 0 ・8 3 ［ 1 ・6　 「 9 4 2 10 ．3 6 8 i 3 5 8 9 0 ．5 9 5 9 6 ．4 8 0

V i 6 8 5 4 Y L M 黒 耀 石　　　　　 ；チ ップ　　 ［ H N H J l i －　 j　 o ．1 「 9 4 2 10 ．8 9 9 3 5 8 9 L 7 5 7 9 6 ．4 9 1

V　 j 6 8 8 9 Y L M 黒 耀 石 1チ ッ プ　　 i H N H J l ｝ 1 ．2 0 1 ．70
ヨ

0 ・4 1 ［ 0 ・4　 「 9 4 2 12 ．3 2 2 3 5 8 9 1 ．4 5 0 9 6 ．3 2 1

V i 6 8 9 0 Y LM 黒耀 石 チ ッ プ　　　 1 H N H J l ヨ i o ・1 「 9 4 2 12 ．8 9 6 ！ 3 5 8 9 0 ．3 5 1 9 6 ．3 75

超　 V i　　 ［ 6 8 9 1 i Y LM　 －黒耀 石　　　　　 】チ ッ プ　　　 i H N 町 1 】
l 】

［　 n l
［　　　U・⊥　　　1 －9 4 2 12 ．9 5 0

3 5 8 9 0 ．2 7 7 i 9 6 ．3 76　臨l　 v
踵

i　　 再 8 9 1 i Y Lを目 黒耀 石　　　　　　 jチ ッ プ　　 i H N 町 1 ！ ・－ ！ ！ ・－　 ニ［ 私 1 ！ －9 4 2 12 ．9 5 0 －　 3 5 8 9 0 ・2 7 7 i　 9 6 ．3 76 ［

i V i　 i 6 8 9 2 Y L 中 黒 耀 石　　　　　 ［フ レイ ク 榔 H J l i 2 ．6 0 i 2 ．2 0 0 油 日　 2．3 －9 4 2 2 2 ・7 5 中　 3 5 8 9 0 ．7 2 8 9 6 ．32 7

Ⅴ i　 i 7 0 0 6 Y L M 黒 耀 石　　　　　 iチ ップ HN 肘 1 1 ・4 0 ！ 1膏 0 0 ．4 9 0 ．6 －9 4 2 1 4 ．8 8 5 3 5 8 9 7 ．2 8 6 9 6 ．32 1

Ⅴ ！　　 7 0 2 5 Y L L 黒 耀 石　　　　　 ！フ レイ ク　　 i H N H J l 2 ．75 2 ．5 0 1 ．0 6 5 ．4 －9 4 2 1 6 ．7 2 3 3 5 8 9 6 ．3 4 2 9 6 ．2 6 2

V 7 2 0 4 Y L tJ ガ ラ ス質 黒 色 安 山岩 i刃 器 9．7 1 3 ．3 4 1 ．8 7 36 ．5 －9 4 2 0 9 ．8 4 2 3 58 9 0 ．38 8 9 6 ．5 7 6
V i＋ ［ 7 2 0 5 ［ Y L U　 慄 職 石　　　　　 ！パ ウダ ー i H N 肘 1 「 9 4 2 0 9 ．8 9 7 3 58 9 0 ．6 9 9 9 6 ．5 8 7

i v i＋　 j　 7 2 0 6 ！ Y L U i黒 耀 石　　　　　 ［フ レイ ク　　 ［ H N H 、†1 4 ．4 5 ！ 2 ．8 0 0 ．8 8 7 ．8 i －9 4 2 0 9 ．6 3 2

ヨ
3 58 9 0 ．5 7 7 9 6 ．6 18

i v i＋ ［ 7 2 0 7 i Y L U 憮 耀 石　　　　　 iフ レイ ク　 i H N H J l 3 ．5 5 5 ．2 0 2 ．0 6 2 6 ・1 「 9 4 2 0 9 ．4 0 3 35 8 9 0 ．6 0 4 9 6 ．6 3 3

i v i＋ ！ 79 9 畑　 Y L LJ ホ ル ン フェ ル ス　 ［フ レイ ク 3．2 5　 日 ．0 0 1 ．5 3 18 ．6 －9 4 2 0 5 ．3 52 3 5 9 0 4 ．7 15 9 6 ．4 0 6

i v 79 9 5 Y L ti 黒 耀 石　　　　　 jブ レイ ク　　 …　 H N 肘 8 ［ 4 ．7 0 4 ．0 0 1 ．49 2 4 ．7　　 －9 4 20 6 ．34 5 3 5 9 0 5 ．2 0 7 9 6 ．3 3 0

Ⅴ ； 5　7 9 9 7 Y L tI
i

2チ ャ ー ト　　　　 ［フ レイ ク 】 1．0 0 2 ．5 0 0 ．4 2 ［ 0 ．8 －94 2 0 8 ．3 0 3 3 5 9 0 4 ．9 4 1 9 6 ．4 1 0

i V ［ 7 9 9 8 Y L LJ 黒 耀 石　　　　　 ！チ ップ H N H J l 1 ．8 5 1 ．1 0 0 ．4 2 i o ．5

F
－9 4 2 0 8 ．15 4 3 5 9 0 5 ．3 2 6 9 6 ．3 5 2

V i 7 9 9 中　 Y L U 憾 耀 石　　　　　 ［チ ッ プ 】 I粗服J l 1 ．1 5 i L 4 0 r0 ・7 4 ［ 1 ・2 －9 4 2 0 8 ．2 3 1 ！ 3 5 9 0 5 ．6 2 2 9 6 ．3 5 1

Ⅴ 8 0 0 0 Y L U 「黒耀 石　　　　　　 jチ ッ プ H N H J l 1 ．2 0 1 ．50 0 ．4 1 】 0 ．4 －9 4 2 0 9 ・17 7 ！ 3 5 9 0 5 ．4 0 0 9 6 ．1 4 7
i v　 j i 8 0 0 1 i y L U 摩 耀 石　　　　　 ［チ ッ プ H N H J l l 】 0 ・3 ！ －9 4 2 0 9 ・2 9 2 i 3 5 9 0 5 ．9 3 2 9 6 ．2 7 6

Ⅴ 8 0 0 2 Y LtJ 黒 耀 石　　　　 】チ ッ プ　　 i H NⅢ 1 ！　 ［ 0」 】 －9 4 2 0 9 ．4 8 3 3 5 9 0 6 ．0 3 6 9 6 ．3 1 0

V　 】 8 0 0 日　 y L U　 檀凋 拓 Fチ ッ プ　　　 j　 H N H 、fl i 0 ．3　 「 9 4 2 11 ．8 0 4 】 3 5 9 0 6 ．6 6 9 9 6 ．2 40

l V ： 8 0 0 7 Y L tj 黒 耀 石　　　　　 ！フ レイ ク riN m 1 ！ 2 ．30 1．4 0 0 ．7 9 …　 1．7 －9 4 2 2 0 ．8 6 6 3 5 9 0 6 ・3 3 1 i　 9 6 ．2 7 3

V i 8 0 0 中　 Y L U　 輝 耀 石 フ レイ ク　　 i 楢 肘 1 2 ．2 0 1．6 0 ！ 0 ．9 0 2　 「 9 4 2 2 3 ・9 9 9 ！ 3 5 9 0 6 ．2 6 1 ！　 9 6 ．26 4

Ⅴ i 8 0 0 中　 Y L Li ホ ル ン フ ェル ス　　 iフ レイ ク

E
2 ．8 5 1．5 0 0 ．6 4 1・9　 「 9 4 2 2 8 ．3 3 4 3 5 9 1 1 ．3 4 7 9 5 ．9 0 1

i V i＋ ！ 8 0 1 5 i Y L L 健 耀 石　　　　 ！フ レイ ク I楢 H J l 1．8 0 2 ．3 0 恒 ・7 0 】 L 4　 「 9 4 2 0 9 ．1 0 6 ！ 3 58 9 2 ．9 9 4 9 6 ．4 2 2

V i　 恒 1 6 3 i Y L LJ チ ャー ト　　　　　 予 レイ ク　 ：　　 ； 7．4 0 4 。4 0 1 ．6 5 4 4 ．4　　 －9 4 2 1 8 ．8 3 8 3 59 0 5 ．5 7 2 9 6 ．18 1

虹 と 」 】 8 1 6 中　 Y L t目 黒 耀 石 フ レイ ク H N H J l 7 ．0 0 4 ．6 5 2 ．2 9 4 9 ．2　 E　－9 4 2 1 8 ．60 3
E

3 59 0 5 ・79 2 ！　 9 6 ．16 5

V　 j 8 1 6 5 j　 Y L tl ホ ル ン フ ェル ス　　 ［フ レイ ク 5．4 5 5 ．0 0 1 ．6 9 4 2 ・中　 一9 4 2 1 7 ．4 30 3 5 9 0 4 ．5 3 2 9 6 ．2 10
V i　　 8 16 7 日 L LJ 黒 耀 石　　　　　　　　 フ レイ ク

g
H N 畦博 2・3 0 ！ 1 ．9 5 0 ．7 7 i 2 ．9 ！ …94 2 22 ．5 14 ［ 3 5 9 0 7．9 5 4　　　 9 5 ．9 7 4

V ［＋ ！ 8 18 5 i Y L t．J 怪 縁 石 フ レイ ク　　 i s w m ）1 8 1 ．2 0 L 8 5 0 ．7 7 1 ．3 －94 2 0 3 ．7 0 1 3 5 8 8 8 ．6 5 1 9 6 ．8 2 2

V i＋ ［ 8 18 6 Y L tJ 黒 耀 石　　　　　 匝フ レイ ク　 ！ H N H J l 1 ．8 0 i l ．7 0 0 ・7 3 ［ 2 －94 2 0 7 ．2 4 1 ！ 3 5 8 8 6 ．8 19 9 6 ．6 8 9

V i＋ ！ 8 18 7 Y L U 怪 耀 石 フ レ イ ク H N H J l 1 ．9 5 2 ．1 0 1 ・3 9 ！ 4 ．3　 －9 4 2 0 6 ．7 7 6 3 5 8 8 5 ．9 9 8 9 6 ．6 9 6
V i　 l 8 18 8 Y L U 黒耀 石 チ ッ プ W D K B l i l－　 j Ei　 0 ．3 －9 4 2 0 8 ．4 0 0 3 5 8 8 6 ．0 7 9 9 6 ．6 1 2

V i＋ ＋ i 8 1 8 9 ［ Y L U 怪 耀 石 チ ッ プ H N H J l ト】 0・7
l

】 －9 4 2 0 8 ・5 6 3
3 5 8 8 6 ．3 2 2 9 6 ．6 5 9

Ⅴ ！　 I 8 1 9 （‖　 Y L L‖ ホル ン フ ェ ル ス チ ッ プ iE】
1・1 「 9 4 2 0 8 ．5 8 5 3 5 8 8 9 ．0 8 1 9 6 ．6 5 3

V i　 恒 1 9 2 i Y L L目 黒 耀 石 チ ッ プ H N H J l 1 ．6 0 2．20 0 ．5 8 1 －9 4 2 10 ．2 9 8 3 5 8 8 6 ．15 5 9 6 ．5 0 7
V　 j　 i 8 1 9 3 j　Y L tJ 黒 耀 石　　　　　　 jチ ップ　　 ！ HN H ．Tl 0 ・6　 「 9 4 2 13 ・5 9 9 i 3 5 8 8 6 ．1 4 3 9 6 ．4 9 7
V i＋ i 8 1 9 4 Y L U 「黒 耀 石 チ ップ　　 ！ HN H J l 0 ．8 …9 4 2 1 0 ．2 1 0 i 3 5 8 8 7 ．0 8 7 9 6 ．5 2 6
Ⅴ ！　 ！ 8 1 9 5 】 Y L U 黒 耀 石　　　　　　 jチ ップ HN H J l i i

［ 0 ．5 －9 4 2 1 0 ．8 6 7 3 5 8 8 7 ．2 3 6 9 6 ．5 4 7

V　　　 i 8 1 9 9 Y L U　 怪 魔 石 フ レイ ク　　　 j　 H N H J l 1．35 1．7 0 1 ．0 3 2 i －9 4 2 1 0 ．6 5 7　ヨ 3 5 8 8 8 ．1 5 0 9 6 ．5 6 1

Ⅴ　　　 再 2 0 （‖　 Y L U 「黒 耀 石　　　　　 】フ レイ ク　　 ［ H N H J l 1．8 0 2 ．10 0 ．7 0 2　 「 9 4 2 1 0 ．7 3 2 3 5 8 8 8 ．1 5 5 9 6 ．5 3 1

3 ．6 0 1 ．1 3 】」 」　　　 8 20 1 「 m 月 俸 耀 石　　　　　 －フ レイ ク　 ； H醐 J 1　 3 ・5 0 】 1 3 ．8　　 －9 4 2 1 1 ．2 6 0 3 5 8 8 7 ．7 5 4 9 6 ．5 37
V i　 1 8 2 0 日　 Y L U　 怪 耀 石 チ ップ H N H J l ！ ！ 0．1 －9 4 2 1 1 ．4 3 5 3 5 8 8 7 ．6 2 2 9 6 ．5 4 0
V i　 i 8 2 0 3 Y I」li 黒 耀 石　　　　　 iフ レイ ク　 i H N H J l ！ 1誹 0 ； 1 ・7 0 ！ 0 ．4 5 i 1 ・2　 「 9 4 2 1 1 ・3 3 1 ！ 3 5 8 8 8 ．2 7 5 9 6 ．5 12
Ⅴ ！＋ ！ 8 2 0 4 Y L U 「黒 耀 石 チ ップ H N H J l i 0 ．5 －9 4 2 1 1 ．8 6 6 3 58 8 8 ．1 5 1 9 6 ．5 4 2
V i　 i 8 2 0 5 i Y L U 摩 耀 石　　　　 ！チ ップ　　 i H N H J l 1 ．9 0 1 ．1 0 】 0 ・4 3 ［ 0 ・8　 「 9 4 2 1 1 ・56 9 … 3 58 8 6 ．2 1 7 9 6 ．5 0 6

Ⅴ 8 2 0 信　 Y L U 怪 職 石　　　　 ［チ ップ　　 i H N H ．r l ！ ！ 0・3　 －9 4 2 1 2 ．14 4 i 3 58 8 6 ．5 9 7 9 6 ．4 9 6

Ⅴ …　8 2 0 嗅　 Y L U　 怪 耀 石 チ ップ　　　 ［ H N 肘 1 2 ．0 0 1 ・2 中 0 ．5 1 0 ・7　　 ‾9 4 2 1 2 ・24 5 i 35 8 8 7 ．0 13 9 6 ．4 8 6
V　 j＋ i 8 2 0 9 ［ Y L L目 黒耀 石 チ ッ プ　　 i fiN H J l 1 ．5 0 2 ．1 0　 － 0 ．4 7 1 －9 42 1ニ3・8 6 中　 3 5 8 8 6 ・8 4 7 ！　 9 6 ．4 6 3

Ⅴ ［ 8 2 1 0 Y L中 ガ ラ ス 質 黒 色 安 山岩 チ ッ プ　　　 ［

l
】
i 0 ．3　　　 －9 4 2 14 ．5 6 0 3 5 8 8 9 ．2 8 5　き 9 6 ．5 0 1

Ⅴ ； 8 2 1 3 Y L U　 厚 耀 石 パ ウ ダー H N H J l i さ；
［

［ r
－9 4 2 17 ・2 4 中　 3 5 8 8 2 ．0 8 4 j 9 6 ．2 8 9

Ⅴ i 8 2 1 4
j

Y L t目 黒 耀 石 フ レイ ク　　　 j　 HN H J l i 2 ・9 5 ［ 1 ・4 0　 j 0 ．7 3 i 2 ．5 i －9 4 2 13 ．2 0 7 3 5 8 8 4 ．12 1 9 6 ．4 9 4
V i　 i 8 2 1 5 Y L t目 黒 耀 石 フ レイ ク　　 I HN H J l i 2 ・50 i 3 ．5 0 1．0 9 9 ．7 ［ －9 4 2 15 ．1 1 1 3 5 8 8 4 ・6 9 0 i　 9 6 ．4 3 4

V i＋ 】 8 2 1 6 i Y L LJ 黒 耀 石　　　　 iチ ップ　　 ［ H N H J l ［ 1 誹 O i 2 ．2 0　 j 0 ．7 9 2 ．4　 j　－9 4 2 13 ．9 2 4 ［ 3 5 8 8 5 ．4 6 4　　　 9 6 4 4 6

Ⅴ 】　 一元 蕗 n Y L Li 渾 耀 石　　　　　 桓フ レイ ク　 ！ H N IiJ l i 一一 i 0 ．1 ［ －9 4 2 1 0 ．3 9 2 3 5 8 8 6 5 6 8 ！　　 9 6 5 2 0

Ⅴ ； 8 2 2 0 】 Y L L 摩 耀 石　　　　 ！フ レイ ク　 ！ riN H ．T l i 2 ．7 0 2 ．3 0 0 ．6 1 2 ．4＋ i －9 4 2 4 2 ．6 8 5 ［ 3 5 9 1 0 ．8 3 6　　　 9 5 7 6 5

Ⅴ ［
lj
8 2 5 1 ［ Y L L目 黒 耀 石　　　　 iチ ップ　　 i H N H J l i j　 o ．3 l －9 4 2 1 2 ・0 7 0 i 3 5 9 0 5 ．6 1 9 i　 9 5 ．8 3 2

Ⅴ E
iL
8 2 5 5 i Y L t‖ ホ ル ン フ ェル ス　 ；フ レイ ク　 ［＋ ＋ ＋ ！ 4・0 0 ！ 6 ．0 5 ； 0 ・9 8 ！ 15 ・7　 「 9 4 2 1 0 ・7 9 8 i 3 5 8 8 7 ．9 8 9 i　 96 ．4 5 3

V ！ 8 2 5 6 日 L 中 ガ ラ ス 質 黒 色 安 山 岩 iフ レイ ク　 i　 i 4 ．4 0 i 3 ．3 0 0 ．8 9 i 13 ．1 1 －9 4 2 1 0 ．6 2 6 i 3 5 8 8 7 瀾 6 i　 9 6 ．50 9

V

V

i
［［
8 2 5 7 ； Y L L目 黒 耀 石　　　　　 桓フ レイ ク　 i H 昭 1 i　 I　 i ！［

［

0・3　 ㌧ 9 4 2 1 0 ・4 9 7 ！ 3 5 88 7 ．0 4 5 ［ 9 6 ．4 70

［ 8 2 5 8 Y L U 輝 輝 石　　　　 iチ ップ　　　 j　 H N H ．f l i ・－ i＋ － ［ 0．1 「 9 4 2 1 0 ．5 3訂　 3 58 8 6 ．9 0 7 ！
9 6 ．4 5 3

Ⅴ ！ 8 2 5 9 i Y L L目 黒耀 石 チ ップ　　 i H N H J l i　 i　 ［ ；
F

！　　　　　　　　　　　　　 】
0．5　 j　－9 4 2 10 ．9 4 1 i 3 58 8 6 ．9 9 4 ［　 9 6 ．5 0 2

Ⅴ ； 8 2 6 （‖　 Y L U　 H黒耀 石　　　　　 iP フ レ イ ク　 i H N H J l ［ i 一一 ！ j
i

［
0 ・1　 －9 4 2 1 1 ・6 8 5 i 3 5 8 8 6 ．79 7 j　　 9 6 ．4 8 3

Ⅴ ！ 8 2 6 1 i Y L U 憮 耀 石　　　　　 わフ レ イ ク　 ［ H N H ．J l i －・ ！＋ － ！ ［［
j

0 ・4 ； －9 42 1 1．5 9 0 ［ 3 5 8 8 7 ．5 12 ［　 9 6 ．4 4 2

ー137－



文化層
図版

No。

遺物

番号

出十

層位

l
ji　 石材

j
j

個体名称
原産地／

個体別

慧 i 慧

摩

（mm）

i　　　　　　 ［
勘 座標 上 座標

［
［

）　 ＝座博
［

Ⅴ 826 2 YLL‖ ガ ラス質黒色安山岩 フレイク 9910 5 ．20 1。36 ニ喜3．9 ；…942128538 35886。815 96。469
Ⅴ‾ 8 26 日　 YLtl 黒採石 P ブレイク jHⅣHJl i　 ‾嘲　 ； i 狛 L　 「 湖 215・373 ［ 35886．181 96．398

Ⅴ 82 7両　 YLLi 黒耀看 チ ップ 紺澗Jl i L 30 ［ 日 用 0．42 i 侶 i 「 劇 m 湖 3 i 35886．440 96。381

Ⅴ 827 1 …　YLU 「黒耀着 チ ップ　　　　 …　 紛糾男＿ i ［ 0・4　 ㌧ 942 13．27日　 35888．390 i　 96．438

Ⅴ 蒲云2 YLU 「黒耀石 チ ップ　　　 ［ 洲 骨l i ［ 私 1 ⊥ 榊942 13・307 ！ 35888潮 目　　 96・388

Ⅴ 8274 YLli l黒耀石　　　　　　 ［P フレイ ク　　 i HN 軋り
↓′

； 0・6　 「 942 10・495 i 35887膏 02 i　 96。407

Ⅴ 8275 YLLi ［黒耀右 jチ ップ　　　 ［ H鼎の ！　 i　 ［　 ； 0む1 上 靴 10・559 i 35886・964 ［　 96ゆ421

Ⅴ 8276　…　乱し　懐 耀石　　　　　　　 桓フレイ ク
L

HNHtJ‾i i＋ 一・ ［ n 5 i －942 14．552 i 35882と515 i　　 96．372

Ⅴ － －｛ ′一
棋 277 i YLtテ

黒耀 石　　　　　 ［p フレイ ク HN IIJl l 044 ［…942 12・743 ［ 35884°20畑 9 6。49 3

Ⅴ ［ 」 8278 日 肌 黒耀 石　　　　　 ip フレイ ク

“｛ W”“
＝＼＝イt I　　　 ｝ 0・4 i －94211・123 3588 4．373 ［　　 96 。5 35

Ⅴ ；8279 YLLJ 黒耀看 チ ップ ‡餅｝り1 」 1・60 」土華 0。98 2．2　 i 鵬942 10．392 3588 ろ8386 ｝　　 96・538 達

Ⅴ
」

′‾‾料云8 1 Y Lも＿） 黒耀 rr P ブレイ ク ｝iN繭 「 3．00 1．90 ［ 0 ．70 2。3 …94221．9射 35888．4 10 ；　　 96。326

Ⅴ 8282 音‾〔『1豪 薗 首 … … … … … チ ップ 首相労7 ； ［　　　 ［　 私8　」　－　　 ⊥　　 － －94219∴3撒 35885。175 ［　　 96．飢3

Ⅴ 828：3 YLM 翳耀石　　　　　　 け レイ ク 1 料 前「 千う ．75 京 軒 千 丁 壷 ＝∴Z　ト1 姻217．863 ［ 35905663 1 ミ　　　 95。993

Ⅴ 8286 YLt．i 黒耀石　　　　 … 丁す ㌻デ … ‾ … S削穀）26 i ［
l

私 3 ；－94205．4 13 ； 35887．297 ［　 96。660

V i　　　［8287

．

V j

‾寺‾十…‾

姜土＝
∴

＼・川〕朋旧，‘
i

：　、＿t　・

I

YLM

［8295i YLM

‾．星t）（∵1・川

…十蕊㌃十…Vl　】＼▼．　．…7．
Ⅴ　；　　　［8298

＼・’　　　一　配し）！）

V H：1（．）0・1’＝

．∵∵∵∵．．＿　＿

1ィ一、、．′一．′・

一・一－4－－－－－…－ん一一一一一一十一一－一　　　－一一

jブレイク

．十、、ノ・－・′・

＝二幸浣

‾‾’‾　出目．11

二重亡巨垂＝巨
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　＿　＿＿　　　＿　、＿、i

l．ト、ノー∴・．
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　一　　　　　　　　一

士還豊玉岩墨
l！＼lIIl

ll＼lil1　　1「：1（）

ップ　　　　i HNH、†1

葺1ハ▼lJ［1 】

Il＼けll　．1∴15

i HN牲H

＼’

害幸二ヰ慧意藍二二藍＝I

jチップ

標語＝二手志＝l

’・－′L．イク　　’

∴．「‘∴　一　・
、．＿－‾ノレイン　＿．

子・‥一・′了　　＿．＿＿」堕＿II、＿＿＿

パウダー　　　j HN肘1

L　イク　　　　　Il＼けIl

＼’　　　　　　　　昔11（う　　　Yl．l‾

17［YLIJ

遽二農芸二二二二二蔓
前「1恵耀石　‾

V l　　　［8

350YLL～黒耀石　　　　　　　 ［チップ1　日

551いLL厘耀石　　　　 】フレイク［＝

352［YLL黒耀石　　　　　 iチップ ＝

353YLL憮魔石 チップ　　　！ト王

355YLL摩魔石　　　　　　 jチップ　　iIi

一一一一1138一一1

1摘212．277

0．70　　　　2　　　　－94212．047

．（1．1．－9・1210．［

35886．635；　　　96。33C）

［

∴、一、　　　、、は∴1
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－‥　　　－　　　　　　　．

694i　35離礁

…94213．579 彿前予　「頂寺彿
L．！15　　（）．・用

‾‘‾　　二‾　‾　一　‾‾‾‾二　l‘

＿⊥＿＿二＿⊥＿二二」

Tl）　（1∴柑

1　　　－94213．783

0．1i　鵬94217．559

35885。582

35886．988

506i　35鮮礼

昔十三慧言霊〔「豊芸孟十…霊

ー94213．637i　35882．172

ご　　∴∴－．　－、〕O．：i

－94210．962

7．5　；－94209．789

壷土壷：ゴ還墨
1．13：　5．

；　l

圭義士萱萱圭
ー94207．654

－94219．346

－94209．324

ー94210．072

ー94211．275

ー94211．844

－94212．931

－94214．189

ー94213．821

ー94209．563

ー94212．415

－94212．455

0．・1（）‘1．1

一　丁　0．1
1

ー94214．556

－94224．819

ー94213．879

－94227．367

－94213．965

（15（う　こ　　　　川う∴1・18

酪持∴待）0．　　　t）6．告（う

35886．780

35885．200

35887。430

35888．405

35883．779

3588説819

35888．132

35884．805

35887．658

35887．156

35886．419

35886。987

35886．491

35886．274

35888．877

35884．232

35883．779

35885．203

35884．223

35881．924

35881．500

35880．224

35884．187



附表慧　眼着器時代の礫一覧表
文墜 」 遺物番 号 血 土層位：赤化 重 （g）i x座標 i Y座標　 ‖ 腫 標

IV　　 i　　 36 YL
j o i lO

－94301．490
35900．7 13 恒 5割 9

Ⅳ　　　　　　 37 YL i o 恒 0 －9430L 459 35900．882 95．914

Ⅳ 38
YL i o i 90 ト94301．677

35901．5 10 95．972

IV 60 YL O i 200 唇 4301．026 ミ
35898・981 ［弧 621

Ⅳ
61 ［ YL ○ 恒 20

…94 302．772 35898誹08 ！95湖 0
i

言Ⅴ 69 YL ×
［

270　j－94 221，606
ラ

E
35879・177 ［95鳶07

Ⅳ
70　　 YL　 j　x i 310 ト94220 ．776 ミ

ミ

35879誹82 i 弧 950

Ⅳ
3 19 ［ YL ［ 〇 日 0

－94242 ．84 0
35911．376 i 95誹03

㌃ 「 320 ［ YL　 日 日 60 ト942軋 046
359 11．169 9 5．746

‡Ⅴ　 ［　 28 79
r

Y L i ○ i
230 ト94 173．127 ！358 71．306 98 ．943

Ⅳ　　 ヨ　　 2880

m－ 」－ ＿＿＿＿。＿．，′［

y L　 E　o 190 ト94 173．035 ［358 71．386 ！98．960

［　　　　　　　　　　　　　　 貴　　　　　　　　　　　　　　　さ
lV 288 1 i Y L　 ‖ ⊃ 】紺町 －94 172・946 358 71．288 98．954

Ⅳ 2882 Y L
［0 1 500　 －94172．882 3587 L 388

ji 98・93 1

Ⅳ　 ［　 2883 YL ［○ r83（‖ 瑠4172・785 i 3587 1・386 ［j　98．969
2Ⅳ i 28錮 ［ YL i ○ j　　　　　　　　　　　　　　 j

170 十鍼172・732 ［3587 1・472 98．979

】Ⅳ　 ［　 2885 …　 YL i o j 170 ト94172．912 ！35871．672 ；98．956
Ⅳ i 2886　　 YL i o i 440 ト94 173．111 35871．798 j 98．925

i√ 丁 二 義 7 ｝
YL

O i llO ト94 172．409 …
35870・786 j 98．995

壬Ⅴ i 2888 YL i O i 2 50 ト94 171．8 2中 35871．161
99．024

Ⅳ i 2889 ！ YL ！○ 450 ト94 170．9 65

】
一35871．681 99．076

旨　 Ⅳ ［ 2890 ！ 軋つ　 ○ i　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　 I
36町 －94 170．0 72 ［35871．756

建
99．135　匡8　 Ⅳ i 2890 i 軋つ　 O i 360 i－94 1礼 0 72 ［35871．756 i 99．135 躇

Ⅳ ； 28 91 ［ YL i o i 560 主か94 169．95 7 1
358 71．278 99 ．175

Ⅳ　 j　 289 2 i Y L

Ⅳ i 2893　 …I Y L

〇 日 30 ト94 169．493 ：358 71．2 36 ！99．186

i O i 390 ト94胤 465 日 587 1．066 i 99．198

iⅣ　 ［　 2894 YL o j　280

［
－94169．922 3587 1．0 14 99．224

l
Ⅳ　　 j　 2895

Ⅳ i 2896

YL ［○ ［350
…94171。163 35869．360 i 99．155

YL
O i 440 ト94171．54 1

F
35869．306 99．106

1
Ⅳ　 ［ 2899 YL 】 〇 日 30 ト94183．077 ！35882．256

98．011
！

IV　 ［　 2900

王V　　　　　 7785

Ⅳ　 ；　 7786

［
ylJ　 O　 ニ30 ト94183．815 ［35881．342 ！98．082

Y I。M 〇　 日 80 ［－94 213．381 35894．707 96．370
1

YLM i O
！2 川 上朋 213．37日 358弘 394 再 6．387

Ⅳ　 j　 7787　 j　YLM　 j O j　50 ト942 13．299 ！35894．186 i 96．415

i Ⅳ ［ 7788
YLM

O i 40 ト942 13．717
35893．639 96．378

Ⅳ i 7789　 日 LM 〇 日 00 …942 13．750 巨 58弧 6 14 ［弧 36 5

Ⅳ　 j　 7 79日　 YLM　 日 の　 20 ト942 13．439 i 3589 2．90 1 i 96．367

Ⅳ　 ［ 7803

1　　　　　　　　　　　　　　1
Yl．M ○ 14 60 －942 10．826

…3589 7．876 ！
96．34 1

Ⅳ ［ 78掴　 目 し中 ○
410
2
－942 10．86 1 35897．699 96．368

Ⅳ ； 7805　 日 L中 ○ 恒 0 ト94210．883 35897．769 極 目 56

Ⅳ 1 7806 i　　　　　　［
YLM ［0 l 390

…－94210．95 1 i 35897．839
96．348

IV　　 E　　 7807 ［
YL中 o i 450 …94211．035 ！35897．655 】96．353

Ⅳ　 】　 7808　　　 YLM ○ 350 －94210．975 ：35897．664
1
96．352

IV

Ⅳ

7809 i YL訂 o i 820 ト94211．070 ！35897．74両 96．338

7810 ！E［
YLM 】 O i 1230

－94 211．304 l35897．490 i 96．343

Ⅳ 】 7811 i YLM i o ［8 80
1

－94 211・20畑 35897・369 96．323
IV i 7812 YL中 O i 170 ト942 10 ．623 ！

35896．993 96．403

‡Ⅴ
78 13 ！ YLM O j　50

－942 10 ．494 35896．982
l
96．39 5

亘Ⅴ

Ⅳ

78 15
YLM ［O i 4100 ト9422 1．775 j

1960 ト9422 1．9‾1云

l
3589 0・611 j 96 ・36 5

78 16 YLM ○ 3 589 0．721 】！
i 96 ．4 11

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
Ⅳ 】 78 17 】 YLM

○ ［1010 ト942 15．265 巨 5899 ．8 72 ！96．3 13

！亘V　　　　　 78 18 yLM
】O i 5000 －942 18・6 12 ！

35900 ．6 29 ［96．309

Ⅳ i 78 19 YL‖ ○ ミ 50 ト942 12．692 i 358肱 66中 96．256

Ⅳ ； 7820 i YLL i o i llO ト94212湖 5 i 35894．4 18
96．243

Ⅳ　 j　 7821 i YLL ヨ○ 110
－94212．736 i 35894．3 18

96．263

王Ⅴ 7822 i YLL
o i 150

F

－94212湖 4 i 35894．24 日 弧 261

Ⅳ 7823 YL L ○ ！ 90 ト94213．070 i 35894．124 ！96．259

Ⅳ 7824
YLL i o i 160

［

－94 212．983 j 35894湖 4
96．247

Ⅳ　 j　 7825 i YLL i o 】4 70 ト942 13．135 ！35894．506 i 96．268

Ⅳ ［ 7826 ！ YLL i o 1 2280 ト942 13．4 78 i 35894．397 ！弧 265

Ⅳ i 782 7 ［ YLL i o i 430 ト942 13．4 70 i 35894．233
i9 6・269

lV 7828 i YLL i o ［160 －942 13・43 7 i 358 94 ．06 5 i 弧 290 i

IV 7829
j
i［
YLL i ○ さ

さl［
290
－942 13．3 16 i 3 589 3．9 76 i 96 ．24 1

Ⅳ ［7830 ； YLL O i llO ト942 13．588 i 35894 ．0 10
［96・3 11

fV 783 1 YLL ○
130 ト94213．569 i 35893．853 ！96．335

IV 7832 YLL ○ 270
－94213．704 j 35893瀾 5 歳 6．268

IV 7833 YLL ○ 100
－94213．778 i 35893．93 1

4
96．320

IV 7834 YLL ○ 210 き
－94213．883 i 35893．855 96．294

Ⅳ 7835 YLL ○ 1050 －9 4213．743 i 35894．034

l
96．270

Ⅳ 78 36 YLlJ ○ 550
－94 214．088 i 35894．416 弧 271 i

［　　　　　　　　　　 ［Ⅳ　 ；　 78 ：37 】 YLL ⊂） 20
［

－942 14．285 1 35894．137 ．96．287

Ⅳ 78 38 YLL ○ 190　 －942 13．233 i 35893．592
96．306

Ⅳ i 7839
YLL

○ ［180 ： l
－942 13．6 17 ；3589 3．431 96 ．312

IV i　　7840　［　YLL

7841　i YLL

Ⅳ　　j　　7842　！　YLL

－94213．619

100　ト94213．725

Oi200ト94213．912

Ⅳ　1　7846　　　YLL［○

35893．288

35893．151

35893．101［96．290

40　ト94213．649；35893．090　再6．261

Ⅳ　　　7847＋i YLL O j　ほ町－94215．262「箔896．132
ー94215．310 35896．289

7849　［　YLL

量Ⅴ　［　7850　i YLL

CH　90　ト94215．372 35896．329

×　　50　ト9421私169；35893．687　再6．209

Ⅳ　［　7851　ミ　YLLi x；60　㌧94218．259

Ⅳ　［　7852　i YLL［○

35893．695

1000ト94216．790［35889．646

ー94210．730 35901．714

Ⅳ ； 7854 i YLL　日 月　 60 「94222・891 恒 5902．081 i96．071

Ⅳ　 i　 7855 YLL
O i lOO ト94222．878 i 35901．966 再6．079

IV 7856 ［ YLM ○ 220 ト94210．715 ！35901．854 96．190
Ⅳ i 8034 ［ YLM

○ 20 －94212．67日 35897．188 96．316
Ⅳ　 「 華 35　 j　YLM i 〇 日 0 －94209．411 巨 5895．996 i弧 471

Ⅳ　 1 8036 ！
YLM i o i 90 ト94209．121 i 358賂 188

96．324
Ⅳ　 j　 8041 日 L中 ○ ！600 ト94208．585 i 35897．435 i96．426

Ⅳ　 「 … ‖ ㍉ L中 o i 50 ト94208．975 i 35894．153 ；96．406

Ⅳ i 810弓 YL弓 O L」80 仁94210・037 i 35895・024 ！96・408

Ⅳ　 i 8110 i YLM i O　 j　970 ト94209・822 ［35895・097 i弧 395

Ⅳ ！ 8111 ！ YLM　 O i 180 ト94209．763 i 35895．938 i96．382

Ⅳ　 …　 8112 ！ YlJM　…0 ．［320 ト94209．404　 358弧 073 ！96．…

Ⅳ　 「 … 3 i 川中 0　 800 ト94207．397 ［35895．581 i96．448

・u…五 一 「 慧 辛 岩 場 19。ト。42。7湖 司 。58弧 57中 弧 42。
j　 8肌4　 ［

［Ⅳ　 ［ 8115 1 YL頼 〇 日 00 l；－94208．478 ！358弧 47畑 弧 427

i Ⅳ ！ 8116 i YL中 o i 320 ト94208．518 ！358弧 642 極目 29

Ⅳ　 恒 117 i YLM ！o j lO50 ト94208瀾 6 ！35895．646 ！96．425

Ⅳ　 恒 118　　 YLM i o j 200 ト94208．41訂 35895．766 i96．437

Ⅳ　 恒 119　　 YLM ○ ミ800 ト94208．674 ［35895．826 恒6．433

Ⅳ 1 812日　 YLM ○ 再 00 ト94208．551 i 358弧 862 恒6．438

Ⅳ ［ 8121 日 LM i O i 450 ト94209．191 i 35896．189 ！96．409

Ⅳ　 恒 122　 日 L中 o j 300 ト94209．070 ！35896．180 ！96．421

Ⅳ　 恒 123　 日 LM i 0 16信 一94208湖 こう巨 5896．2舶 恒 ．438

Ⅳ 】 8124 i YLM　 O 再 4年 94208．91中 358賂 155 斥 417

Ⅳ i 8125 i YLM 0　 910 ト94208．891 i 35896．087 i96．428

Ⅳ　 恒 126 i YLM ［0　 280 －94208．827 i 358弧 182 i96．426

！Ⅳ i 8127　 日 L中 〇 日 20 ト94208．878 35896．349 ！96．426

Ⅳ ！ 8128 i YLM O i llO ［
－94208．805 1 35896．322

1
96．438

Ⅳ i 8129 i YLM ○ ！50 i
－94208．687

35896．312 】弧 439

Ⅳ i 8130　　 YLM ○ …　30 j－94208・602 i35896．331 96．404

Ⅳ ； 8131 ［ YL中 O i 60 i－94208．520
35896．267 96．436

IV　 j　 8132 4
YLM　ヨ
E　　　　　　　　　　　　　i

iO i 330 …94208．574 i 35896．234 96．428
Ⅳ ！ 8133 i YLM 】○ 】290 ト94208瀾 6 ！358弧 0012

96．441
Ⅳ i 堅墾」 二塑己 O i 380 二些 08・五 1 35896・022 ［弧 437

『 √ 「 ㌦ 135 YLM　 O i 450　－94208．796 ；35895．926 96．428

Ⅳ　　 j　 8136 YLM　　 0　　 240 i
－94208．651 35896．033 96．427

Ⅳ ［ 8137 ！ YLM ［0　 60 ヒ
－94208．715 j 35896．119 i96．415

】　　　　　　　　　　　　　　　　　rⅣ ； 813日　 YLM 】o i 240 ト94208．601 ［35896．130 ！96．427

Ⅳ ！ 8139 】 YLM　 O 】90 ～
－94208・588 i

35895．972 i弧 440

Ⅳ i 8140 YLM　 0　 250 」94208．497 ！35895．968 ‾96．438ミ

ヨⅣ ［ 8141 i YLM　 O E 20町 －94208．458 35896．039 i96．426
十－

Ⅳ　 i 8142
YL町 ○ ′‾義 丁 這208．488 i 35896．155

96．415
Ⅳ i 8ほ3 YLも日　 o ［320 －94208．369 i 35896．056 i96．420

IV 8144
YLM 】○ ；740 ト94208．350 35895．976 ！96．434

Ⅳ 8145 i YLM i o i 270 …－94208．810 35896膏15 i96．451

Ⅳ
8461 ！ YLL　 O ［8500 再 4288．222 i 35942．915 ；95．446

Ⅳ ［
8462 i YLL ［○

上 550 －94288．497 i 35942．859 i95．478

IV 9259　 j　YL中 ○ F 180 ト94210．202 i 35892．557 i96．302

Ⅳ 9260
1

YLM i ○ 10 1
－94210．914

35892．310 ！96．285

Ⅳ i 9261 ［ YL中 ○ i
3町 －94210湖 7 i 35891．814 ！96．311

Ⅳ ［ 9262　 日 LM i o 20 ト94211．441 ！35891．269 ［弧 254i

lⅣ i 9263 i YLM i o 160 ト94211．639 ！35892．346 ［96．270

Ⅳ i 9264 i YLM i O 40 ト94224．575 ！35900．957 i96．256

Z
Ⅳ ［ 9265　 日 LM ；○ l

1450 i
［
－94225．566 ！35902．62年 96．2474

Ⅳ i 9350　 日 LL i O l　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　 l50 ；－94224・86（‖ 35900・650 j96．179

くⅣ　 ； 9351 i YLL　 j　o 100 ト94224．537 i 35901．858 ！96．062

Ⅳ　 ！ 9352　 日 LL ［〇

十 ‾－ ｛ …

i　　　　　　　　　　 i
120 ！－94224・47町　 35901．976 ［96．083

Ⅳ　 i　 9353　 ［ YLL　　　 X
360 ト94224．252 i 35901．343 i96．122

Ⅳ ！ 9354 ［ YLL l X i 160 i ！
－94224．128 ［l

l
35900．866 i96．129

iⅣ ［ 9355 ； YLL ［○ ［100 ト錮224．084 ！35900．636 ［
96．153

ーーIl－139－1－1一一一



文化層　 遺物番号 出土層位i赤化 重（g）！ x座標 Y座標 H座標

Ⅳ
9356 i YLL i ○ ； 50

－94223．8 15 35900．478 96．148

Ⅳ　　　　　 9357 YLL i x 40 －94223．491 35900．927 96．19 1

Ⅳ　　 9358　　 YLL i x
30
ト94223．755

i 3590 1・320 96．126

Ⅳ　　 9 359 ！ YLL i o
90 －94223．799 35901．458 96．102

Ⅳ　 ； 9 360 …　YL‖ ○ 80 】－94223．738
】35901．656 再 6．082

Ⅳ ［ 9 36 1 i YLL i o 】
5　90 －94223．622 35901．773

［
96．091

Ⅳ
！ 936 2 i YLL i o

100 －94223．661 35901．774 96．082

Ⅳ ［ 9363 i YLL ！○
100 －94223．708 35901．810 96．069

Ⅳ ！ 9364　 日 LL i o i 120
－94223．741 1 35901・880

i 弧 085

Ⅳ i 9365 ［ YLL ［ × 150 －94223．758 35901．938 96．074

Ⅳ ［ 9366 i YLL　 j　o

Ⅳ　　 9367 ［ YLL ［ ×

2　90 －94223．795
3590 2割 1 ！弧 090

640
J

…942 23．81日 3 590 2．冊 つ 弧 0 35

IV　　　　　 9368
i YLL　 j　 x ji 50

i
－942 23．66 5

E 35902 ．058 ！96 ．103

】
Ⅳ

9369 ［ Y L‖　 ×
20 －94223 ．606 声 5902・17 1 96．088

Ⅳ ！ 9370 1　　　　　　　　　　　　　　　1…　 YLL 】 〇
一

】
10

［
－94223・55 日　 35902・138 96．059

Ⅳ i 9371 l Y LL ○ 50 ト94223．5 78 i 35902．113ヨ i 968060

Ⅳ i 9372 】i YL L i X
［ 120 ト94223．549 ［35902・掴4 96．079

Ⅳ i 9373

Ⅳ ！ 9374

l
YLL ×

80 ト94223．527
3590 1．882 96．067

YLL ○
20 ト94223．474

3590 1．797 96．083

Ⅳ ； 9 375

2
YLL
i
× 110

；
－94223．5 16 】3590 1・737

1 96．064

Ⅳ i 9 376 】 YLL ○ 270 －94223．493
1

35901．397 96．070

j
Ⅳ　 j　 9 377 YLL × 60 －94223．363 35901．363

I 96．084

Ⅳ　 恒 378 YLL ○ 140 －94223．333 35901．326 96．094

Ⅳ ！ 93 79

Ⅳ i 9380

YIJL × i lOO －94223．430 ［35901・326
E
96．097

YLL ○ 40 －94223．513 35901．152 96．082

Ⅳ ！ 938 1
YLL ○ 20 －94223．510 35901．199 1 96・091

Ⅳ　 ！ 9382

［
YLL
ヨi o ［ 40 －94222．955 35901．995 96．080

Ⅳ ［ 9383 YLL ○
［
430

r
－94223．12畑 3590L 971 96．052

Ⅳ　 j　 9384
YLL × 20 －94223．213 35902．013 96．054

IV　　　　　 9385

i IV　 j　 9386

YLL ○ 60 ト94223．176 3590 2．0 74 96．0 73

YLL ×
日 80

－94 223．037 3 590 2．208 96．085

Ⅳ
［
9387 YLL ○ 70 －94 223．248 35902 ．115 96 ．0 70

Ⅳ 9388
YLL ！ ○

160 －94223 ．311 35902．0 53 96．040

IV ［ 9389 ！ YLL
o i 110 i－94223．384 ［35902．19 1

96．077

Ⅳ ［ 9390 S
Y LL ○ 50 －94223・453 i 35902．2 10 96．104

Ⅳ

； Ⅳ

9391 Y LL
ヨ
× 20 …94223．49 1 35902．209 96．094

9392 YLL
× ！
30
－94223．507 巨 5902．323 ！

96．102

Ⅳ 9393 YLL l O ［ 100 －94223．5 15 35902．333 96．072

Ⅳ －9 394 YLL ○ 30 －94223．406 35902．340 96．068

Ⅳ 9 395 YLL × 10 －94223．359 35902．608 96．135

Ⅳ 9396 YLL ○ 40 －94223．207
35902．876 i

96．076

Ⅳ　 i 94 16 YLU ○ 690 －94219．512
35909．369 ［

95．928

Ⅳ 9424 YLL ○ 9 10 －94243．550 35911．332 95．728

Ⅳ i 9425 YLL ○ 100 －94244．289 】35911．423 ！95．809

Ⅳ 9426
き

YLL
Z
○ 60 －94244．186 35911．511 95．821

Ⅳ 9427 YLL ○ 】100 －94244．125 35911．716 95．801

IV 9428 YIJL ○ 160 －94243．175 35911．828 95．747

Ⅳ 9429 YLL
O i
20 －94243・507 ！35912．166 95．752

Ⅳ 9430 YLL ○ 290 －94244．825 35912．208 95．8 08

Ⅳ 943 1 YLL
1
○ 230 －94243．468 35911．028 95．794

Ⅳ 9604 YLL ○ 50 －94225．38 5 35892・67畑 96．2 25

96 ．008Ⅳ 9605 Y LL ○ 100 －94 223．4 79 3590 1．379

．Ⅳ 】 9606 i
Y LL O i 50 ［－9423 7．698 3 5909 ．9 34 9 5．7 37

Ⅴ 8097 Y Lti × 3550 －94209．760
3589 1．27の 96 ．5 73

V i
8098 Y LU ○

220 ［ i
－94209．9 19 li

35890．874
1
96 ．599

V ！ 8099 i YLU ○ 360 ！
－942 10．033 35890．898 96．588

V i 8100 ［ YLU
○ 6 10 －942 10．097 35890．886 96．580

V i 8 101 ！ YLU ○ ［
400 －942 10．003

35890．785 ；96．580

‘Ⅴ ［ 8 102　 日 L中 ○ 】160 ト94209．938 35890．735 i 96．579

V i 8 10 3 i YL中 o j ！
300 】－94209．86 1 35890．794

2
96．568

V I 8 104 ！ YL中 ○ 1400 ト94209．666 …35890．968 i 96．576

iV 8 105 i YLt‖ ○ 4 10 ト94209．560 35891．046 i 96．607

Ⅴ　 …　 8 106 ！ YL中　 × 4500 ト94209．513 j 35890．907 i 96．585

V ！ 8 107　 日 L中 ○ ！7 10 ト94209．072 1
35890・62畑 96．609

V i 9 155 ！ YL中 o i 110 ト94206．771 】35904．985 ！96．252

1V　 j　 9258 ； YLU i o i i
30 I－94209．457 ［35895．812 i 96．400

V i 9397 i YLtI i x i 800 ト94217．622 i 35904．907 ［
96．161

Ⅴ ［ 9398 i Y LL‖ 3000 ト94217．776 ［35905．081 i 96．170

V　 j　 9399 i Y L中 0 l 300 ト94218．105 i 35905．93畑
96．170

［　　　　　　　　　　　　　ヨ
Ⅴ　 ［ 9400

Y L中 ○ ［
170
－942 18．133 i 3590 5．890 ！96．151

Ⅴ 9401 i YLtJ i o i 150 ト942 18 ．316 ！ 3590 5．723 96．177

文化層 遺物番 号 出土層位！赤化 極 （g）！ x 座標 Y座標 H座標

Ⅴ
】
； 9402

YL中　 × i lOO
－942 18．294 35905．970 96．158

V 9403 …　 YLU i o i 240 －942 18．163 ！35906．061 96．138

Ⅴ 9404
YLU i o i 360

－94218．209
！

！35906・194 ［96・10 1

Ⅴ 9405
い LU i 〇 日 000

－94218．293 ［35906・141
i 弧 117

ぎ
Ⅴ
恒 406 i YL中 ○ ；29町

－9421私 403 35906．076 96 ．139

V
！ 9407 i YL中　 × ！130

－94218．479 35906．089 】96 ・14 1

Ⅴ 9408 YL中　 × 巨 30 －94 218．487 I 35905・9 23 96．125

Ⅴ
l
9409

YL中 ○ ！340
－94 218．490

ミ
35906 ．164

ヨ
96．114

V 9410 YLL‖ ○ ［550 －94 218．397 35906 ．285 96．087

Ⅴ i　 9411
YLt‖　 × i 70

‾942 18 ・42町 35906．369
ヨ
96．130

Ⅴ 9412
YLt‖　 × 巨 60 i

－942 18 ．06 7
i

35906．477 ［96．096
V i 9 413 ； YLLj i x ‖ 20 ト942 18 ．4 52 唇 5906瀾 司 96．112

Ⅴ　 ［ 94 14 ［ Yl。tJ ○ ［650 －942 18 ．580 ！35906．90両 弧 082

Ⅴ　 ［ 94 15 YLU ［○ 】1180 －942 18．797 ！35906．3 16 96．098
V i 9464

YLLJ
O i 520 －94203．3 19 巨 5887．683 恒 6湖 8

i v i 9465 YLtJ lO i 200 －94203．324 ［35887．154

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
96．875

i v i 9466
YLtJ
ヨ

！○ ！320 】－94203．176 巨 5887．227
96．867

i v ［ 9467
YLtJ

× i 350 ト94203．096
35887．237 i 964878

Ⅴ 】 9468

ご
YLLi ○ ！200 －94202．989 i 35887．186 】96・90 1

V ［ 9469
YLU

○ ［ 130
－94202．988 35887．117 96 ．9 16

V i 9470 i Y LU

E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

… o i 520 ヨー94202．86日 35887．144 ！96 瀾 1

Ⅴ 9471 Y LLJ
】 O i 380

－94202．806 3588 7．155 96．905
Ⅴ ！ 9472

YLU
O i lO40

－94202．736 3588軋 9 59 96．896

V i 9473 YLtJ
〇 日 300 ト94 202．871

35886 ．852 96．9 12

：Ⅴ　 ［ 9474 YLti
！〇 日 30

－9420 3．177
白 5886誹 82

】96・903
V i 9475

YLl．J
i x i 400

－9420 3．098 j 35887．02 1 96．896

Ⅴ
94 76 i YLU ○ ！690

－9420 3．30 5
35887．052 ！96瀾 6

Ⅴ l
】　 9477 YLLJ ○ ！720 －94203．553 35886．867 96．806

V i 947日　 YLtJ 〇 日 80
－94203．446 35886．760 ！96・853

V i 9479　 「 m O i 490
－94203．389

】
35886．873 96．853

V i 9480
YLLl

〇 日 300
幡94203．4 13

［
35886．964 96．844

V　 i 948 1 YLU 1O　 j　800 －94203．349 ！35886．696 96．819

Ⅴ
9482 ［ YLU 0 l 260 】－94203．394 i 35886．381

96．862

Ⅴ　 ［ 9483 i YLtJ O i 250 5
－94203．047

3
35886．665

l
96．890

Ⅴ
9484 i YLLJ 〇 日 020

－94204．122 35887．805 96．734

V 9485 Y LtJ
〇 日 220

－94202．209 35888．991 96 ．9 12

Ⅴ 9486 Y LLJ ○ 60 －94204．075 F 35887．042 96 ．80 7

Ⅴ
［
9487 YLtl ○ 30 －94204．743 1 35887・159 96．759

Ⅴ 948 8 YLtJ 】 ○ 60 －94204．565 l 35887．530 96．740
V ！ 948 9

YLt） ○ 320 －94 204．70 4 3588 7．90 7 96．703

Ⅴ ［ 9 49 0
YLIJ ○ 90

L
－9420 4．520

r
35886 ．8 12 96．795

Ⅴ 949 1 YLtJ ○ 80 －94204 ．59 2 35886 ．77 7 96．784

Ⅴ 949 2 YLLJ ○ 1430 －94204．262 35886．584 96．77 1

［Ⅴ 9493 YLLJ ○ 100 ［－94204．358 35886．50 1 96．770

Ⅴ　 ！ 9494 YLtJ ○ 190 －94204．577 35886．094 96．762

Ⅴ 9495
i

YLU ○ 880
】

－94205．0 16 ！35886．039 96．712

Ⅴ 9496 YLU × ［320
［

－94203．23 1
35885．468 ［

35889．183 ！

96．865

Ⅴ 9577 】YLU × 1320 －942 11．808 96．504

Ⅴ 9578 YLU × 870 －942 12．360 35889．26 1 96．468

Ⅴ 9579 YLU ○ l 5190
】
－9421 1．916

r
35888．866 96．489

Ⅴ　 ！ 9580

ヨ

i
YLtl ○

】
i 2 10 ！
－94212・32日 35888．698 96．475

V i 9581 － YLr ；
○ 1150 －94212．346

ヨ
35888．112 96．459

V i 9582 ［ m ‖ ○ i 5300 －94213．166
35888．298 】

96．460

V i 9583
】
Y LU
E
○ 7 10 －94213．661 35887．274 96．406

V　 i
9584 ［ l

YLtl ○ 3 110 －94213．572 35887．039
l
96 ．406

i
V　 i 9598 YLtJ ○ 120

i
－94202．911

35886．402 i
96 ．800

V　 i 9599 YLU ！ ○ 50 －94 20 4．632 ！ 3588 7．255 】96．728

V i 9 600 i YL中 O i 250 －94204 ．676 巨 588 7．83 7
96．68 1

Ⅴ ［ 960 1 日 LU i 〇 日 0 ！－94205．151 i 35887．105 i 96．669
［

V　 i　 9602 EYLU ○ 200 －94206．86 1 35888．070 i 96．563

V l 9603 i YLU　 …（⊃ 10 l
3

－94207．853
358賂 908 ［96．509

ー140－



附義3　縄文時代の着器計測衷
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堅撃墜二」 遺物番号i　艶土層位

692　　　　　　1815　　1　　　KtJ

693　［　3581　［　　FB

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

す　　　　　　　　　　　　　1

694　　　　　　6085　　　S FB

695　　［　　2853

696　　i　　6558　　：
－　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

697　　　　　3639　！

698　　；　　3741

699　　　　　　　8313

700　　　　　　　6612

701　　…　　　6430

70ころ　i　　55
－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、－

704　　　－　　　6811

705　　；　　4048

707　　；　1184
．　　　　日　　‾

i

…ル～堅…十一一一撃
709

FB　　憮瀾盾

FB iガラス質黒色安山岩

▼

FB l黒縁石

711　　；　　6982　　】

幸二［：季芋
」竺一一」…塑〔十
714　　；　　4968　　［

715　　　g　　　6314
－　　　　　　　　．－　　　　　　　　　　　　　－

716　！　3066 FB jガラス質黒色安山岩
．　　　　　．‾　　　　　　　　　　　　‾　、　　‾▼、　　　‾‾　　　　　　－　　　　　　＿　‾‾　　－＿＿、　＿、　　　　、　　＿＿・　　．　＿　＿　　　　＿＿＿＿　　、＿　、．－　　　　　‾．＿＿　、＿

FB Iホルンフェルス

＝Hl m　　　チャート

727　　：　　5201 FB＋＋】ガラス質黒色安山岩

8221　】　　　ZN

丁：1（1　．　　7川　　　　　　　hl．
．‥1　　．　　．＿‥：　　．　　　…

731　j　　2288　［　FB ス質黒色安山岩

FB　「黒耀石

個体名称　l　縦長（m） 横長（rllnl〕

1．33　　；　　　0．49　　　1　　　0．5

LI5　　　　　　　（1∴叛）　　　　　　　（）．1

（0∴H）　［　　級4）

（（1∴111　　　　　　日）．

（0∴号5）　　　　　紅4）

（0．ご5）　　　　　（（）∴1）

（0．・101　　　　　（0．封

（1∴l（1　　　　　　　（1．5

（（）．11）　　　　　（（1．5）

（1∴l

0．35　　　；　　　私4

崇豊＋

）　　j

）＿＿．（＿L・1（1）

▼　、‥∴　1　－：、‘∴
（0．（う）

（（）．封

豊㌃＋霊㌃（0．（う）

私7

（1・lH）：（（1予l）．＿（早）．　（（1．51）　　　　　（1∴1）

1．70　　　［　　　0．30

（1．33）　！　（0．33）

733　1　8222

……　J　u

ZN　　憮瀾盾 i石鉱　　　　　 ［（1440）；（1．25）i　紅30）　　　　 級

7こ摘i　R143
L　ZN ［ガラス質黒色安山岩 ［石鉄　　　 ！1．33

1・57　［　0・35　】　　私

7：35
’’”十
2136
i　FB　　黒耀石 石鉄　　　 i l瀾 1．60　！　0．30　j　　o。

蒜　「　　 2749

f
FB ；ガラス質黒色安山岩
［

石鉄　　　 ［（1．91） 1
（L73）】（0。70）
く

i
圧

737 8155
zN　！ガラス質黒色安山岩 石鉄　　　 i （1瀾）1 五70）［（0．4）！　級

738
4405　l　FB
［黒耀石

［
石鍍　　　　　 ［（1－1）

（1．36）j　（0．37）】（0．

739　　　　　　　5677
［
FB　　！ホルンフェルス

石鉄　　　 】　2．33 E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j
1．45　　i　　私59 1．

740　［　2291　　　 FB ［黒耀石　　　　　　　 j

l

石鉄　　　 ［（2．53）

r

（1・71）［（0・虹⊥一生

741　　】　　3099 FB iガラス質黒色安山岩

742　　［　　484　　　j FB

492　［　FB j黒耀石

744　1　2139　；　FB　「ガラス質黒色安山岩
‾　　　．ヽ‾　、－‾‾‾‾‾、一一　‥．　一一、一　一一一一…一一一　　一一一一一一ヽ　一一一、－1

．・　　　　　，．　　　　　‥　　　：lr′

746　　　　　　2450・h l．I　　　　　　　　・－

747　　　　　　3671　　　　　　Kl）

748　　‘　　5183

749　　　　　　　2310

750　　1　　2246　　［

－　．　　　　・　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　．

751　　　　　　7「l

752　　　j　　　726

753　　1　　226

754　　　　　　1736

755　　　ま

W‾‾－‾‾‾‾‾－‾十‾……

756　1

1珪質粘板岩

附j　　　黒耀石

FB　　慄魔石

ま

∴　　∴
‾　‾　‾　‾‾‾　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　＿　　　＿＿　　、＿　　　　　　＿　＿＿　　　＿　　　　L

757　　　　　　1916　　；　　FB

758　　　　　　　299

ホルンフェルス　　　　　　　　　石ヒ

ホルンフェルス

iホルンフェルス

ー一つ42ll1ll…

2．56　　　】　　　0．44

0．－10　　　．　　　0．8

0．40　　　［　　　2．2

0．30　　　j o．9

・：・

i　　（0．8）

（6．41）　；　（3．48）

4．20　　　［　　1．95

（2．85）　l　　（5．71）

（3．67）　i　（5．40）

0．70　　　i　　　　5．8

（0．67）　；　（9．7）

（15．9）



遺物番号】出土層位

759

762　　［　　858　　　E FB

ホルンフェルス

7（う3　　　　　　2。丁7　　　　　　日う　　　　LII∵－；一
－　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　－　　　　　　　－

764　［　6544　；　FB　　症ルンフニルス

－「「議了「‾‾‾765　　［　　　　　　　　デ

ー　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　一一　　　　　　　　　　一

［

766　　　　　　　952　　1　　　FB

丁（う7　　　　　「待7　　　　　K「　　珪質粘板岩
－．＿　　　　　　　　　　　　　　　・＿＿　　　J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　＿　　　　　＿＿　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　°　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l＿　　　　　　＿　＿　＿　＿F　　　　　　　　　　＿　　＿＿　＿　　　　＿　　　　　　　　　　　　、

768　　　E　　　3035 FB　［無斑品質安山岩

769　　4　　993　［　　KtJ i砂岩（細粒）

770　　　L　　1737　　　　　　　FB

772　　　　　　2725

無慮品質安山岩

ア7：1、、．＿ご…　．　卜11．ポ′∴ノ‾71二ルーく

二㌃＋霊言上
S

I

FB iホルンフェルス　　　　　　　　旧懐

堕し＿」澄⊥墜」遭墜
777　】　3506　i FB　　慨閃石片岩　　　　　　；磨斧

▼…‾「

縦長（mm） 横長（Hlm）　　　厚（nm）

2。51　　1　　128．1

2851　　［　　　216

＝∴19　　．　　　5．05

（1二．55）　　　　　持．0融

9．（15　　　　　　　・1．7：1

（7．931　　　　（5．1両

（5。27）　［　（7．25）

（10．25）　j　　（5。68）
‾　　　　　　　　‾　　　　‾‾　　　　　‾　‾　　　　－　　　　　‾　　　　　　　’F　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　‾　　　　‾　　‾　　　‾‾　　　‾　　　　　　　　　　　　　　‾

11．02　　［　　　2．93

1．こB l（）3．Ll

（L8日　　　　　（・L7）

（1。18）　　さ　　（47）

（1．1（う）　　　　（（廿l）

仕42）　　ま　（215．3）

1．5：1　　　　　　　（う（う．7

（1．95）　　　　（H4．8）

7 7 8
［ 3 4 0 8 i F B ［緑 色 凝 灰 岩　　　 ！磨 斧　　 ［ （4。2 0） i （4．4 1） ！ （1瀾 ） 】

（44）

0－7 3 2．1
l

閂 9 ！ 3 2 7 ！　 F　　 憫 石　　　　　　　　 装 飾 品　　 ！ ．72　 i　 ま．95

7 8 0　 ［　 58 2 0　　 j　　　 FB　　　 砂 岩　　　　　　　　　　　　　 石 錘 6．1 3　　　 6．2 4　 i　 2．1 8
12 3．5

5．0 7　　　 6瀾　 i　 2。1 0
8 5．77 8 1 7 7 5 3 ［　 F B　 l墜 着 安 山 岩 完 錘

78 2 】 6 6 5 4 i　 F B　 ［砂 岩 （細 粒 ）　　　　　 石 錘 E［ （4．7 7） （8 ．1 7） （1∴摘） （63．8）

7 8 3　 ［ 1 0 9 7　 ［　 KU 】多 孔 質 玄 武 岩　　　　　 i敲着
5。7 0 2．5 5

L

j　 2。5 0
i　　 40

7 8 4　　　　 22 0　　　　 FB　 】玄 武 岩　　　　　　　　　 j敲 石 （5．1 0） （3．3 0） ［ （1・7 0） ［ （40）

7 8 5 ； 6 4 19 i　 F B ［砂 岩　　　　　　 ［敲 石　　　 i （8瀾 ）
（2．2 0） （1．3 0） （5 0）

7 8 6 i 2 3 0 3　　　 FB　 j輝 石 安 山 岩　　　　　　 敲 石
7．6 0 4．10 2．3 0 1 0 0

7 8 7 ［ 4 2 4 i　 F B　 i輝 石 安 山岩　　　　　 ！敲 石　　　 i　 8 瀾
3．8 5 2。6 0 1 2 0

78 8 ； 7 10 4 i　 z N i砂 岩 （細粒 ）　　　　 i敲 石　　　 ！ 10．1 0
3．6 0 2．2 0 1 3 0

78 9 ！ 3 6 9 6　　　 FB i多 孔質 玄武 岩 ！
l敲 石　　　　 i　 5．6 0

4．2 0 3．7 0 1 1 0
79 0　 ！ 19 2 7　　　 FB　　 一輝 着 安 山岩 …敲 石　　　 i　 4．5 0 】

3．6 5
！
［ 2．8 0 5 5

7 9 1 】 6 5 5 2　　　 FB　 懐 儀 岩　　　　　　 ［敲 石　　　 ！　 6．7 5 ；　 4．7 0　 i　 3瀾
1 5 5

！　 川 〕 i　 3．2 0
i lO7 9 2 ［ 3 5 0 9　　　 FB ［多 孔 質 玄武 岩 磁 石　　　　　　　 7．15

7 9 3
i 6 8 6 6 i　 F B i玄 武 岩

敲 石 8．0 0
～　　 4．5 0　 ！　 3．7 0

1 70

7 9 4 i 1 9 8 8 i　 F B ［多 孔 質 玄 武 岩
敲 石 6．9 0 5．1 5 】

i
3．9 0 18 0

7 9 5 ； 2 2 7 6 ！　 F B i輝 石 安 山岩
敲 石 8．8 0

5．9 0　 ［　 4瀾
3 15

7 9 6 i 6 5 5 0 i　 F B ［多 孔 質 玄 武 岩
敲 石 8．5 0

4瀾　 】　 4．0 0
2 4 0

7 9 7 i 4 6 8 4 i　 F B
…玄 武 岩 敲 石 6．8 0

4瀾　 ［　 3．6 0
12 0

7 9 8　 j　 38 2 3 i　 F B 多 孔 質 玄 武 岩 ii敲石 7．6 0
5瀾　 ！　 5．4 0　 ！

2 4 0
7 9 9 ［ 5 0 9 8 】　 F B

玄 武 岩 敲 石 6．6 0 4．7 0 3．2 0 14 0
8 0 0 i 8 6 4 i　 F B

玄 武 岩 敲 石
［
】 5．8 0 5．0 0 2。9 0 1 10

8 0 1 ！ 3 5 2 7 i　 F B ！
玄 武岩 敲 石 6．4 0 6 ．20 3．8 0 19 5

8 0 2 i 2 7 7 8 ［　 F B 玄武 岩 i
敲 石 11．5 0 7．70 3．0 0 3 5 0

8 0 3 ！ 15 5 4 i　 K t｝ ！［多 孔 質 玄 武 岩 敲 石 10．4 0 8 ．5 0 7．9 0 7 4 0
8 0 4 i 5 2 5 1 i　 F B i玄武 岩 敲 石　　　 ！

8 ・70　 i
［　 6．4 0

4．1 0 3 4 5

8 0 5 i 17 2 7 ［　 F B i輝 石 安 山岩
一敲 石 7．0 0 6．0 0

i
i
i 4　7 0 2 5 5

8 0 6 1 ：34 6 6 i　 F B i玄 武 岩 ［
敲 石 7．4 0 6．0 0 3．3 0 1 8 0

8 0 7 ； 4 5 9 ［　 F B i輝 石 安 山岩
敲 石 10．8 0 1 0．6 0 8．8 0 14 0 0

8 0 8 ！ 3 6 8 9 ；　 K tJ l多 孔 質 安 山岩 敲 石 14．4 0 1 0．8 0 9．0 0 16 9 0
8 0 9 ！ 7 0 8 6 ！　 F B　 庫 石 安 山岩

敲 石 12．5 0 1 0．30 10．8 0 17 9 0
i　　　　　　　　　　　 ［

81 0　 i　 8 4 0 3　 I　 F B
ヨ多 孔 質 玄 武 岩　　　　 ！敲 石　　　 i 1 3．4 0 ［ 10 ．8 0

7 i9 0
l

13 9 0
j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j

8 1 1 i　 5 0 8 8　 ［　 FB 玄 武 岩 敲 石 10．0 0 9．9 0 5．10 6 7 0
8 1 2 ［ 6 6 1 i　 F B i輝 石 安 山 岩　　　　 i

敲 石 11．8 0 7．7 0 6．9 0 89 0
8 1 3　　　 57 14 ［　 F B i玄 武 岩 磨 石 11．2 5 i 9．0 5　 i　 5．10　 ［

8 0 5
8 1 4　　　 66 8 0 i　 F B 反 武 岩　　　　　　 i

磨 石 7．3 0 5・0 0　 ［ 2．7 0 i
［ 1 50

8 1 5
7 8 7 i　 F B i輝 石 安 Lk 岩　　　　 ！

磨 石　　　　　 i 8．5 0
5．0 0　 ！　 2．2 5

13 0

8 16
5 6 2 6 ［　 F B i輝 石 安 山 岩　　　　 i

磨 石
［

9．5 0
6．4 5　 ［　 2．4 0　 i

2 2 0
8 17 】 4 3 7 i　 K U＋ 歯 石 安 山 岩 磨 石　　　　 ！ 8．5 0　 i　 7．2 5　 】　 3．2 0

3 15

8 18
6 0 0 2　 －　 FB　 i輝 石 安 山岩 磨 石　　　　 ！ 8．0 0　 ［　 6．6 0　 j　 3．6 0 ！

1 2 9 0

8 19
5 8 1 9 i　 F B　 i玄武 岩 磨 石　　　 ！　 8．2 0　 】　 5．75　 ！　 4．8 0　 i

2 9 0
8 2 0 ； 5 9 7 4 i　 F B i輝 石 安 山岩　　　　　 庭 石

8 ・1 5　 1
6．3 0　 ［　 3．1 0　 i

2 3 0

8 2 1
E

5 6 0 3　 i　 F B
ト

玄 武 岩　　　　　　 ［磨 石 l
9 ．70

［
8・6 0　 】　　 5・8 0 6 4 0

8 2 2
1 5 5 3 】　 K tj 輝 石 安 山岩　　　　 ；敲 磨 ：

7　8 5　　　　　　　　 5　9 5　　　　　　　 3　8 0 2 8 0
8 2 3　 ～　 27 5 3 i　 F B ！玄 武 岩　　　　　　　 庫 磨

7・3 5　 ！　 5．6 0　 i　 2．6 0 1 3 0
8 2 4 i 6 3 7 1 i　 F B 玄 武 岩　　　　　　 ！敲 磨　　　 】 9．2 0　　　　　 7．2 0　　　　　 3．6 0　 i

3 7 5
8 2 5 ；　 2 5 3 i　 F B 輝 石 安 山岩　　　　　　　 i敲 磨　　　　　　 j 8．10　 ！　 7．8 0　 ！　 3．8 0　 ！

3 6 0

－143－



図版番号
遣物番石 出土層位 ！　　 石材　　 i 個体名称 i 縦長 （m ） i 横長 （m ） i　　　　　　　　　 i

摩 （m n） i　 重 （g ）

8 26
1446 i　 KtJ i輝石安山岩　　　　 i敲磨　　　 ； 10．50 i ll．00 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 li　 6・60　 i　 lllO

82 7
7097 i　 FB i輝石安山岩　　　　 i敲磨　　　 ！ 11．30 i　 9．55 i　 5．80　 ！　 910

828 ［ 5602 i　 FB i玄武岩　　　　　　 ［敲磨　　　 i 12．40 ［
10 ．10

；　 4．80　 i　 870

829　　 1539 i　 KU i細粒安山岩 …敲磨　　　 i ll．70 i　 8．30 5．20　 ！　 735

830　 j　 633 i　 FB i玄武岩　　　　　　 i敲磨　　　 ！ 10 瀾 l ！　 9．00 －　 4．70　 ［　 715

83 1 】 349 7 i　 FB　 ト醇 安山岩 敲磨　　　 i （9．70） i （9．70） i （4瀾 ） i （575）

832
421 i　 FB i輝石安 山岩　　　　 ［敲磨 j

8．65　 i　 6 ．85
2．90　 ！　 250

833
477 1 i　 FB　 iァブライ ト　　　　　 i敲磨　　　 i　 9．30　 ～

8 ．50
…　 4．50　 i　 5 10

834
6 169　 j　 FB　 歯 石安 山岩　　　　　 i敲磨

】　 12・40 8 ．30
…　 4．20　 i　 650

835 ！ 2184 i FB i玄武岩
敲磨 i ll．20 i　 9 ．10　 i［　 4．60　 i　 770

ー
8 36

8 37

；
3419　 ［　 FB 怪 武岩 敲磨　　　 i 13瀾

8 ．50 4．10 680
7381 i　 FB 輝石安山岩 敲磨　　　 ！ 14．80

5．85
i　 8．05 ；　 965

838　 j　 7932 i　 FB ：
輝石安山岩

敲磨　　　 ［ 14瀾 ！　 6．70
j　　　 7．10 i　　 995

839 ！ 7878 ［　 zN
f輝石安山岩 敲磨 i　 13．40 7．40 6．00 800

840 i 60 76 ！　 FB
1輝石安山岩

！敲磨　　　 ！ （12瀾 ）
（6．40） ～　 （6．00） 】i （645）

84 1
859　 i　 FB

i
輝 石安山岩 】敲磨　　　　 i （13．25） （8．50） （5．90） （940）

842 ！ 6 198 i　 FB …輝 石安山岩 i敲磨　　　 i （10．30） i （6．50） （7．00 ）
［ （610）

843 ［ 6522 i　 FB
輝 石安 山岩 敲磨　　　　　 1 （丑 45） i （6・95） （7．20） （680）

844 】 4 165 ［　 FB i多孔質 玄武岩 敲磨　　　 i （9．40）
（8 ．10） （6．80） （725）

845
62 13 i　 FB

玄武岩 敲磨　　　 ！ 16瀾 】
7．30 5．90 1135

846
1436 i　 zN 輝石安 山岩 敲磨　　　 i 12瀾 i　 7 ．80

5．30 8 10

847 7404 FB 玄武岩
［敲磨　　　 ！ 13．80

6 ．60
i　 5．90

840
8 48 ［ 6470 i　 FB

輝石安 山岩
庖 磨　　　 i ll．65 i　 6．70 ！

5．80
】
6 10

849 i 6354
F11 ー玄武岩 敲磨 14．00 7．65 4．90 760

850
820 i　 FB 多孔質玄武岩 i敲磨

12．95 ［　　 7030 5．20 760
85 1 i 4943 i　 FB 多孔質玄武岩 凹石 11．50 10．40 5．50

l
790

852
】
1728 FB 多孔質玄武岩

】
凹石　　　　　 i （11・00） ［ （9・30） （5．20） 】　 （690）

853 64 34 FB 玄武岩 ［凹石　　　 ！ 11．30 l
8．70 4．45 525

854 264 FB 玄武岩 i凹看
15．00

F
10 ．75 7．80

i 16 15

855 436 FB 輝 石安山岩
凹石　　　 】 14．60

8．95 7．10 1200
856 i 5347 ！　 FB i

玄武岩 凹石　　　　　　　　　　　 9．30 7．10 4 ．50 390
857 i 5290 i　 FB

輝 石安 山岩 凹石 13．50 9 ．00
J

5 ．00 8 50

858
772 i　 FB 多孔質 玄武岩 凹石 7．10 7．20 3．80 260

859 24 FB
iデ イサ イ ト 凹石 10．60 6 ．30 3．50 225

860　 ！　 456
FB 玄武岩 凹石 10．80 8 ．05 4．85 620

86 1 8159 FB　 ！多孔質安 山岩 石皿 （26．10） （27．10） （9．90） （8000 ）

86 2 ！ 5268
FB 多孔質玄武岩　　　　　　 i

石皿　　　 i
（22．40） （24．40） （10．90） （6500）

863 ！ 1945 i FB　 ！
輝石安山岩 石皿　　　　　 】 （34・40） 】 （21．90）

】
（8．30） （7000）

864 1961 F B 輝石安山岩 石皿 29．90 19．70 9．20 8000

865 19 60 FB 輝石安山岩 石皿　　　 ！ （24．30）
（24．60）　 】 （13．00） （10 50）

866 ！ 359 i　 FB i多孔質玄武岩 石皿 （19．80） （28・60） I （7．20） （5500）

867 1055 KLJ 多孔質玄武岩 石皿 （17．0） （26 ．20） （9．20） （3500）

868　　　　　　　 6863 FB 玄武岩 石皿 （23．30） （22 ．00 ） （8．20） ［
（5000）

869 ！ 62 15
FB 多孔質玄武岩 石皿 （20．50） （19 ．20 ） 紅 30） （3000）

870 i 5849
FB 輝 石安 山岩 石皿 （15．75）

l
（11．55） （5．10） （1110）

871 1560
［

KU　　 j輝 石安 山岩 石皿　　　　　 ； （6．75）　　 j
】

（16・20） ； ほ 30 ） （590）
872 ［ 6650 ［　 FB

輝石安 山岩 敲磨　　　 ！ 19 ．40　 －
17．70 5．70 3230

－144－



附表毯　個体別分類一覧表

含有物3その他

1iHNH．＝　　黒色不透明～不透明

UIiM．控　　黒色不透明～亜透明

3irINHJ3　i黒色不透明

4　個ⅦJ6　】黒色不透明

5脾昭7　渾色不透明～亜透明

中略拶　黒色不透明～亜透明

7恒J9i黒色不透明

－l一㌧∴十票．－1－∴、－∴、∴－1∴、、
の球顆・石英を全体に少量含む　　　［

0．5程度の石英を全体に少量含む

0．5r皿程度の石英を全体に極少量含む

桓5m程度の石英を全体に少量含む

0．5m程度の球顆を全体に少量含む

暗灰色の帯状の縞が全体に見られる、0．
I皿～1mm程度の球顆め石英を全体に極少量
含む

5iやや釦

．！

暗灰色の帯状の縞が一部に見られる、0．5
m程度の球顆を全体に極少量含む

．5軋m程度の球顆せ石英を全体に少量含む

剥片面　i石器数樋物出土層位

！微細な割れが見られ
［る

：二二　　　「　　　「
微細な割れが目立
つ、なめらか

不明　　　　［なめらか

不明　　　　　　「微細な割れが目

i警票雲割れが少し見

られる、なめらか

1　［　　　FB

轡空割聖賢斗見j　3

微細な割れが少し見
られる

微細な割れが目立っ

i i
10 iAGKTl

唇 不透明　　 j3m ～5m 程度の欄 を多量に含む ！鋭い　 鹿 宗、潮 ～なめらか　　 言 BB I

11 iAGKT2 i不透明～亜透明　 檀㌶ 筑 豊 立っ、2m ～3 i鋭い iスリガラス状 ！なめらか　 声 〕 酎

12 iAGKT3 暗灰色不透明　 io・5rⅧ程度の石英を極少量含む　　 恒い　 桓 状　　 桓 ちか　　 1 j　 BB‡

j
項 AGKT4

i

黒色不透明～亜透明　 画 芸？讐完認 宣言孟れる、0・5m i鋭い　 唇 ＋ つ なめらか i 3 i BB I

14

15

16

AGKB　 暗灰色不透明　 io・鵬 度の璃 湖 を少量含む　 禁 の為光沢iァバタ状　 スリガラス状 i l i BB I

AGKT6
］

i暗灰色不透明　　 厚宝冒禁豊吉禁に見られる、0・5m 抑 胤 、 i不明　 ！なめらか　　 4 i BB I

AGKT7
灰色不透明　　　 恒 頑 度の石英を少量含む　 ！鋭い　 桓 状 iなめらか　 】 2 i BB 王

17 AGKT8

黒色不透明　 二 二極 れる、0・5臓 のやや鋭い i不明 なめらか　 F 2 i BB 王

l
［　　　　　　　 】当 AGKT9 ！

】　　　　　　　　　l

暗灰色亜透明～透明　 靡 票憲禁空㌫ 禁 鳥 5∫Ⅲ似下の直 恒 い　 唇 ＋　 jなめらか　 j 3 i BB I

19 iAGK－110 慶色不透明～亜透明　 檀 微細な縞 （0・5I皿以下）が全体にiやや鋭い 巨 状 ！
なめらか　 ！ 2　　 BB 王

20 湘甜Tll　 l
′－－十－十

暗灰色不透明～亜透明　 恒　　　　　 i鋭い i不明　　 iな鵜 か　　 2　 BB I

21

22

AGKT12 i暗灰色亜透明～透明　 檀 慧 監 恋 恋 こ見ら
！鋭い

i不明　　 jなめらか　 … l i YL

】［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 iAGKT13 桓 透明　　 匝 ～5臓 の掛 全体に少量見ら やや鋭い iスリガラス状 iなめらか　 1 YLU

中 T14下 謡 が強い） 醸 慧 芸霊㌫謡 見られる、0・5！鋭い 享 二 十 なめらか ト ト LL｝

i
r24 ！AGKT15
i

桓 不透明　 密箕冒禁豊吉禁に見られる、0・5I皿程度のi鋭い i不明　 ！なめらか i 言 YLL

i 25

26

AGKT16
灰色不透明　　 io・5m 程か 柵 を極少量含む　　 j鋭い　 薗 ‾ ‾ 「 なめらか　 1　 YLU

AGKT17
暗灰色不透明　　 巨 程度の石英を極少量含む　 匿 の為光沢［不明　　 i

i
なめらか　　　　　　　 2　　　　 YLLJ

27 AGKT18
暗灰色不透明　　 jo・5m ～1m 程度の球顆を全体に多量含む i鋭い　 iァバタ状　 iなめらか　　 j l　 FB

28
L
iKZOBl

暗灰色亜透明　　 恒　　　　　 ！やや鋭い i不明　 ［なめらか　 i l　 KLJ

29 iKZOB2　 摩灰色半透明　　　 摩 し　　　　　　　　 …やや鋭い　 斥明　　 iなめらか　 ！ 1　 FB

：30 KZOf33
［暗灰色半透明～透明 ！なし　　　　　 如 鋭い i不明　 iなめらか　 ［ 2　 YLM

31 WDTYl
］

透明（薄黒色がかる）　 巨ろこ雲状の黒色微粒子が全体に目立っ i鋭い 不明　　　　 iなめらか　　　　 1　　 KL｝

不明　　　 iなめらか　　 i l ！ KU32 DTY2
透明（薄黒色がかる）　 庫 し　　　　　　　　 恒い

こう：弓 DTY3

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

透明（薄黒色がかる） ㌍ 悪 霊 豊 霊 轟 い
iむ　　　　　　　 i

不明　　　　 i

［

Z　　　　　　　i

なめらか i l i YLL

34 fDTY4

ji

［l
票 黒色がかる）～黒色i

i
i

攣 攣 豊 年 つ 不明 ！
：　　　　　　　　　　　　　j

なめらか　 i l i zN

［　　　　 i
j

ニ35 I）TY5　　 j
l

F透明（薄黒色がかる） iうろこ雲状の黒色微粒子が全体に目立っ ！鋭い 不明　　　 iなめらか　　　 1 i KLJ

：36
DTNl i透明（薄黒色がかる）　 旗色の縞が一部に見られる　 ！鋭い　 i不明　　　 …7まめらか　 ！「　 FB

一1－1つ45－－－－－－－



［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ii 個 響 番 ；　 色調　　 j　　　 含有物 のその他　 ； 光沢
自然面 剥片薗 石器数 遺物出上層位

；　 ヴ ；　　　　　　　　 ；　　　　　　　　　　　　　 ［

37
品 N2　 透明 偶 灰色の濁 り有 の　 恒　　　　　　　　 鋭 い 恒 ガラス状 ［なめらか

1 YL

3頼 。K飢　 麺 明 （薄黒色がか る） iな し　　　　　　　　 ！鋭 い　　 斥 明 ［
iなめらか 1 YLLi

一

二39

E　　　　　　　　　 ；
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　g匿 Tm　　 透明 薄紫色がか る）
［　　　　 l

ぎ
i慧悪霊警霊㌫警望遠芝笠霊芝豊監 説 04

；
；

鋭 い I不明

i

ミ
摩 めらか

；
ま　　 …　　 FB
iF

40

十 －
ま
けSTY2

轡 薄黒色がか る） 彊 雷 漂 漂 含まれ る諸 色微 き

l

鋭い

ン一一－ …－ ′・十
i
庫 明

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 f

［
［なめらか

［
［　 1

rr

r　　　 FB
i

4 1 TSTY3
［透 明（薄黒色がか る）　 恒 弧程度の球顆 を極少畳含む　　 i鋭い

l

j不明　　　　 ；なめらか　　　　　 も i　 FB

」一・・ニー・

42 TくTVl
J　Lノ　ユ　ユ　　1

轡 薄黒色がか る） 鳥 ㌶ 監 禁 漂 畳含まれ る瀾 隼
不明　　　　　　　 …

［

な めらか
；
i＋ ＋I 机。a

4二号 TSTY5

；透 蝋 薄 黒色がかる） 纏 怨 霊鸞笠浣芝笠豊篭 る当 鋭い ［

不明　　　 ；な めらか　　　 i　 2

i

YLtJ Y LL

E F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
44jTST閥　　透明　薄黒色がかる）

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　－　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一

…寺
－

］

5私m程度の球額を極少畳含む 才」讐［ jなめらか　　　　［　1［　VLM

中Wi引）1透明（薄灰色の濁りをもつ璃孟謂畿覧見られる誹頑誓鋭い　j不明　　iなめらか　　PI KU
1

ヨ

46jSWHI）2
：

ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一

竺豊竺

（薄黒色がかる）

透明（薄黒色がかる）
－　　　　　　　r

購jSW喜iI拍　　透明薄黒褐色がかる）
i j

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　－

49唇つ透粧滞黒色がかる）
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　－　　　　　　－　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－

5（1榊‖川う 黒色亜透明

透明（薄黒色がかる）

5狛SWHm　　　黒色亜透明

53［S削1D9
．　　　　　　　　　　　　　－

5中fIDlO
．

▼

」空と

度色～黒褐色の微細な縞が全体に見られ

灰色微粒子がうろこ雲状に全体に散在す
る

黒色～黒褐色の微細なスジ状の縞が全体

Iに見られる
】

一　　　　一　　　一一一　1　　　一・　一

…なし

鋭い　　　　棒瀾　　　　　　　lなめらか十
】鋭い　　［不明　　　　　　憧めらか

鋭い　　　　j不明　　　　　　　悼めらか

鋭い　　　　　不明

十十一
鋭い

灰色の微細なスジ状の縞が全体に見られi
る、私5m程度の球類の密集部が勇醍華鋭い

．　　　　　　　一

憮色の微細な縞が全体に見られる、一部
‥こ黒褐色や灰色の縞が見られる

透明（薄黒色がかる）

透明（薄黒色がかる）

透明（薄黒色がかった濁り
り）

透明（薄黒色がかる）一部黒

（薄黒色がかる）

一十　　　　　－

〕14！透明（薄黒色がかる）

黒色不透明～透明

透明（薄黒色がかる）

（黒色がかる）

透明（薄黒色がかる）

透明（薄黒色がかる）

（薄黒色がかる）

65】swHD21［透明（薄黒色がかる）

69！swHD25 透明（薄黒色がかる）

70；SWHI）26i透明（薄黒色がかる）

黒色の縞が一部に見られる

色の微細な縞が全体に見られる

色の縞が全体に見られる

うろこ雲状の黒色微粒子が全体に見られ
る

′、一二　ご一一∴1． な縞が全体に見られる，一部に

5m程度の球顆を含む

暗灰色の微細なスジ状の縞が全体に見ら
れる

ろこ雲状の黒色微粒子が全体に見られ

0．5mm程度の球顆が一部に見られる

黒色～黒褐色の微細なスジ状の縞が全体
に見られる

黒色の微細な縞が全体に見られる、0．5mm
～1n皿程度の球顆を極少量含む

暗褐色の微細なスジ状の縞が一部に見ら
れる

i暗褐色の縞が一部に見られる

FB

KU

FB

不明　　　　　　　；なめらか　　　　　j　　ま　l FB

なめらか　　　　　；　1

なめらか

なめらか

鋭い　　　；不明

鋭い　　　j不明

一一一一I1146一一一1
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附編凰　黒曜石原産地分析　　　　　　国立沼津工業専門学校教授　望月　昭彦

8　産地原石判別群椅医院◎＄匡風一別閥』蛍光X線分析装置芸濃る∋
都道府県 地図 N o ． エリア 新判別群 旧判別群 新記号 旧記号 原石採取地（分析数）

1 白滝
i八 号 沢群 ！　 sT H G 赤 石 山山頂 （19）、八号沢露頭 （3 1）、八号沢 （79 ）、　 黒曙の沢 （6）、

黒曙の沢群 I
i ST KY 幌 加 林道（4）

2 上 士 幌 三股群 K SM M 十 三 ノ沢（16）

3 i置 戸 ！安住群 O D A Z 安 住 （25）、清水ノ沢（9）

北海道 4 旭 川
高砂台群 A K T S i高 砂 台（6）、雨紛台（5）、春光 台（5）

］
春光台群 ！　 A K SK

5 名 寄 布川群 N Y H K 庫 川 （10）

6 新 十 津川 懐旧 群 ～　　 sT SD 須 田 （6）

7 「赤 井川 曲川群 A IM K 曲 川 （2 5）、土木用（15）

rヽ0
！軸 ∴小
貫 f用

「豊泉群 ［ l
lU li

i ！止b ．まつ′．ハヽ
豊 果し1bノ

尭 9 木 造 出来 島群 K D D K 出 来 島海岸（34）

ア 】　 10 深 浦 八森 山群 H U H M 八森 山公園（8）、六角沢（8）、岡崎浜（40）

秋 田 11
金ヶ崎群 O G K S 金 ヶ崎温泉（37）、脇本海岸（98）

脇 本群 O G W M 脇 本 海岸（16）

山 形 12 羽 黒　 i
月 山群 H G G S 月 山荘前（30），朝 日町 田代沢（18 ），櫛 引町中沢（18）

今 野川群 H G IN 今 野 川（9）、大網川（5）

新 潟
13 新 津 金津群 N T K T 金 津 （29）

14 新 発 田 板山群 SBiY 板 山牧場（4 0）

栃 木 15
！

高 原山 ！甘湯沢群 高原 山 1群 TH A Y T KH l 甘 湯 沢（50）、桜沢（20）

七 尋沢群 高原 山2群 T H N H T KH 2 七 尋 沢（9）、自然の家（9）

16

i

i

和 田

（W D ） ！

i

i

鷹 山 群 和田峠 1群 W D T Y W D T l i

！

軽 震悪霊訟 票 霊 霊 等 ㌶ ㌫ ）青峠（50）、土屋橋

Ili
l

小旗 沢群 げロ田峠 2群 W D K B W D T 2

土屋 橋北群 和 田峠 3群 W D T K W D T 3

土屋 橋 酋群 和 田峠 4群 W D T N W D T 4

土屋 橋南群 和 田峠 5群 W D T M W D T 5

芙蓉 ライト群 W D H Y

古峠 群 W D H T

ブ ドウ沢群 男女倉 1群 W O B D O M G l 匝 6）、ブドウ沢右岸（18）、牧ヶ沢上（33）、 牧ヶ沢下（36）、高

長野
和 田　 （W O ） 牧 ナ沢群 男女倉 2群 W O M S O M G 2

高松 沢群　 ！男女倉 3群 W O TM O M G 3

17 諏 訪 星ヶ台群 霧 ヶ峰系

！

SW H D KR M
星 ヶ塔第 1鉱 区（36）、星ヶ塔第 2鉱 区（36）、星ヶ台 A （36）、星ヶ台 B（11）、水

月霊園（36）、水月公園（13）、　　　　 星ヶ塔のりこし（36）

1

18

！

蓼科

冷山群 蓼科系 T ST Y T T S
冷 山（33）、麦草峠（36）、麦草峠東（33）、渋ノ湯（29）、　　 美 し森（4）、八ヶ

岳 7（17）、八ヶ岳 9（18）、双子池 （34）

［

双子山群 T SH G 双 子 池 （26）

揺 鉢山群 TS SB 措 鉢 山（31）、亀甲池（8）

神奈川

19

！箱 根

i

芦 ノ湯群 芦ノ揚 H NA Y A SY 芦 ノ湯（34 ）

20
畑 宿群 畑宿 H N H J H T J 畑 宿（7 1）

黒岩橋群 箱根系 A 群 H N Ki H K N A 黒岩 橋（9）

2 1
i鍛 冶屋群 鍛冶屋 H N K J KJY 鍛 冶屋（30）

静 岡 i 上 多賀群 上多賀 H N K T K M T 上 多賀（18）

22 天 城 柏峠群 柏峠 A G K T K SW 柏 峠 （80）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

東京 23
神 津 島 ！

ノ
恩馳島群 神津島 1群 K Z O B K O Z l 恩 馳 島（100）、長浜（43）、沢尻湾（8 ）

砂糠崎群 神津島 2群 K ZSN K O Z2 砂 糠 崎（40）、長浜（5）

島根 24 隠 岐

久見群 O K H M 久 見 パーライト中（30）、久見採 掘現場（18）

箕 浦群 O KM Ll
l

箕 浦 海岸（30）、加茂（19）、岸浜（35）

岬 群 O K M T 岬 地 区（16）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ！

その他
1
N K 群 】i N K 中ッ原 1G 、5G （遺 跡試料），原石産地は未発見



窯関　出藍黒曜石製石器産地推定結果

判別図法や判別分析からの最終推定結果判別図法による推定結果と半摘j分析による推定結果

分析 番 号 薄 物 番 号 推 定 産 地
［

男骨「1 ！　　　　　 2 93 諏 訪 星 ヶ 台 群

T HK …2 3 29 天 城 柏 峠 群

T 用ぐづ 3 30 箱 根 畑 宿 群

T m 卜 4 亨　　　　　　 3 31 箱 根 畑 宿 群

男瀬上5 34 2 天 城 相 棒 群

T HK …6 34 3 天 城 柏 峠 群

TIIK …7 34 4 天 城 柏 峠 群

TH K －8 36 2 天 城 柏 峠 群

TH K －9 36 3 天 城 柏 峠 群

T HK 」拍 36 4 諏 訪 星 ヶ 台群

TH K …11 36 6 天 城 柏 峠 群

T m ト 1二 36 7 諏 訪 星 ヶ台 群

TH K －13 36 8 天 城 柏 峠 群

Ti雅 一14 36 9 l　　　 諏 訪 星 ヶ台 群

†H K －1う 8 18 箱 根 畑 宿 群

T矧ぐ1 6 84 8 諏 訪 星 ヶ台 群

T冊「 H 1 02 0 諏 訪 星 ヶ台 群

男亜ト 18 1 33 0 和 田 鷹 山 群

T川上1 9 1 47 3 諏 訪 星 ヶ台 群

Tm 「2 0 1 72 6 諏 訪 星 ヶ台 群

TI雅 一2 1 1 74 5 諏 訪 星 ケ台 群

Tm 「2 2 18 60 諏 訪 星 ヶ台 群

TH K …2 3 18 7 7 諏 訪 星 ヶ 台 群

TH K－2 4 24 56 和 田 土屋 橋 西 群

TH K－2 5 24 5 7 諏 訪 星 ヶ 台 群

TijK－26 24 58 諏 訪 星 ヶ 台 群

TH K－2 7 26 7 5 ’　　　　 蓼科 冷 山群

Tm 「28 3 106 和 田鷹 山群

TH K…29 3 168 箱 根 畑 宿 群

†H K ∴川 34 53 箱 根 畑 宿 群

T m トの 34 84 諏 訪 星 ヶ 台 群

T m 「32 箱 根 畑 宿 群

T m 「33 諏 訪 星 ヶ 台 群

T H K－34 36 0 1 諏 訪 星 ヶ 台 群

T H K－35 I　　　　 36 24 諏 訪 星 ヶ 台 群

T H K～36 36 44 神 津 島 恩 馳 島群

T m 「 37 箱 根 畑 宿 群

T H K－38 箱 根 黒 岩 橋 群

T H K－39 39 47 和 田土 屋 橋 酉 群

T IjK…40 39 98 諏 訪 星 ヶ 台 群

T m 「 41 39 99 諏 訪 星 ヶ 台 群

T m ぐ4 2 40 22 諏 訪 星 ヶ 台 群

T HK －43 4 0 23 諏 訪 星 ヶ 台 群

T m 「 44 4 02 4 諏 訪 星 ヶ 台 群

刊服「4 5 4 09 8 箱 根 畑 宿 群

‘日華「4 6 4 26 0 風 化

T m ト鮮 4 26 7 天 城 柏 峠 群

T m ト舶 4 26 9 諏 訪 星 ヶ 台 群

T HK －4 9 4 37 1 箱 根 畑 宿 群

T HK －50 欠 番

T HK －5 1 4 72 0 箱 根 畑 宿 群

†HK －5 二　　　　 I
1

4 78 7 箱 根 畑 宿 群

T HK －5 3 4 87 8 箱 根 畑 宿 群

TllK －5 4 4 97 7 蓼 科 冷 山 群

Tm 「5 5 5 87 2 蓼 科 冷 山 群

TH K －5 6 神 津 島 恩 馳 島 群

TH K －5 7 6 84 1 箱 根 畑 宿 群

Tm 「5 8 6 84ニ2 箱 根 畑 宿 群

TH K －5 9 6 84 4 箱 根 畑 宿 群

引潮「6 0 欠 番

TIIK …6 1 6 84 6 箱 根 畑 宿 群

TH K －6 2 6 84 8 箱 根 畑 宿 群

TH K －6 3 6 84 9 箱 根 畑 宿 群

TH K －6 4 6 85 0 箱 根 畑 宿 群

TH K －6 5　　　 I 6 85 1 蓼 科 冷 山 群

TH K －6 6　　　 ； 6 85 2 箱 根 畑 宿 群

Tm 「6 7 6 85 3 箱 根 畑 宿 群

Tm トm 68 5 4 箱 根 畑 宿 群

TilK －6 9 68 8 7 天城 柏 峠 群

TH K－70　　　 】 68 8 9 箱 根 畑 宿 群

TH K－7 1 68 9 0 箱 根 畑 宿 群

TH K－72 68 9 1 箱 根 畑 宿 群

TH K…7 3 68 9 2 箱 根 畑 宿 群

TH K－74 68 9 3 天 城 柏 峠 群

TH K－75 69 52 和 田鷹 山 群

TH K－76 69 5 7 蓼 科 冷 山 群

T m 「77 70 06 箱 根 畑 宿 群

T H K－78 70 08 神 津 島 恩馳 島群

T H K－79 70 10 蓼 科 冷 山群

T H K－80　　　 i 70 24 和 田鷹 山 群

T H K－8 1 70 25 箱 根 畑 宿 群

T H K…82 7 108 諏 訪 星 ヶ台 群

T H K－83 7 144 神 津 島恩 馳 島群

T H Kl 拍 72 05 箱 根 畑 宿 群

判 別 図

判 別 群

判 別 分 析

第 1候 補 産 地　　 ！　　　 第 2 候 補 産 地

判 別 群 距 離 i 確 率 l　 判 別 群 距 離 確 率

SW H D S 椚柏 5．叫　　　 l i　　 s B IY 77 ．14 0

A GK T A GK T ［　　 8 ・叫　　　 ヱi　 H NK T 115 ．13 0

HN H J H NIU 1．叫　　　 1 i　　 H NK I 90 ．6 5 0

HN H J ＝ヽ H J 7 ．9 3　　　 1 i　　 H NK I 14 1．9 8 0

A GK T I A GK T 王　　　 4 ・5 2　　　 1 i　 H NK T 11 1．3 7 0

AG K T A GK T 8 ．0 2　　　 1 i　　 fm K T 127 ．0 1 i　　 o

AG K T A GK T 1．7 3　　　 1 I　　 H NK T 117 ．6 5 0

AG K T A GK T 2 1．9 9 1 H NK T 148 ．4 7 0

AG KT A GK T 7 ．5 9 1 H NK T 13（き．6 5 0

S椚照 S WH D 1．2 6 1！　 s BI Y 8鋭 2 7 0

AG KT A GK T 27 ．2 2 1 HN K T 56 ．7 1 0

SW HD SW H D 3 ．9 5 1 SB I Y 8 9 ．6 8 0

AG KT A GKT 2．3 1 m T 1 18 ．9 3 0

SW HD i　 sm ［　　 0 ．8 8 1⊥
i　　 sB ヱY 8 2 ．3 6 ！　　 0

HN 男 脚 田 1 ．1 9 1 HN K I 8 9 ∴H 0

SW HD SW HD 8 ．0 2 1 SB I Y 1 13 ．04 0

SW HD SW HD 2 ．4 5 1 SB I Y 7 7．4 3 0

WD TY WD TY 6 ．7 7 0 ．8 98 1 WD HY 紋 69 0 ．101 9

SW封D SW HD 5 ．02 1 SB IY 6 1．79 0

SW HD SW HD 2．0 5 1 SB IY 10 8．15 0

SWH D SW HD 5．08 1 WD TN 1 17，76 0

SWH D SW HD 2．73 1 SB IY 7 4．18 0

SWH D SW HD 7．52 1 WD TN 10 4．65 0

W D TN W D TN 6．84 1 WD TM 2 7．82 0

SWH D SWH D 12 ．9 1 SB IY 12 1．82 0

S WH D SW HD 4 ．9 1 SB IY 11 9．14 0

TS TY TS TY 4．05 1 TS HG 2 6．42 0

W DT Y W n T＼’ 4．65 1 WD fⅣ 27 ．5 0

H NH J H N田 3．5 1 1 rlヽ K l 8 5．88 0

H NH J H N肘 7．44 1 HN K I 10 5．16 0

S WH D SWH D 1．78 1 SB IY 9軋 65 0

H NH J m 鞘J 1．52 1 HN K I 13 1．4 1 0

S WH D S WH D 6．25 1 SB IY 126 ．63 j　　　　 O

S WH D S WH D 1．92 i SB IY i　　 66 。61 0

S WH D S WH D i　　 l・99 1 SB IY 6 5．0 1 0

K ZO B K Z OB 5．88 1 KZ SN 3 3．56 0

H NH J H M H L 95 1 HN K I 114 ．39 0

H NK I H N KI 6．48 0 ．99 9 9 HN KJ 2 7．06 0．00 （）1

W DT N W DT N 6．9 4 1 WD TK 3 L 38 0

S WH D S WH D 1．75 1 WD TN 10 1．82 0

S WH D S WH D 9 ．7 1 SB IY 6 1 ．1 0

S WH D S WH D 5．58 1 SB IY 6 説 17 ！ 0

S WH D S WH D 1 1．9 1 1 W D TN 15 1．97 0

S WH D S WH D 5．4 3 1 SB 王Y 62 ．36 0

1分H J H NH J 2 ．7 1 H N KI 128 ．79 0

風 化 風 化 風 化

A GK T A GK T 4 ．6 8 1 H N KT 11駄 53 0

S椚柏 S WH D 5．6 7 1 S B IY 76 ．79 0

Ⅲ湖J H NH J 6 」 3 1 H N K王 85 ．2 4 0

欠 番 欠 番 欠 番

HN の H NH J 4 1 用ⅧI 90 ．31 0

＝M ＝ H N男 1 1．8 1 1 H NK I 164 ．0 5 0

HN H J HN H J 4 ．16 1 H NK I 1ま8 ．9 8 0

TS T Y T ST Y 2 ．2 1 1 T SH G 24 ．5 2 0

TS T Y T ST Y 15 ．9 6 1 T UT I 38 ．11 0

KZ O B K ZO B 7 ．5 7 i K ZS N 39 ．5 4 0

HN H J HN IjJ 1．5 9 1 紺撒‡ 12私 4 5 0

m m J HN H J 8 ．8 8 1 H NK I 60 ．5 5 0

HN H J 脚 肘 2 ．5 9 1 H Nm 83 ．8 2 0

欠 番 欠 番 欠 番

HN H 二r HN 牲J 5 ．2 2 1 H NK I 97 ．0 3 0

HN H J HN H J 7 ．7 9 1 こ H NK I 10 0．5 0

HN H J HN HJ 14 ．0 9 1 H NK I 191 ．9 3 0

HN m HN HJ 6 ．4 8 1 H NK I 138 ．0 8 0

TS T Y TS TY 6 ．8 4 0．9 9 99 T UT I 23 ．2 4 0

HN HJ HN HJ 4 ．5 6 1 H NK I 1 5私 2 5 0

HN HJ 脚 肘 15 ．5 7 1 用碓I 1 86 ．6 9 0

HN HJ HN HJ 4 ．6 6 1 H NK I 144 ．2 3 0

AG KT AG KT 8 ．0 7 1 H NK T 1 36 ．4 7 0

HN HJ 柑潮J 8 ．6 1 1 H NK I 6 7 ．7 3 0

HN HJ HN HJ 4 ．9 1 H NK I 12 0．6 0

HN HJ HN HJ 5 ．3 3 1 HN K I 73 ．3 9 0

HN HJ HN HJ‘ 10 ．8 8 1 H NK I 18 0 ．4 3 0

AG KT AG KT 5 ．79 1 HN K T 10 7．4 0

WD TY WD TY 2 ．4 9 0 ．9 9 86 W DH Y 13 ．2 1 私 0 0 14

TS TY TS TY 4 ．6 1 1 T SH G 36 ．89 0

H NilJ HN HJ‘ 15．2 3 1 HN K I 59 ．9 4 0

KZ OB KZ OB 4．09 1 K ZSN 51 ．4 3 0

TS TY TS TY 4．3 7 0 ．9 99 9 T SH G 19 ．8 4 0 ．0 00 1

W D TY WD TY 1．8 0 ．9 99 3 W DH Y 13 ．8 4 0 ．0 00 7

HNH J HN HJ 5．9 7 1 HN K I 14 7 ．4 3 0

SW HD SW HD 12．74 1 S B IY 9 臥 0 4 0

KZ OB KZ OB 乱 3 7 1 K ZSN 2 6 ．49 0

H NH J HN HJ 7．7 1 1 柑すK I 9 2．7 0

lllllll150－－－－－－－－



分析番 号 遼 物番号 推 定産 地

TH K－8 5 7 20 6 箱根畑宿群

TH K－86 7 20 7 箱根畑宿群

TH K－8 7 7 31 3 神津 島恩馳島群

TH K－88　　 i　　　 7 31 4 神津 島恩馳島群

T H K－89　　 ！　　　 75 6 5 天城 柏峠群

T川上90　　 i 神津 島恩馳 島群

T HK －91　 i　　　 79 95 箱根畑宿 群

T HK …9 2　　 ！　　　 79 97 i 非黒曜石

T m 「9 3　　 i　　　 79 98 箱根畑宿群

TH K …9 4　　 i　　　 79 99 箱根畑宿群

TH K －9 5　　 ！　　　 8 0 00 箱根畑宿群

TH K －9 6　　 i　　　 8 0叫 箱根畑宿群

巨‾m K－9 了　　　 i　　　　 8 00 2 ’ 箱根畑宿醇　　　 i；　　　　　 腑鵬　　　　　　 箱根畑宿醇

Tf朕－9 8 8 0叫　　　　 箱根畑宿群

TH Kl 柑 8 0の　　　　　　 箱根畑宿群

TH K－10 0 8 0叫　　　　 箱 根畑福群

T川上10 1 80 1 5 箱 根畑宿群

TH K－10 2 ！　　　　 欠番

THK －10 3 8 15 3 諏訪星 ヶ台群

千川ト＝パ 8 164 箱根畑宿 群

T HK －10 5 8 166 箱根畑宿群

TH K －106 箱根畑宿群

TH K －10 7 8 1 84 諏 訪星ヶ台群

T上iK －108 8 18 5 諏訪 星ヶ台群

TH K －1 09 8 18 6 箱根畑宿群

TH K－1 10 8 18 7 箱根畑宿群

TH K－1 11 8 18 8 和 田小深 沢群

iTH K －1 12 8 18 9 箱根畑宿群

睦 堅 塑 」 ＿ ＿ 8 19 2 箱根畑宿群

恒 ト 1 14 8 19 3 箱根畑宿群

陣粧 1 15 8 19 4 箱根 畑宿群

睡 K－11 6 8 19 5 箱根 畑宿群

陣 K－11 7 8 196 箱根 畑宿群

iT HK －11 8 8 198 箱根畑宿群

T m 「 119 81 99 箱根畑宿群

TH K －120 82 00 箱根畑宿群

TH K －12 1 8 20 1 箱根畑宿群

男灘ト1 22 8 20 2 箱根畑宿群

男灘ト1 23 8 20 3 箱根畑措辞

iT川上1 24 8 20 4 箱根畑宿群

TIiK－12 5 8 20 5 箱根畑宿群

TH K－12 6 8 20 6 箱根畑宿群

陣 粧 12 7 82 0 8 箱根畑宿群

lTH ト lござ 82 0 9 箱 根畑宿群

lTHK －12 9 82 1 0 非黒曜石

けHK －13 0 欠番

T HK －13 1 82 12 諏訪星ヶ台群

T HK －132 82 13 箱根畑宿 群

】T HK －133 82 14 箱根畑宿群

匝 K－134 8 2 15 箱根畑宿群

TH K －1 35 8 2 16 箱根畑宿群

Tl雅一1 36 8 2 17 箱根畑宿群

TH K－1 37 8 2 18 箱根畑宿群

TH K－1 38 8 22 0 箱根畑宿群

TH Kl 13 9 8 23 7 箱根畑宿群

T H K－14 0 8 25 1 箱根畑宿群

T HK －14 1 82 5 7 箱 根畑宿群

T HK －14 2 82 58 箱 根畑宿群

T HK －14 3 82 59 箱 根畑宿群

T m 「 14 4 82 60 箱根畑 宿群

T HK －14 5 82 6 1 箱根畑 宿群

Tll－K －146 82 63 箱根畑宿 群

TflK －147 欠番

TH K －148　　　 I 82 70 箱根畑宿群

TH K －149 8 2 71 箱根畑宿群

TH K －1 50 8 2 72 箱根畑宿群

TH K－1 51 8 2 73 箱根畑宿群

TIIK－1 52 8 27 4 箱根畑宿群

TH K－15 3 8 27 5 箱根畑宿群

TI雄一15 4 8 27 6 箱根畑宿群

TH K－15 5 8 27 7 箱根畑宿群

T llK －15 6 8 27 8 箱根畑宿群

T HK －15 7 82 79 箱根畑宿群

T m ト 15 8 82 80 箱根 畑宿群

T HK －15 9 82 8 1 箱根畑 宿群

T HK －160 82 82 箱根畑 宿群

T川上1 6 1 82 83 箱根畑宿群　　　 i

TH K －1 62 8 2 86 諏訪星ヶ台群

TH K－1 63 8 28 7 箱根畑宿群

TH K－16 4 8 28 8 箱根畑宿群

TH K－16 5 8 28 9 箱根畑宿群

TH K－16 6 8 29 0 箱根畑宿群

Tm ト16 7 8 29 1 i 箱根畑宿群

TH K－16 8 8 29 2 箱根畑宿群

T川上 16 9 82 9 3 箱根畑宿群

T HK －17 0 82 9 4 箱根畑宿群

T HK －17 1 82 9 5 箱根畑宿群

T HK －172 82 96 箱根 畑宿群

T HK －17 3 82 9 7 箱根畑 宿群

判別図

半脚 j群

判別分析

第 1候補産地 第 2候補産地

判別群 i 距離 確率　　　 判別群　 ！ 距離 確率

H NH J‘ HN H J i　 lO ．0 2 l i　 H N KI　 i l 37 ．5 5 0

H NH J 丹m J i　 は 14 1　　 個 K I　 i　 餌 ．53 0

K ZO B KZ OB　 i　　 7．0 5 l i　 K ZS N　 ！　 2 7．34 0

K ZOB KZ OB　 i　　 9．0 8 li　　 K ZS N　　　　　 7 4．1 1 0
l

A GKT AG KT　 ！　 1 7．2 1 H NK T　　　　　　　　 16 7．16 0

KZ OB KZ OB　 i　　 3．3 7 1 K ZSN　　　　　　　　　 4 1 79 0

HN HJ 脚H J i　　 2．38 1　　　　 脚 K I　　　　　　　　　 掛説 59 0
非黒曜石 非黒曜石 ［ 非黒曜石　 ！

HN HJ 川棚　 i　　 6諸 6 1 1 H照 I　 ！　 64 ．3 5 0

m J 胱 iJ 2．19 1 脚 K I 130 ．6 1 0
柑m J　 － 用冊J 1 0．22 1 用寸K I 13 8．2 0

H NH J H捕り　 ！　 1 5膏 9 1 1 脚 K I 19 3．5 0

i　 H 醐 J H NH J 1 9．14 l　　　　　 HN KI i　　 2 13 ・7 6　　　　　　　 0

紺鵜J HN H J 2 0 ．9 1　　　　　 脚 K I 15 2 0

H NH J H柑1J i　　 l．37 1　　　　　 H N KI 9 6 ．8 5 0

HN ．H J HN H J 1．5 9　　　　　　 1 I†NK I 12 2．68 0

HN 肘 Hm J 4 ．7 6　　　　　　 1 H NK I 1 13．9 7 0
欠番 欠番 欠 番

i
SW H L） SⅥJD 13 ．3 1 1 S B IY 5 8．67 0

i　 脚肘 HN HJ 7 ．7 5 1 HN K I 】　　 7 9・03 0
i　 HN HJ l　 H N HJ 11 ．3 3 1 HN K I 15 5．8 3 0
l　 HN 肘 H NH J 11．43 1 HN K I 16 7．72 0

SWH D S耶1D 9．67 1 SB I Y 12 5．2 3 0

SWH D S WH D 9．18 1 WD TN 106 ．3 9 0
i　 H NH J H 淵 J 16．62 1 I桝K I 2 04 ．0 2 0

H W J H NIIJ 1．45 1 1研K I 89 ．5 1 0

W DK B 椚）K B 7．15 1 WD TK 25 ．5 7 0

H NH J 11N H J 2 ．8 1 fINK I 83 ．8 4 0
i　 HN H J HN H J 7．0 9 1 l　　　 H N KI 16 6 ．1 7 0

脚肘 HN HJ 12 ．3 8 1 H NK I 18 （j．1 3 0
i　 脚 H J HN HJ 1．4 1 H NK I 1 19．1 7 0
！　 柑耶 川棚J 8 ．0 4 1 H NK I 12 9．69 0
i　 HN H J HN HJ 3 ．0 4 1 H NK I 12 7．62 0
l　 HY HJ HN HJ 14 ．0 6 1 HN K I＿ 18 8．27 0
l　 H耶 HN汁J 13 ．6 7 1 脚 K I 60 ．2 0

H m J H NH J 3．28 1 HN K I 90 ．36 0

H N HJ H NH J 5．0 7 1 HN K I 15 5．9 5 0
i　 H NliJ H NH J 7．19 1 HN K I 156 ．2 1 0
I　 H NH J H NH J 1 0．14 1 1廿花王 76 ．4 9 0
i　 脚町 H NH J 4．84 1 川路 I 135 ．0 3 0
i　 m J 川棚J 4 ．18 1 HNK I 126 ．16 0

m 鵜J 粗相J 6 ．16 1 H N K I 146 ．9 7 0

1柵 J HN H J 8 1 H N KI 8 2 ．8 3 0
l　 H NH J 脚 HJ 1．4 3 1 H N KI 1 31 ，48 1　　　　　　 0
l 非黒曜 石 非黒曜石 非黒曜石

！　 欠番 欠番 欠 番
］　 S耶iD SW HD 1．3 1 S B 工Y 7 2．39 0

HN HJ HN HJ 7 ．2 4 1 H NK I 1 13．68 0

HN HJ－ HNH J 3 ．56 1 HN K I 12 2．99 0

H N HJ H N甘J 1 ．34 1 川路I 10 4．22 0

H N HJ‾ H NH J 3 ．0 5 1 HN K I 10 2．13 0

H NH J H NH J 6．15 1 HN K I 1 17 0

H NH J H NH J‘ 2．82 1 HN K I 12 3．9 7 0

H NH J H NH J 7．79 1 HN K I 94 ．4 5 0

H NH J HN H J 4．29 1 用寸K I 113 ．7 6 0

H NH J HN H J 6 ．12 1 HN K I 115 ．12 0

H N肘 HN H J‘ 1 1．54 1 HN K I 86 ．9 1 0

HN H J HN H J 2 ．71 1 f脚KI 98 ．18 0

HN H J HN H J 1 7．3 6 1 HNK I 1 20 ．5 2 0

HN Ⅲ HN H J 8．5 1 H NK I 10 3．4 0

HN HJ m HJ 4 ご15 1 H N KI 1 25 ．7 7 0

柑m J 1廿嗣J 1．6 1 1 H NK I 1 15 ．9 7 0

欠番 欠番 欠 番

HN HJ HN HJ 10 ．6 6 1 H NK I 14 6 ．09 0

HN HJ HN HJ‘ 1i 」9 1 H NK I 18 3．58 0

HNH J H N HJ 5 ．6 1 1 H NK I 15 9．93 0

H NH J i廿m J 14 ．8 1 1 胱 I 9 7．59 0

H NH J H NH J 13．49 1 HN K I 1 13．28 0
H NH J H NH J 2 0．77 1 HN K 工 21 6．93 0

H NH J H NH J 10 ．8 1 HN K I 16 3 ．1 0

H NH J H NH J 9．99 1 1研K I 16 3．12 0
脚 H J　 ’ HN H J 3．14 1 HN K I 116 ．2 8 0

HN H J HN H J 7．51 1 m I 70 ．2 7 0
用鵜J HN H J 5 ．0 8 1 用Ⅷ I 140 ．3 7 0

HN H J HN HJ i 1．4 4 1 用据I 105 ．4 8 0

HN HJ HN HJ 5 ．9 9 1 H NK I 1 03 ．2 6 0
HN HJ HN HJ 4 ．4 1 1 H 涌くI 10 0 ．8 1 0

SW HD SW HD 4 ．1 8 1 S B Iy 8 6 ．6 4 0
H N HJ H NH J 3 ．5 4 1 川代I 13 2．78 0

H NH J H NH J 9 1 脚 K I 6 7．93 0
脚肘 H NH J 6．02 1 相可K I 86 ．1 0

脚 H J H NH J 3．92 1 HN K I 78 ．1 0

H NH J H NH J 7．4 1 1 HN K I 10 7．48 0

H NH J H NH J 1 2．74 1 HN K I　　 i 8 1．09 0

HN H J H NH J 1 1．19 1 HN K I 99 ．76 0

HN H J HN H J 1 5．43 1 HN K I 17 7．6 7 0

m 冊J 川棚 J‘ 7．04 1 HN K I 16 1．8 8 0

HN H J HN 甘J 2 ．49 1 HN K I 120 ．4 9 0

HN H J H冊 J i 3 ．6 2 1 HN K I 123 ．5 8 0
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分析番号 遼物番号

！

推定産地

T m 「17 4 8 29 8 箱根畑宿群

T H K－17 5 蔓　　　　　 8 29 9 箱根畑宿群

T H Kl lT6 8 30 0 箱根畑宿群

T m ト 17 7 8 30 1 箱根畑宿群

T HK …178 8 30 2 箱根畑宿群

T m 「 179 8 30 3 箱根畑宿群

T m 「 180 8 30 4 箱根畑宿群

T HK －18 1 ；　　　 8 30 5 箱根畑宿群

T封K一一182 8 306 箱根畑宿群

TH K 二は3 8 308 i　　　 箱根畑宿群

T目し 15寸 8 309 箱根畑宿群

Tm 「 185 8 314 諏訪星 ヶ台群

Tm 上目娼 83 1 5 箱根畑宿群

Tm 「ほ7 83 16 箱 根畑宿群

Tm 「摘8 83 17 推定不可

T用「骨相 83 18 箱根畑 宿群

Tm 「1 90 83 19 箱根畑 宿群

Tm 「1 91 83 20 推定不可

TH K －1 92 83 2 1 天城 柏峠群

TH K －1 93 83 22 箱根畑宿群

TH K－19 4 8 3 23 諏訪星ヶ台群

TH 臣1 9 5 8 3 24 箱根畑宿群

Tm 「実相 8 32 5 箱根畑宿群

TH K－19 7 8 32 6 箱根畑宿群

TI雄一19 8 8 32 7 箱根畑宿群

TH K－19 9 8 32 8 天城柏峠群

TH K－20 0 8 32 9 箱根畑宿群

TH K－20 1 8 3 30 箱根畑宿群

T l灘∴20 2 8 3 31 箱根畑宿群

T I状－20 3 8 33 2 箱根畑宿群

男灘ト204 8 33 3 蓼科冷 山群

T I朕－20 5 8 33 4 天城柏峠群

T H K－2（梅 8 33 5 天城柏峠群

T H K－20 7 8 33 6 天城柏峠群

T H K…208 8 33 7 測 定不可

T HK －209 8 33 9 天城柏峠群

T HK －2 10 8 34 0 天城柏峠群

T HK …2 1 1 8 34 4 天城柏峠群

T HK －2 12 8 34 5 箱根畑宿酷

T HK －2 13 8 34 6 箱根畑宿群

T HK －2 14 8 34 7 箱根畑宿群

TH K －2 15 8 34 8 箱根畑宿群

Tm ト2 16 83 49 箱根畑宿群

TH K －2 17 83 50 箱 根畑宿群

T川上2 18 83 5 1 箱 根畑宿群

TIIK －2 19 83 52 箱根 畑宿群

Tm ト2 20 83 5 3 箱根 畑宿群

TIIK －2 21 83 54 和田鷹山群

TH K －2 22 83 55 箱根 畑宿 群

Tm 上㍑ 3 83 56 箱根 畑宿 群

TH K…22 4 83 57 箱 根畑宿 群

TH K－22 5 8 3 59 天城 柏峠群

TH K－22 6 8 3 60 風化

TH K－22 7 8 36 1 天城 柏峠群

TH K－22 8 8 36 3 天城 柏峠群

T．m L 受2 9 8 36 4 天城柏峠群

TllK－23 0 8 36 5 天城柏峠群

TH K－23 1 8 36 7 天城柏峠群

TH K－23 2 8 36 8 天城柏峠群

TH K－23 3 8 3 70 天城柏峠群

TH K－23 4 8 37 1 天城柏峠群

T H K－23 5 8 37 2 天城柏峠群

T m 「23 6 8 37 3 天城柏峠群

T H K－23 7 8 37 4 天城柏峠群

T H K－23 8 8 37 6 風化

T HK －239 8 37 7 天城柏峠群

T HK －240 8 38 0 天城柏峠群

T HK －2 4 1 8 38 2 天城柏峠群

T m ト2 42 8 38 4 天城柏峠群

T llK －2 4 3 8 38 5 天城柏峠群

男骨「2 44 8 38 6 天城柏峠群

T m 「2 45 8 38 7 諏訪 星ヶ台群

T HK －2 46 8 38 8 天城柏峠群

TH K －2 47 83 8 9 天城柏峠群

TH K －2 48 83 9 1 天城柏峠群

TH K －2 49 83 92 天 城柏峠群

TH K －2 50 83 9 3 風化

TIIK －2 51 83 94 天 城柏峠群

Tm ト2 52 83 9 5 天 城柏峠群

TH K－2 53 83 96 箱 根畑宿群

TH K－2 54 51 29 諏訪星 ヶ台群

判別図

判別群

判別分析

第 1候補産地 第 2候補産地

判別群 距離 確率 判別群 距離 確率

HN HJ 脚の 2．8 9 1 H NK I 125 ．8 8 0

脚肘 HN HJ 6 ．8 7 1 I H NK I 126 ．9 1 0

HN HJ 腔m J 17 ．1 5 1 H NK I 2 01 ．0 2 0

脚 HJ 榊旧 3．7 2 1 冊 I 12 1 ．4 3 0

脚肘 冊 J 18 ．2 5 1 HN K I 6 9 ．8 7 0

柑m J 相田 7．9 5 1 糟ⅨI 14 6．7 3 0

脚耶 H洲 J 3 ．08 1 HN K I 12 2．6 7 0

HN HJ 脚鋸 8．02 1 HN K I 7 7．46 0

HN HJ 用鵜J 4．29 1 HN K I 105 0

H N HJ m 冊J 9．99 1 脚机 6 1．99 0

H N肘 H NH J 2．16 1 HN K I 102 ．2 0

SWH D SWH D 8．38 1 WD TN 8 8．54 0

tlNH J 】　 脚肘 10．65 1 HⅣK I 7 L 36 0

H NH J 脚田 10．62 1 HN K I 12 5．58 0

推定不可 推 定不可 】
i

推定不可

脚肘 l　 脚鋸 3．85 1 HN K I 129 ．24 0

H NIU H N旧 3 ．7 i　　　 i HN K I 128 ．2 1 0

推 定不可 推 定不可 ！
i

推定不可

A GK T I A GK T F 1 2．日 1 E　　　　 HN KT I 98 ．43 0

H N封J H N田 3．56 1 HN K I 13 7．76 ！　　　　 0

S WH D S WH D 3．6 4 1 SB IY 6臥 0 6 0

脚旧 H M り 1 5．13 1 脚机 195 ．9 4 0

HN H J H NH J 2 ．15 1 H N KI 93 ．2 7 0

脚Ⅲ H NH J 3．7 1 用寸KI 80 ．7 8 0

HN H J H 灘J 3 ．6 3 1 丹花I 106 ．2 3 0

A GK T A GK T 7 ．9 2 1 H NK T 154 ．9 2 0

脚肘 川棚J 1．3 5 1 H NK I 106 ．6 6 0

m m J 用削J 17 ．5 7 1 H M （1 75 ．0 5 0

I研削J HN HJ’ 6 ．2 4 1 H NK I 122 ．5 5 0

HN H J HN 肘 1 1．2 8 1 H NK I 97 ．5 6 0

TS T Y TS TY 1．8 9 1 T SH G 21 ．4 9 0

AG KT AG KT 5 ．2 1 1 H NK T 1 38 ．7 6 0

AG KT AG KT 2 ．6 4 1 H M （T ll L 7 0

AG KT AG KT 4 ．1 7 1 H NK T 1 33 ．3 8 0

測定不可 測定不可 測 定不可

AG KT AG KT 3 ．3 3 1 H NK T 1 10 ．3 7 0

AG KT AG KT 0 ．7 9 1 H NK T 110 ．7 0

AG KT AG KT 16 ．46 1 H NK T 12 6 ．59 0

HN HJ HNH J 6 ．6 5 1 H NK I 16 1 ．7 7 0

H N HJ 1桝HJ 9 ．09 1 HN K I 16 5 ．8 1 0

H N HJ HN HJ 6 ．4 1 1 HN K I 15 6 ．69 0

H N HJ 津鵜J 4，92 1 柑据I 12 1．2 0

H N HJ H N男 8．89 1 HN K I 7 3．66 0

H NH J HNH J 10．25 1 HN K I 7 7．13 0

H NH J H NH J 14．52 1 HN K I 16 6．9 1 0

Ⅲ冊J H NH J 2 5．26 1 HN K I 22 0．95 0

用骨iJ H NH J－ 6，24 1 HN K I 10 9．1 1 0

W D TY WPT l’ 7．99 0 ．9 99 9 W DHY 2 4．95 0 ．0 00 1

H NfU H N肘 14．5 1 1 HN K I 18 5．26 0

m 珊J H NH J 7．24 1 HN K I ユ6 6．88 0

H NIU H NH J 5．15 1 HN K I 14 8．56 0

A GK T A GK T 2．23 1 HN KT 10 3．98 0

風 化 風化 風化

A GK T A GK T 1 2．73 1 HN KT 9 0．74 0

A GK T A GK T 4 ．58 i HN KT 9 2．78 0

A GK T A GK T 1 1．48 1 HN KT 162 ．55 0

A GK T A GK T 6 ．8 8 1 HN KT 12 1．2 2 0

A GK T A GK T 7．52 1 HNK T 13 7，72 0

A GK T A GK T 1 1．4 8 1 HN KT 150 ．32 0

A GK T A GK T 5．2 4 1 HN KT 1 56．2 0

A GK T A GK T 4 ．6 2 1 HN KT 139 ．2 3 0

A GK T A GK T 3 1 H N KT 99 ．5 9 0

A GK T A GK T 3 ．4 5 1 HNK T 118 ．2 1 0

A GK T A GK T 3 ．8 5 1 HN KT 124 ．8 2 0

風化 風化 風化

AG K T A GK T 2 ．8 7 1 H NK T 10 1．6 8 0

AG KT AG K T 7 ．2 8 1 m ⅧT 118 ．2 3 0

AG KT AG KT 1臥 9 8 1 H NK T 15 1．5 2 0

AG KT AG KT 5 ．5 6 1 H NK T 130 ．11 0

AG KT AG KT 7 ．0 4 1 H NK T 1 49 ．5 4 0

AG KT AG KT 2 ．4 5 1 H NK T 110 ．3 4 0

SW HD SW HD 7 ．0 6 1 S B IY 53 ．8 6 0

AG KT AG KT 13 ．18 1 H NK T 87 ．3 4 0

AG KT AG KT 5 ．14 1 H NK T 8 7．9 0

AG KT AG KT 8 ．0 7 1 H NK T 85 ．29 0

AG KT AG KT 9 ．2 1 1 HN K T 1 35 ．4 3 0

風化 風化 風化

AG KT A G KT 3 ．79 1 HN K T 1 30 ．54 0

A G KT AG KT 0 ．44 1 HN K T 1 18 ．7 1 0

H NH J H N HJ 12 ．26 1 HN K I 1 71．08 0

SWH D SW HD 5 ．26 1 SB 工Y 8 0．49 0
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附編望　銑平遺跡の陥宛に関ずる画然科学調姦

パリノ◎サーヴェイ株式会社

はじめに

鉄平遺跡は、愛鷹山南麓の尾根上に立地する。今回の発掘調査によって、箱根酋麓と同じ形態の岩宿

細石器　時代の陥穴が愛鷹山麓で初めて検出され、注目されている。

当社では、箱根酋麓の下原遺跡や加茂ノ渦迅遺跡で、当時の陥穴に関する分析調査を実施し、旧地表
一一一1r一　一　　．．＿　1．　　－－ナ　　ー1「、　　－1「－、　　▼r▼　【．二こコ　　，－、　l F＿L　′r rここ↑　ん一「1　．－、　l／′　ト＿」L＿、．1、ゝ　　　　　　　llヰ1一　八一′l－　　ヽ　　　’ゝ　　llr1－1．イ′ll↓1－　ヽ　　　　一一一一▼一一一一一一　一一′　　ヽ　rl1　√「1　、　　　Ll rl　　1　　－－・′　l＿⊥．一」Lrl l rl　　′ll I　　　　ヽ　、　　T　　　　ヽ　　　、　　　I　　　　　　　　　ヽ　　　　　　′、　r

融であ息接日生肛層の根笠京観の稚疋翌、構築から埋積に至る過程に関する情報提供などをおこなった（辻

本◎植木：照瓶　植木ほか1996）。

今回も同様に、植物珪酸体分析を実施し、本遺跡で当該期の陥穴が構築された当時の景観を検討する。

また、箱根西麓の下原遺跡や加茂ノ渦B遺跡の調査成果との比較検討を行う。

、ここギ三一

調査対象は、調査区北壁と3号土坑断ち割り断面にあらわれた、基本士層である。前者ではNL層か

らSCⅢsl層最上部までが、後者ではSCⅢsl層からペアスコリア層までが確認された。

試料として、NL層からペアスコリア層まで、5cm厚で連続的に採取した。これらの試料から、SC

ⅢS4層～BBII層を中心に、9点を分析試料として選択した（図1）。

なお、3号土坑は、正目BⅢ層から掘りこまれたと考えられ、底部及び底部直上の壁面にペアスコリア

層が認められた。内部は、壁面から崩落したと見られるSCⅢS4層や、SCⅢsl層、BBⅢ層に由

来する土壌で埋積されていた。

2日　分析方法

湿重5g前後の試料について、過酸化水素水⑳塩酸処理、超音波処理（70W、250KHz、1分間）、沈定

法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム、比重2．5）の順に物理◎化学処理を行い、植物珪酸体

を分離◎渡集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下◎乾燥する。乾燥後、プリュ

ウラックスで封入しプレパラートを作成する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現する

イネ科菓部（菓身と菓鞘）の菓部短細胞に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉

身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤e佐瀬（1986）の分類に基

づいて同定◎計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から古

植生について検討するために、植物珪酸体の層位的分布図を作成した。各種類の出現率は、短細胞珪酸

体と機動細胞珪酸体の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

各試料からは、保存状態が悪いものの、植物珪酸体が検出される。SCⅢS4層～BBⅡ層では、特

にタケ亜科の産出が目立ち、その中にはネザサ節も含まれる。この他、ウシクサ属（ススキ属を含む）

やイチゴツナギ亜科などが、わずかに認められる。なお、樹木に由来する植物珪酸体は、いずれの層位

からも全く認められない。

しかし、下原遺跡や加茂ノ洞B遺跡と異なり、BBⅢ層やBBⅡ層でウシクサ属（ススキ属を含む）

の出現率が低い。

一一153－



標高（m）

92．5－

S、ニ′ニューIl：・！二〇

む

′

甘「r

i

i
〃考冥

Ⅱ ／敦 子 杉 ／

虹′／ノ／／／／ ／

Ⅲ

∬s l
底　　　　 庭91．5－

91＿．0－

90．5－

90．0－

89．5－
へぐ了スコリ

3常並坑
断ち割り断面
（基本丑層∋

分
析
層
位
1

J′．？C－

4　㊥

6　⑳

9　⑳

11⑳

‾‾‖ll二　‾二

＿l：：丁‾モ：＿ふ二‾＿ll

i C IⅡ s l

i C Ⅲ S 4

＜

i

底　　　 底

底

A　　　　 ▲

A　　　　 A

底
A　　　　 A

A　　　　AA 睦睦底底

A

▲　　　 ▲

▲　　 ▲

▲

▲　　 ▲

▲

▲　　　　 ▲

区‖　調査区北壁の分析層位
層区分は、現地所見に基づく。
a：暗色帯，b：ローム，C：スコリア

●：分析試料，PO：植物珪酸体分析

ー154－

鼠

1

2

2

2

2

2

2

2

2

分
析
層
位

PO

2　◎

⑳

6

⑳

9

0　◎

1e

2

3

4

5

6

7



詔。植物珪酸体の産状

結果を表1、図2に示す。

表1　調査区北壁の植物珪酸体分析結果
種　　　類

北壁
試料番号　　4　　6　　9　11

3号土坑断ち割り壁
（基本土層）

12　　15　　18　　　20　　　21

イネ科葉部短細胞珪酸体
タケ亜科ネザサ節

タケ亜科
ウシクサ族ススキ属
イチゴツナギ亜科

不明キビ型

11　　12　　　8

201　203　　209

2　　　2

14

187

8

2

6　　　1　　1　　　9

不明ヒゲシバ型　　　　　　　2　　4　　1　　3
不明ダンチク型
才補棄身機動細胞塊軒…………‥上……9
タケ亜科ネザサ節

タケ亜科

ウシクサ族

不明

28　　15　　11

87　　90　　　91

4　　　5　　　　7

8　　　3　　　3

15

81

6

4

7　　17

210　　217

21

221

6

4

21　　　6

215　　234

2　　　　2

1　　1　　　2　　　5　　　4

1　　　1　　　3　　　　3　　　　3

15　　　6　　21　　18　　12

95　114　104　109　105

5　　　1　　　7　　12　　　3

4　　　2　　　4　　　2　　　7

合　　計

イネ科菓部短細胞珪酸体
イネ科英身機動細胞珪酸

総　　計

225　　223　　220　　232　　220　　238　　257　　251　256

127　113　　112　106　119　　123　136　141　127

352　　336　　332　　338　　339　　361　393　　392　　383

短細胞珪酸体

磯　タ

1垂蔓葦垂蓋

ウ
シイ
クチ
サゴ
族ツ
スナ
スギ
キ亜

タ
ケ

亜
科

ネ　　　タ
ザ　　ケ
サ　　亜

機動細胞珪酸体

92．0 － NLb
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SC韮
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91・5 － scⅢ訂
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巨 2 p。 国口　 節科　　　　　 属科明節　 科　　　　　 族明
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●

●

●

i
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名刀

i

9　●
11 ● 】

i

▲　　　▲

3 号土坑
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図2　調査区北壁での植物珪酸体の層位的分布
出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の
総数を基数として百分率で算出した。なお、⑳○は1％未満を示す。
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超由　考察

調査区北壁に見られたSCⅢS4層～BBⅡ層では、植物珪酸体の保存状況が悪いものの、ネザサ節

を含むタケ亜科の産出が目立った。タケ亜科の植物珪酸体が、他の種類より土壌中に残留しやすい（近

藤1982：杉山の藤原1986）ことを考慮すれば、これらの層では他の種類よりもタケ亜科の植物珪酸体の

比率が強調されていると考えられる。

また、検出されたタケ亜科やウシクサ族は、丘陵上など高燥な場所に生育可能な種類である。また、

ネザサ節は開けた場所に生育する種類である。本遺跡の立地を考慮すると、今回の産状から、ネザサ節

を含むタケ亜科が繁茂し、ウシクサ族などが生育していたことが伺える。なお、樹木に由来する植物珪

酸体は、いずれの層位からも全く認められなかった。概して植物珪酸体の保存状態が悪いことから、今

回分析対象とした土層は植物珪酸体の残留土壌であると考えられるので、樹木が全く生育していなかっ

たとは言いきれないが、生育していたとしても森林のように密集してはいなかった可能性がある。これ

らの点から、陥穴はネザサ節などの草木類が繁茂する中で構築されたことが示唆される。

ところで、下原遺跡や加茂ノ渦B遺跡の陥穴が構築されたBBⅢ層形成当初は、それ以前に比較して、

ウシクサ族ススキ属の出現率が増加したことが指摘され、ススキ属が生育するような開けた場所で土壌

腐食の集積が促進されたと考えられている（植木ほか1996）。今回の産状は下原遺跡や加茂ノ洞B遺跡

とは異なり、BBⅢ層やBBⅡ層の形成時期にウシクサ族（ススキ属を含む）は目立たない。そのため、

本遺跡で構築された陥穴は、下原遺跡や加茂ノ洞B遺跡とは草木類の種類が異なっていた可能性がある。

しかし、ススキ属やネザサなどのササ類は、ともに地表面を覆うように生育することから、遺構の開

口部を覆い隠すのは容易と思われる。そのため、本遺跡の陥穴も、ネザサ節が生育するような、土坑の

存在をわかりにくくするような場所を選んで構築された可能性がある。

なお、箱根西麓と生育する草木の種類の違いが生じた要因として、土壌の母材や物理◎化学性の違い、

立地、標高などが考えられる。この点については、周辺の屋根上や谷斜面の堆積物を対象として、土壌

理化学分析や植物珪酸体分析などの自然科学調査を進め、土壌学的性質や包含される微化石の種類を明

らかにし、これまでの調査例と比較e検討することで明らかにしたい。

引用文献

近藤錬三（1982）Plant opal分析による黒色腐植層の成因究明に関する研究。昭和56年度科学研究費（一

般研究C）研究成果報告書，32P。

近藤錬三◎佐瀬　隆（1986）植物珪酸体分析，その特性と応用。第四紀研究，25，p。3上64。

杉山真二◎藤原宏志（1986）機動細胞珪酸体の形態によるタケ亜科植物の同定一古環境推定の基礎資料

として－。考古学と自然科学，19，p。69－84。

辻本崇夫e植木真吾（1996）陥穴状土坑の埋積過程と埋積時期。静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告第

72集「下原遺跡Ⅱ」，p．51－59，静岡県埋蔵文化財調査研究所。

植木真吾e馬場健司◎中根秀二（1996）陥穴状土坑をとりまいた古環境。静岡県埋蔵文化財調査研究所

調査報告第72集「下原遺跡Ⅱ」，p。62－86，静岡県埋蔵文化財調査研究所。

－156－



図版1　植物珪酸体

1．ネザサ節短細胞珪酸体（北壁；11）
2．タケ亜科短細胞珪酸体（3号土坑断ち割り断面；15）
3．タケ亜科短細胞珪酸体（3号土坑断ち割り断面；21）
4．ススキ属短細胞珪酸体（北壁；11）
5．タケ亜科機動細胞珪酸体（3号土坑断ち割り断面；15）
6．タケ亜科機動細胞珪酸体（3号土坑断ち割り断面；21）
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7号土坑検出状況

6号土坑土層断面
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石斧出土状況
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図版15

14号土坑完掘

近世溝土層断面



図版16

濃
翳

7

∴
′
む
恩
嵩

第Ⅱ・第Ⅲ文化層出土石器

第Ⅱ文化層石核

第Ⅴ文化層石核



図版17

第Ⅳ文化層の石器（YLM～YLL層）



図版18

草・・－・・－－一一、－－㌔h．」・、－一

、1了∴・・遠

第Ⅴ文化層の石器（YLU層）



図版19

細石刃石核

縄文時代草創期槍先形尖頭器



図版20

有舌尖頭器



図版21

1号住居跡埋憂

1号住居跡出土土器



図版22

3号住居跡出土土器

3・9号住居跡出土土器

7号住居跡出土土器



図版23

2・4号住居跡出土土器

6号住居跡出土土器

5号住居跡出土土器

10号住居跡出土土器

7号焼土跡出土土器



図版24

11号焼土跡出土土器

I群a類土器1



I群a類土器2
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図版31
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